
[image: 「ものみの塔」2024年9月]






	
研究用


	
目次


	
「神の言葉を実践する人になってください」


	
終わりまで忍耐し続ける助けになる手紙


	
エホバに仕えて最高に幸せな人生を歩んできました


	
読者からの質問


	
警告に注意を払っていますか


	
与えるならもっと幸せになれます


	
柔らかい心で学びましょう


	
ページナビゲーション







	1

	2

	3

	4

	5

	6

	7

	8

	9

	10

	11

	12

	13

	14

	15

	16

	17

	18

	19

	20

	21

	22

	23

	24

	25

	26

	27

	28

	29

	30

	31

	32







[image: 地球の上に浮かぶ王座に座ったイエスが，2つのグループの人たちを観察している。エホバを崇拝している兄弟姉妹: 1. 姉妹がタブレットを持って，天の方を見上げている。2. 夫婦が聖書を読んでいる。3. 兄弟姉妹が建設プロジェクトに参加している。4. 刑務所にいる兄弟が祈っている。5. 年配の姉妹が集会でコメントしている。6. 病院のベッドで寝ている姉妹が医療スタッフにパンフレットを渡している。7. 父親が家族と一緒に聖書を学んでいる。聖書の教えに沿わないことをしている人たち: 1. 男性がカジノで祈っている。2. 男性が女性をたたいている。3. 怒った人々がデモ活動をしている。4. 駐車場で銃を持った男性が女性の後をつけている。5. 聖職者が兵士たちのために祈っている。6. 女性が薬物を乱用している。]




研究用

2024年9月

研究記事 2024年11月11日-12月8日


© 2024 Watch Tower Bible and Tract Society of Pennsylvania






この出版物は販売を目的としたものではありません。世界的な聖書教育活動の一環として提供されており，その活動は自発的な寄付によって支えられています。寄付をしたいと思われる方はdonate.jw.orgをご覧ください。

聖句は，特に注記がない限り，「新世界訳聖書」からの引用です。











目次


この号の記事

研究記事36: 2024年11月11-17日

 2  「神の言葉を実践する人になってください」

研究記事37: 2024年11月18-24日

 8  終わりまで忍耐し続ける助けになる手紙

14  ライフ･ストーリー エホバに仕えて最高に幸せな人生を歩んできました

19  読者からの質問

研究記事38: 2024年11月25日-12月1日

20  警告に注意を払っていますか

研究記事39: 2024年12月2-8日

26  与えるならもっと幸せになれます

32  やってみよう 柔らかい心で学びましょう










研究記事 36




89番の歌 聞いて従い，神の祝福を得る



「神の言葉を実践する人になってください」



「神の言葉を実践する人になってください。聞くだけの人になってはなりません」。ヤコブ 1:22




ポイント

この記事は，聖書を毎日読み，読んだことについて考えて実践する点で成長したいという気持ちを強めるのに役立ちます。




1-2. エホバに仕える人たちが幸せなのはどうしてですか。（ヤコブ 1:22-25）


あなたの答え



エホバとイエスは私たちに幸せになってほしいと思っています。詩編 119編2節にはこうあります。「神の教えを守る人は幸せだ。その人は心を尽くして神を探し求める」。また，イエスはこう保証しています。「神の言葉を聞いて守っている人たちこそ幸福です！」（ルカ 11:28）

2 エホバに仕えている私たちは幸せです。そういえる理由はたくさんあります。でも忘れてはいけない点として，私たちは聖書を毎日読み，学んだことを実践するように努力しているからこそ，幸せでいることができています。（ヤコブ 1:22-25を読む。）

 3. 神の言葉を読んで実践することは，どのように私たちのためになりますか。


あなたの答え



3 「神の言葉を実践する人にな[る]」なら，いろいろな面で私たちのためになります。まず，エホバに喜んでもらえます。私たちはエホバが喜んでくれていることを実感すると，幸せな気持ちになれます。（伝 12:13）また，神の言葉を読んで実践することで，家族との絆も，仲間の兄弟姉妹との友情も強まってきたことでしょう。さらに，エホバの方法に従わない人たちが直面する多くの問題を避けることもできています。ダビデは歌の中で，エホバの命令，おきて，裁きに触れてから，「従うなら大きな報いがある」と言いました。本当にその通りです。（詩 19:7-11）

 4. 神の言葉を実践することが難しい場合があるのはどうしてですか。


あなたの答え



4 とはいっても，神の言葉を読んで実践するのが難しい場合もあります。エホバが私たちに何を望んでいるかを理解するためには，忙しい生活の中でも聖書を読んで学ぶ時間を取り分ける必要があります。では，聖書を毎日読むためにどんなことが役立つでしょうか。読んだ内容をじっくり考えるためにどんなことを意識できますか。学んだことを実践する上でどんなことが役立つでしょうか。この記事ではこうした点について考えます。

聖書を読む時間を確保する

 5. 私たちは毎日どんなことで忙しくしていますか。


あなたの答え



5 エホバの証人は大抵とても忙しい生活を送っています。聖書の教えに従って大切な責任を果たすために多くの時間を使います。例えば，多くの人は自分や家族の生活のために働いています。（テモ一 5:8）病気や高齢の家族の世話をしている人も大勢います。自分の健康をしっかり管理する必要もあります。それに加えて，会衆のためにする仕事もあります。そして，一生懸命伝道するという大切な務めもあります。このように，するべきことがたくさんある中で，どうすれば時間を取って聖書を毎日読み，読んだことをじっくり考え，実践していくことができるでしょうか。

 6. 聖書を読むことを優先するためにどんなことができますか。（写真も参照。）


あなたの答え



6 聖書を読むことは，クリスチャンにとって「より重要なこと」なので優先する必要があります。（フィリ 1:10）詩編 1編には，幸せな人についてこう書かれています。「その人はエホバの律法を喜び，昼も夜も小声で読む」。（詩 1:1，2）この聖句は，聖書を読む時間を確保する大切さを教えています。どの時間に読むのが一番良いでしょうか。それは人によって違います。でも，毎日続けられる時間帯を選ぶことが重要です。ビクター兄弟はこう言っています。「朝に聖書を読むのが好きです。私はもともと朝型ではありません。でも，朝は気を散らすものが少なくて頭がすっきりしているので，集中できるんです」。あなたの場合はいかがですか。自分にとって聖書を読むのに一番良い時間はいつだろうかと考えてみましょう。



[image: 姉妹が聖書を読んでいる。そばの寝室で幼い娘が眠っている。]

聖書を読むのに一番良い時間はいつだろうか。どの時間帯なら毎日続けられるだろうか。（6節を参照。）







読んだことについてじっくり考える

7-8. 聖書から十分に学ぶためには，どんなことに気を付ける必要がありますか。


あなたの答え



7 何かを読んではいても，内容をしっかり考えずに字を追っているだけになってしまうことがあります。さっき読んだばかりなのに，内容を思い出せないという経験があるのではないでしょうか。聖書を読むときにもそうなってしまうことがあります。毎日聖書を何章読むか決めて取り組んでいるかもしれません。それはとても良いことです。計画を立ててその通りにすることは大切だからです。（コリ一 9:26）とはいえ，聖書の力を最大限生かす上で，読むことは始まりにすぎません。さらにどんなことをする必要があるでしょうか。

8 例えで考えてみましょう。植物が成長する上で水は欠かせません。でも，短時間で集中的に雨が降ると，地面が水を吸収し切れなくなることがあります。そうなると，それ以上雨が降っても意味がありません。雨が土に染み込んで植物が水を吸い上げるには時間がかかります。聖書を読むこともそれと似ています。急いで読んでしまうと，読んだ内容を十分に理解することも，学んだことを活用することもできないでしょう。（ヤコ 1:24）



[image: 兄弟が聖書を読んでいる。1. 激しい雨で地面が水浸しになり，苗が弱っている。2. 優しい雨が地面に染み込み，苗がよく育っている。]

雨が土に染み込んで植物が水を吸い上げるには時間がかかる。聖書の言葉をじっくり考え，活用するのにも時間が必要。（8節を参照。）







 9. 急いで読むことが習慣になっているなら何ができますか。


あなたの答え



9 自分が急いで聖書を読んでいることに気付いたなら，どうすべきですか。ペースを落としましょう。よく考えながら読んだり，読んだ後にゆっくり考えたりすることができます。難しく思う必要はありません。例えば，聖書を学ぶ時間を少し増やして，思い巡らす時間を取ることができます。または読む量を減らして，その分の時間をじっくり考えるために使うこともできます。先ほど出てきたビクター兄弟はこう言っています。「読む範囲を短くしています。だいたい1章ぐらいです。朝の早い時間に読んでいるので，読んだ内容を思い巡らしながら一日を過ごすことができています」。方法はいろいろあるかもしれません。大切なのは，読んだ内容をじっくり考えられるペースで読むことです。（詩 119:97。「聖書を読む時に考えたいこと」の囲みを参照。）

聖書を読む時に考えたいこと


聖書を読む時，次のような点を考えるなら，たくさんのことが学べます。

	  ここからエホバ神についてどんなことが分かるか。



	  この部分は聖書の中心テーマとどう関係しているか。



	  これを自分の生活でどのように役立てられるか。



	  誰かを助けたり力づけたりするために，この言葉をどのように使えるか。









10. 例えば，読んでいる内容をどのように自分に当てはめて考えることができますか。（テサロニケ第一 5:17，18）


あなたの答え



10 いつ，どれぐらいの時間をかけて聖書を読むとしても，読んだ内容を実践する方法を探すようにしましょう。聖書を読む時は，「この情報を今または近い将来にどのように活用できるだろうか」と考えます。例えば，テサロニケ第一 5章17，18節を読んでいるとします。（読む。）読み終わった後にいったん止まって，自分がどれくらいの頻度でどれほど真剣に祈っているか考えます。また，どんなことに感謝できるかをじっくり考えます。そして，エホバに感謝していることを3つ祈ろうと思うかもしれません。このように数分じっくり考えるだけでも，神の言葉を聞いて実践する点で成長できます。こうしたことをほかの聖句でも毎日行うならどうなるでしょうか。神の言葉を実践する人として，ますます成長していくに違いありません。では，聖書を読んで自分の改善すべき点がたくさん見つかったらどうすればいいでしょうか。

無理のない目標を立てる

11. どんなときに圧倒されるように感じることがあるかもしれませんか。


あなたの答え



11 聖書を読んで学んだことを実践しようとすると，圧倒されるように感じることがあるかもしれません。こういう場面を想像してみてください。ある日読んだ聖句には，えこひいきに気を付けるようにと書かれていました。（ヤコ 2:1-8）それで，人への接し方を改善しようと思い，取り組むことにします。素晴らしいことです。次の日読んだ箇所では，どんなことを話すかに注意する大切さが強調されていました。（ヤコ 3:1-12）時々自分がネガティブな話をしていることに気付きます。それで，人を元気づける前向きなことを話すようにしようと思います。また次の日読むと，世の友にならないようにと書かれています。（ヤコ 4:4-12）気晴らしとして楽しむものをもっとよく選ぶ必要があることに気付きます。もうここまで来ると，その次の日には，取り組むべきことが多くて圧倒されてしまっているかもしれません。

12. 聖書を読んで自分に調整が必要な点に気付いても，がっかりしなくていいのはどうしてですか。（脚注も参照。）


あなたの答え



12 調整や改善が必要な点がたくさんあるとしても，がっかりしないでください。そうした点に気付けたこと自体，心が良い状態である証拠だからです。正直で謙虚に自分と向き合う人は，どんなことに取り組む必要があるかを考えながら聖書を読みます。* 「新しい人格」を身に着けるには時間がかかるということも覚えておきましょう。（コロ 3:10）では，諦めずに神の言葉を実践していく上でどんなことが役立つでしょうか。

13. どのように目標を立てることができますか。（写真も参照。）


あなたの答え



13 学んだことを一度に全部行おうとするのではなく，まずは幾つかの目標に絞ることができます。（格 11:2）こんなふうにできるかもしれません。取り組む必要のあることをリストにします。そこから1つか2つを選びましょう。残りは後で取り組むことにします。では，どこから始めるとよいでしょうか。



[image: 1. 姉妹が個人研究をしながらメモに何かを書いている。2. 姉妹がメモをコルクボードに貼っている。メモには，「今週の目標 穏やかな人になる 格言 15:1」と書いてある。]

学んだことを一度に全部行おうとするのではなく，無理のない目標を立てるようにする。1つか2つの目標に集中して取り組むとよいかもしれない。（13-14節を参照。）







14. どんな目標から始めることができますか。


あなたの答え



14 達成しやすいと思う目標から始める人もいれば，特に直したいと思う部分から取り組む人もいます。目標を決めたなら，「ものみの塔出版物索引」や「エホバの証人のためのリサーチガイド」などのツールを使って調査しましょう。目標について祈り，「行動するための意欲と力の両方」を与えてくださいとエホバにお願いします。（フィリ 2:13）それから，学んだことを実行してみましょう。最初の目標にうまく取り組めると，次の目標も頑張ってみようという気持ちになるはずです。クリスチャンの生き方や人格の1つの面で成長できると，ほかの面にも取り組みやすいと感じるでしょう。

神の言葉から「良い感化」を受ける

15. エホバの証人は，聖書を読んでいるほかの多くの人たちとどう違いますか。（テサロニケ第一 2:13）


あなたの答え



15 聖書を何十回も読んでいるという人たちもいます。でもその人たちは本当に聖書を信じているでしょうか。聖書の教えに合わせて生き方を変えようとしているでしょうか。残念ながらそういう人は多くありません。では，エホバの証人はどうでしょうか。1世紀のクリスチャンと同じように，聖書を「まさしく神の言葉として」受け入れています。さらに，学んだことを実践するために努力し，聖書から良い感化を受けるようにしています。（テサロニケ第一 2:13を読む。）

16. どうすれば神の言葉を実践する人になれますか。


あなたの答え



16 神の言葉を読んで実践するのは，いつも簡単なわけではありません。時間を取るのが大変なこともあります。急いで読んでしまって十分に理解できないということもあります。取り組むべき点について考えると，圧倒されそうになるかもしれません。難しく感じるとしても諦めないでください。エホバが助けてくれるので大丈夫です。エホバの助けを受け入れ，神の言葉を聞いてすぐに忘れる人ではなく，実践する人になりましょう。神の言葉を読んで活用していくなら，私たちはもっと幸せになれます。（ヤコ 1:25）



どんなことができますか


	  聖書を読む時間を確保するために


あなたの答え





	  読んだことについてじっくり考えるために


あなたの答え





	  読んだことを実践するために


あなたの答え












94番の歌 神の言葉に感謝する



^  jw.orgの「聖書を読むこと」という動画を参照。






^ （ヤコ 1:22） 神の言葉を実践する人になってください。聞くだけの人になってはなりません。間違った考え方をして自分を欺いてはならないのです。



^ （ヤコ 1:22-25） 神の言葉を実践する人になってください。聞くだけの人になってはなりません。間違った考え方をして自分を欺いてはならないのです。 23 神の言葉を聞いても実践しない人は，鏡で自分の顔*を見る人に例えることができます。 24 その人は自分を見ますが，そこを離れると，自分がどのような人かをすぐに忘れてしまいます。 25 しかし，自由をもたらす完全な律法をじっくり見て守る人は，聞いてすぐに忘れるのではなく，行動します。そのような人は幸せになります。

または，「生まれつきの顔」。


^  （詩 119:2） 神の教え*を守る人は幸せだ。 その人は心を尽くして神を探し求める。

または，「思い出させるもの」。


^  （ルカ 11:28） しかしイエスは言った。「いいえ，神の言葉を聞いて守っている人たちこそ幸福です！」



^  （ヤコ 1:22-25） 神の言葉を実践する人になってください。聞くだけの人になってはなりません。間違った考え方をして自分を欺いてはならないのです。 23 神の言葉を聞いても実践しない人は，鏡で自分の顔*を見る人に例えることができます。 24 その人は自分を見ますが，そこを離れると，自分がどのような人かをすぐに忘れてしまいます。 25 しかし，自由をもたらす完全な律法をじっくり見て守る人は，聞いてすぐに忘れるのではなく，行動します。そのような人は幸せになります。

または，「生まれつきの顔」。


^  （伝 12:13） 全てを聞いた今，結論はこうだ。真の神を畏れ，その方のおきてを守りなさい。人の務めはそれに尽きる。



^  （詩 19:7-11） エホバの律法は完全で，力を吹き込む*。 エホバの教え*は信頼でき，経験の浅い人を賢くする。  8 エホバの命令は正しく，心に喜びが生まれる。 エホバのおきては清く，目が開かれる。  9 エホバへの畏れは純粋で，永遠に続く。 エホバの裁きは真実で，全く正しい。 10 金よりも，多くの純金*よりも好ましい。 蜜よりも，巣から滴り落ちる蜂蜜よりも甘い。 11 こうして，あなたに仕える人は警告を受けた。 従うなら大きな報いがある。

または，「人を連れ戻す」。
または，「思い出させるもの」。
または，「精錬された金」。


^  （テモ一 5:8） もしもある人が，自分の家族，特に一緒に住んでいる人たちに必要な物を与えないなら，クリスチャンの信条を否定していることになり，信仰のない人より悪いといえます。



^  （フィリ 1:10） 皆さんがより重要なことを見極め，キリストの日までずっと純粋でいて，人の信仰を妨げることがありませんように。



^  （詩 1:1-6） 何と幸せなのだろう。 悪人の意見に従って歩まず， 罪人の道に立たず， あざける人と共に座らない人は。  2 その人はエホバの律法を喜び， 昼も夜も小声で読む*。  3 水の流れのほとりに植えられた木のようになり， 時期が来ると実を結び，その葉は枯れない。 行うことは全て成功する。  4 悪人はそうではない。 風が吹き払うもみ殻のようだ。  5 悪人が処罰を免れることも， 罪人が正しい人の集会に出ることもない。  6 正しい人の道はエホバが知っているが， 悪人の道は消えうせる。

または，「思い巡らす」。


^  （詩 1:1， 2） 何と幸せなのだろう。 悪人の意見に従って歩まず， 罪人の道に立たず， あざける人と共に座らない人は。  2 その人はエホバの律法を喜び， 昼も夜も小声で読む*。

または，「思い巡らす」。


^  （コリ一 9:26） それで私は，どこに向かっているか分からないような走り方をしてはいません。空振りになるようなこぶしの振るい方もしてはいません。



^  （ヤコ 1:24） その人は自分を見ますが，そこを離れると，自分がどのような人かをすぐに忘れてしまいます。



^  （詩 119:97） 私はあなたの律法を愛してやまない！ 一日中じっくり考える*。

または，「学ぶ」。


^ （テサ一 5:17， 18） 絶えず祈ってください。 18 全てのことに感謝してください。これは，キリスト･イエスに従う皆さんに神が望んでいる事柄です。



^  （テサ一 5:17， 18） 絶えず祈ってください。 18 全てのことに感謝してください。これは，キリスト･イエスに従う皆さんに神が望んでいる事柄です。



^  （ヤコ 2:1-8） 私の兄弟たち，皆さんは栄光に輝く主イエス･キリストに信仰を持っているはずなのに，えこひいきをしているのですか。 2 例えば，上等な服を着て金の指輪を幾つもはめた人と，汚れた服を着た貧しい人が，皆さんの集まりに来たとします。 3 皆さんは，上等な服を着ている人には親切にして，「この良い席にお座りください」と言い，貧しい人には，「立っていてください」とか「私の足元*に座ってください」と言いますか。 4 もしそうなら，差別をしていることになりませんか。ひどい判決を下す裁判官のようになっていないでしょうか。 5 私の愛する兄弟たち，よく聞いてください。神は，世間から見て貧しい人たちを選んで，豊かな信仰を抱かせ，王国を授けることにしたのではありませんか。その王国は，神を愛する人たちに約束されています。 6 それなのに，皆さんは貧しい人たちを侮辱しています。皆さんを苦しめ，法廷に引き出すのは，裕福な人たちではないでしょうか。 7 彼らは皆さんに与えられた立派な名を冒瀆するのではありませんか。 8 もし皆さんが，「隣人を自分自身のように愛さなければならない」という聖句の通りに，卓越した*律法を実践しているのであれば，それはとても良いことです。

または，「足台のそば」。
または，「王である」。


^  （ヤコ 3:1-12） 私の兄弟たち，皆さんの多くが教える人になるべきではありません。教える私たちは，より厳しく裁かれるからです。 2 私たちは皆，何度も過ちを犯し*ます。言葉で過ちを犯さない*人がいれば，それは完全な人で，体全体を制御できます。 3 馬を従わせるために口にくつわをかませれば，馬の体全体を操れます。 4 船についても考えてください。船はとても大きく，強い風を受けて動きますが，かじを取る人は非常に小さなかじを使って思い通りに船を動かします。 5 同じように，舌は体の小さな部分ですが，大いに自慢します。ご存じの通り，ごく小さな火が大きな森を燃やしてしまいます。 6 舌は火です。体の器官のうち，舌は不正で満ちています。体全体を汚し，人の一生*を燃やしてしまいます。ゲヘナ*の火によって燃え立つのです。 7 人間は，あらゆる種類の野生動物，鳥，爬虫類*，海の生き物を従わせることができ，実際そうしてきました。 8 しかし，舌を従わせることは誰にもできません。舌は手に負えない有害なもので，死をもたらす毒で満ちています。 9 私たちは舌で，父エホバ*を賛美する一方，「神に似せて」造られた人間の不幸を願います。 10 良い*言葉と悪い*言葉が，同じ口から出てくるのです。 私の兄弟たち，こうしたことがあってはなりません。 11 真水と苦い水が同じ泉から湧き出ることはないではありませんか。 12 私の兄弟たち，イチジクの木にオリーブの実がなったり，ブドウの木にイチジクの実がなったりするでしょうか。塩水の泉から真水が出ることもありません。

直訳，「つまずき」。
直訳，「つまずかない」。
直訳，「誕生（起源）の車輪」。
用語集参照。
または，「地面を動く生き物」。
付録A5参照。
または，「祝福を願う」。
または，「不幸を願う」。


^  （ヤコ 4:4-12） 不忠実な人たち*，世との交友は神との敵対であることを知らないのですか。世の友になろうとする人は，神の敵になろうとしているのです。 5 それとも，聖句が理由もなく，「私たちの内にある精神は絶えずねたみながら渇望する」と述べていると思うのですか。 6 しかし，神が示してくださる惜しみない*親切は，そのような精神に勝ります。それで，こう述べられています。「神は傲慢な人に敵対し，謙遜な人に惜しみない親切を示してくださる」。 7 ですから，神に従ってください。悪魔に立ち向かってください。そうすれば，悪魔は逃げ去ります。 8 神に近づいてください。そうすれば，神は近づいてくださいます。罪人たち，手を清めてください。優柔不断な人たち，心を清めてください。 9 悲しみに暮れ，嘆き，泣いてください。笑いを嘆きに，喜びを失意に変えてください。 10 エホバ*の前で謙遜になってください。そうすれば，神は皆さんを重んじて*くださいます。 11 兄弟たち，互いのことを悪く言うのはやめましょう。兄弟を悪く言ったり，兄弟を批判したりする人は，律法を悪く言い，律法を批判していることになります。そして，もし律法を批判するなら，律法を守る人ではなく，裁く人になってしまいます。 12 法を定める方，裁く方はただひとりです。救うことも滅ぼすこともできる方です。それなのに隣人を批判するあなたは，いったい何者なのですか。

直訳，「姦淫をした女性たち」。
または，「過分の」。
付録A5参照。
直訳，「高く上げて」。


^  （コロ 3:10） 新しい人格を身に着けましょう。新しい人格は，それを与えてくださる*神の性質に沿って，正確な知識によって新しくされていきます。

または，「創造した」。


^  （格 11:2） 出過ぎたことをすると，恥をかく。 知恵は，慎みのある人たちと共にある。



^  （フィリ 2:13） 神はご自分の望みを実現させるために皆さんを力づけてくださいます。行動するための意欲と力の両方を与えてくださるのです。



^ （テサ一 2:13） それで，私たちは絶えず神に感謝しています。皆さんが私たちから神の言葉を聞いた時，それを人間の言葉としてではなく，まさしく神の言葉として受け入れたからです。その言葉は，信仰を持つ皆さんに良い感化を与えています。



^  （テサ一 2:13） それで，私たちは絶えず神に感謝しています。皆さんが私たちから神の言葉を聞いた時，それを人間の言葉としてではなく，まさしく神の言葉として受け入れたからです。その言葉は，信仰を持つ皆さんに良い感化を与えています。



^  （ヤコ 1:25） しかし，自由をもたらす完全な律法をじっくり見て守る人は，聞いてすぐに忘れるのではなく，行動します。そのような人は幸せになります。









研究記事 37




118番の歌 「さらに信仰を与えてください」



終わりまで忍耐し続ける助けになる手紙



「初めに抱いた確信を終わりまでしっかり持ち続ける」。ヘブライ 3:14




ポイント

今の体制の終わりまで忍耐し続ける助けになることを「ヘブライ人のクリスチャンへの手紙」から学びます。




1-2. （ア）使徒パウロが「ヘブライ人のクリスチャンへの手紙」を書いた時，ユダヤのクリスチャンはどのような状況でしたか。（イ）その手紙がちょうど良い時に書かれたといえるのはどうしてですか。


あなたの答え



イエスが亡くなった後，エルサレムとユダヤに住んでいたヘブライ人のクリスチャンたちはいろいろと大変な経験をしました。クリスチャン会衆が設立された後すぐに激しい迫害が始まりました。（使徒 8:1）さらに，約20年後には経済的に厳しい状況が生じました。恐らく，それまでに起きていた飢饉が原因だったと思われます。（使徒 11:27-30）でも西暦61年ごろからしばらくの間，比較的平和な時期が続きます。当時のクリスチャンはこの時期に，パウロから手紙を受け取りました。聖なる力に導かれて書かれたその手紙はとてもタイムリーなものでした。

2 当時のクリスチャンが経験していた平和な時期はずっと続くわけではありませんでした。それで，「ヘブライ人のクリスチャンへの手紙」はちょうど良い時に書かれたといえます。パウロが与えたアドバイスは，間もなく経験することになっていた患難を忍耐する上で役立つものでした。イエスが予告していたように，ユダヤ人の体制の終わりが近づいていたからです。（ルカ 21:20）もちろん，パウロもユダヤのクリスチャンもそれがいつ起きるのか，はっきりとは知りませんでした。でも当時の人たちは，残された時間を活用し，これから起きる患難に備えて信仰や忍耐力を強めることができました。（ヘブ 10:25; 12:1，2）

 3. 今私たちがこの手紙に注目するといいのはどうしてですか。


あなたの答え



3 私たちはヘブライ人のクリスチャンたちよりもさらに大きな患難に直面することになります。（マタ 24:21。啓 16:14，16）当時のクリスチャンに与えられたアドバイスは私たちのためにもなります。その幾つかを考えてみましょう。

「十分に成長するように努力しましょう」

 4. ユダヤ人のクリスチャンは，どんな壁を乗り越える必要がありましたか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



4 ユダヤ教の背景を持つクリスチャンたちには乗り越えなければいけない壁がありました。以前，ユダヤ人はエホバから選ばれた国民でした。エルサレムは長い間とても重要な場所でした。そこから治める王は，エホバの代理として統治していました。神殿は清い崇拝の中心地でした。忠実なユダヤ人はモーセの律法や宗教指導者たちが決めた規則に従っていました。そうした教えには，食事，割礼に対する見方，異国人との接し方に関するものもありました。しかし，イエスが死んだ後，モーセの律法は無効になり，神殿で犠牲を捧げる必要はなくなりました。律法に従ってきたユダヤ人のクリスチャンにとって，これはとても大きな変化でした。（ヘブ 10:1，4，10）ペテロのようにクリスチャンとして十分に成長した人でも，こうした変化に順応するのを難しく感じることがありました。（使徒 10:9-14。ガラ 2:11-14）これまでとは違う新しい教えを信じるようになった当時のクリスチャンは，ユダヤ人の宗教指導者たちから攻撃されました。



[image: 神殿でユダヤ人の宗教指導者たちが，そばで伝道しているクリスチャンたちについて文句を言っている。]

クリスチャンは，ユダヤ教の反対者たちの間違った考え方を避け，真理にしっかり従う必要があった。（4-5節を参照。）







 5. クリスチャンはどんな圧力にさらされていましたか。


あなたの答え



5 ヘブライ人のクリスチャンたちはいろいろな人から圧力を受けました。例えば，ユダヤ人の宗教指導者たちからは背教者呼ばわりされました。また，自分はクリスチャンだと言う人たちの中にも，モーセの律法に従い続けるべきだと主張する人がいました。もしかすると，迫害を避けるためにそう言っていたのかもしれません。（ガラ 6:12）このような状況でクリスチャンが真理にしっかり従うために，どんなことが助けになったでしょうか。

 6. パウロは仲間の兄弟姉妹にどんなことを勧めましたか。（ヘブライ 5:14–6:1）


あなたの答え



6 パウロはヘブライ人のクリスチャンに宛てた手紙の中で，神の言葉をより深く掘り下げて学ぶよう勧めました。（ヘブライ 5:14–6:1を読む。）また，ヘブライ語聖書から，クリスチャンの崇拝がユダヤ教よりも優れていることを兄弟たちに説明しました。* パウロは，間違った考えを見極めて避け，真理から離れないようにする上で，真理に対する知識や理解を深めることが役に立つということを知っていました。

 7. 私たちはどんな難しい状況に直面していますか。


あなたの答え



7 ヘブライ人のクリスチャンのように，私たちもエホバの正しい基準に沿わない情報や考え方にさらされています。反対者たちは，聖書に基づく道徳基準は厳し過ぎるとか，冷た過ぎると非難します。この世界の人々の態度や意見は，エホバの完全な見方からますます懸け離れたものになっています。（格 17:15）それで，間違った考えをしっかりと見極めて避けられるよう自分を強化することがどうしても必要です。反対者たちは，そうした考えを使って私たちを気落ちさせたり真理から離れさせようとしたりするからです。（ヘブ 13:9）

 8. どうすればクリスチャンとして成長し続けることができますか。


あなたの答え



8 パウロは，当時の人たちにクリスチャンとして十分に成長するように勧めました。このアドバイスは私たちにも役立ちます。成長を続けるには，真理に対する知識を深め，自分の考えをエホバの考えに合わせる必要があります。そのことを献身とバプテスマの後も続けます。どれほど長くエホバに仕えているとしても，聖書を毎日読んで学ぶことはとても大切です。（詩 1:2）個人研究の良い習慣は信仰を強める助けになります。パウロもヘブライ人に宛てた手紙の中で信仰の大切さを強調しました。（ヘブ 11:1，6）

「信仰を抱いて生き続ける」

 9. ヘブライ人のクリスチャンにとって強い信仰が欠かせなかったのはどうしてですか。


あなたの答え



9 ユダヤにいるヘブライ人のクリスチャンが近づく患難を生き残るためには，強い信仰が必要でした。（ヘブ 10:37-39）イエスは弟子たちに，エルサレムが陣営を張った軍隊に囲まれるのを見たなら山に逃げるようにと言っていました。エルサレムの町の中に住んでいたクリスチャンも，ユダヤの田舎に住んでいたクリスチャンも，皆逃げなければいけませんでした。（ルカ 21:20-24）当時の人たちは大抵，軍隊が攻めてくると聞くと，エルサレムのように城壁のある町に避難しました。それで，山に逃げるようにという指示は普通ではあり得ないものに思えたことでしょう。それに従うには大きな信仰が要りました。

10. 強い信仰を持つクリスチャンはどう行動したはずですか。（ヘブライ 13:17）


あなたの答え



10 ヘブライ人のクリスチャンは，イエスから会衆を導く責任を委ねられていた人たちを信頼する必要もありました。教え導く責任を委ねられた人たちは，山に逃げるようにというイエスの命令に，会衆のみんなが適切なタイミングで秩序正しく従えるように具体的な指示を与えたと思われます。（ヘブライ 13:17を読む。）ヘブライ 13章17節で使われている「従う」という意味のギリシャ語は，指示を与えている人のことを信頼しているので納得して従う，という考えを含んでいます。それは，単に権威を与えられている人からの指示なので従う，ということではありません。ですから，ヘブライ人のクリスチャンたちは患難を経験する前に，教え導いている人たちへの信頼を強めておく必要がありました。平和な時期に教え導いている人たちの指示に従順に従っていたクリスチャンは，大変な時期にも従いやすく感じたことでしょう。

11. 私たちにとって強い信仰が必要なのはどうしてですか。


あなたの答え



11 パウロの手紙を受け取った人たちと同じように，私たちにも信仰が必要です。多くの人は今の体制の終わりについての聖書の警告に聞く耳を持ちません。ばかにすることさえあります。（ペテ二 3:3，4）また，私たちは聖書から大患難の時期に起きることについていろいろ知ることができるとはいえ，分からないこともたくさんあります。それで，終わりが時間通りに来ることやエホバがずっと世話してくださることへの強い信仰を持つ必要があります。（ハバ 2:3）

12. 大患難を生き残るために，今どうすることは大切ですか。


あなたの答え



12 私たちは，エホバが「忠実で思慮深い奴隷」を通して導いてくださっていることへの信仰を強める必要もあります。（マタ 24:45）ローマ軍がエルサレムを囲んだ時，ヘブライ人のクリスチャンたちは生き残るための具体的な指示を与えられたと考えられます。大患難が始まる時も，同じように指示が与えられるでしょう。それで，エホバが責任を委ねている人たちからの指示に対する信頼や確信を今強める必要があります。そうした指示に従うことを今難しく感じているなら，大患難の時に従うのはもっと難しくなるでしょう。

13. ヘブライ 13章5節にあるアドバイスが必要だったのはどうしてですか。


あなたの答え



13 逃げるべきタイミングを待っている間，ヘブライ人のクリスチャンたちは「お金を愛するような生き方」をしたりせず，シンプルな生活を送る必要もありました。（ヘブライ 13:5を読む。）ある人たちは飢饉や貧しい生活を経験したことがありました。（ヘブ 10:32-34）良い知らせのために大変なことも進んで忍耐していたのに，やがて安心を求めてお金に頼るようになった人もいたのかもしれません。でも，エルサレムが滅ぼされた時，お金は何の役にも立ちませんでした。（ヤコ 5:3）かえって，お金を愛している人ほど家や持ち物を捨てて逃げるのは難しかったことでしょう。

14. 強い信仰があれば，お金や物についてどんな決定をしますか。


あなたの答え



14 今の体制の終わりがすぐそこまで来ていることに強い信仰を持っているなら，お金や物を愛する考え方を避けたいと思うでしょう。大患難の時，お金には何の価値もありません。聖書には次のように予告されています。「人々は自分たちの銀を通りに投げ捨て[る]。その銀も金も，エホバの激怒の日に彼らを救うことはできない」。（エゼ 7:19）お金を稼ぐことを重視するのではなく，バランスを取りつつもシンプルな生活ができるような決定をしましょう。これには，不必要な負債を抱えたり，いろいろな物の管理にたくさんの時間を取られたりしないようにすることが含まれます。持っている物に執着しないようにも気を付けましょう。（マタ 6:19，24）今の体制の終わりが近づくにつれ，エホバに頼るか物に頼るか試されることになります。

「皆さんには忍耐が必要です」

15. ヘブライ人のクリスチャンが特に忍耐する必要があったのはどうしてですか。


あなたの答え



15 ユダヤの状況が悪化するにつれて，ヘブライ人のクリスチャンは信仰を試されることになりました。（ヘブ 10:36）すでに激しい迫害を経験していた人たちもいましたが，多くの人たちは比較的平和な時期になってからクリスチャンになりました。パウロが言ったように，その人たちは信仰の試練を耐えてきましたが，それは死ぬまで忠実だったイエスが経験したほどのものではありませんでした。（ヘブ 12:4）でもキリスト教が広まるにつれ，ユダヤ人たちからの反対はますます厳しく過激なものになっていました。パウロがこの手紙を書く数年前にエルサレムに行った時，暴動が起きました。また，40人以上のユダヤ人が「パウロを殺すまでは食べたり飲んだりしないと誓」いました。（使徒 22:22; 23:12-14）このように当時のクリスチャンはいろいろな人から憎まれ，過激な反対を受けました。そんな中で，崇拝のために集まり，良い知らせを伝え，強い信仰を持ち続ける必要がありました。

16. 「ヘブライ人のクリスチャンへの手紙」は，迫害に対する正しい見方を持つ上でどのように助けになりますか。（ヘブライ 12:7）


あなたの答え



16 ヘブライ人のクリスチャンにとって，反対を忍耐するのに何が助けになったでしょうか。パウロは試練に対する正しい見方を持つことの大切さをよく知っていました。それで，神はクリスチャンが経験する試練を訓練の一部として許すことがある，と説明しました。（ヘブライ 12:7を読む。）そうした訓練によって，クリスチャンとしての人格を身に着けたり，さらに磨いたりすることができます。そのような良い結果に目を向けることは，ヘブライ人のクリスチャンが試練を忍耐する助けになったことでしょう。（ヘブ 12:11）

17. パウロは，迫害を忍耐するためにどんなことを勧めましたか。


あなたの答え



17 パウロはヘブライ人のクリスチャンに，試練に備えて今こそ忍耐する決意を強めるよう励ましました。パウロが書いた言葉には説得力がありました。以前は自分も迫害する側だったので，クリスチャンがどんな目に遭うかを知っていました。また，パウロは迫害をどうすれば忍耐できるかも知っていました。パウロ自身，クリスチャンになってからいろいろな反対を経験しました。（コリ二 11:23-25）それで，忍耐するために何が必要なのかを確信を持って語ることができました。パウロはヘブライ人のクリスチャンたちに，試練に遭う時，自分自身ではなくエホバを信頼するよう勧めました。パウロもそうやって勇気を得ていたので，「エホバは私を助けてくださる。私は恐れない」と言うことができました。（ヘブ 13:6）

18. 将来，私たちは皆どんなことを経験しますか。今どんなことをする必要がありますか。


あなたの答え



18 今でも迫害を忍耐している兄弟姉妹がいます。私たちはその兄弟姉妹のために祈ったり，助けになることを実際に行ったりして支えることができます。（ヘブ 10:33）しかし，聖書にはっきり書かれている通り，「神への専心を貫き，キリスト･イエスに従って生きようとする人は皆，同じように迫害を受けます」。（テモ二 3:12）ですから，私たち皆がこれから起きることに備えておく必要があります。今後どんな試練に遭うとしても，エホバは私たちが忍耐できるよう必ず助けてくださいます。そのことを確信し，引き続きエホバを信頼しましょう。エホバはご自分に仕える人たちを助け出すために行動してくださいます。（テサ二 1:7，8）

19. 大患難に備えるためにどんなことが役立ちますか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



19 パウロがヘブライ人のクリスチャンに宛てて書いた手紙は，1世紀の兄弟たちが患難に備えるのに確かに役立ちました。パウロは，神の言葉を注意深く研究してより深い知識と理解を得るよう兄弟たちに勧めました。このアドバイスは，当時のクリスチャンが信仰を弱める考えを見極めて避ける上で役立ったことでしょう。パウロは，イエスと会衆で教え導いている人たちの指示にすぐに従うことができるよう信仰を強めることの大切さも教えました。そして，試練に遭った時，それを愛情深いお父さんの訓練と見て試練に対して正しい見方を持ち，忍耐できるように助けました。私たちもこうしたエホバからのアドバイスの通りにしていきましょう。そうするなら，終わりまで忍耐し続けることができるのです。（ヘブ 3:14）





[image: 1世紀のクリスチャンたちが外で集まっている。]

エホバは忍耐した忠実なクリスチャンたちに報いを与えた。クリスチャンたちはユダヤから逃げた後も集まり続けた。私たちはどんな教訓を学べるか。（19節を参照。）





どんなことを学びましたか


	  どうすればクリスチャンとして十分に成長できますか。


あなたの答え





	  強い信仰を持つことが大切なのはどうしてですか。


あなたの答え





	  忍耐する必要があるのはどうしてですか。


あなたの答え












126番の歌 目を覚ましていて，しっかり立ち，強い人になる



^  パウロは，手紙の最初の章だけでも少なくとも7回ヘブライ語聖書から引用し，クリスチャンの崇拝がユダヤ教よりも優れていることをはっきりと示しました。（ヘブ 1:5-13）






^ （ヘブ 3:14） 初めに抱いた確信を終わりまでしっかり持ち続けるなら，私たちは本当にキリストと共になる*ことができるのです。

または，「分け合う」。


^  （使徒 8:1） サウロは，ステファノの殺害に賛成していた。 その日，エルサレムの会衆に対して激しい迫害が始まった。使徒たち以外は全員，ユダヤとサマリアの全域に散らされた。



^  （使徒 11:27-30） その頃，預言者たちがエルサレムからアンティオキアに下ってきた。 28 その1人のアガボという人が立ち上がり，全土に大飢饉が生じようとしていることを聖なる力によって予告した。これはクラウディウスの時に実際に起きた。 29 それで弟子たちは，それぞれが提供可能なものを提供し，ユダヤに住む兄弟たちを救援することに決めた。 30 そしてこれを実行し，バルナバとサウロが長老たちに届けた。



^  （ルカ 21:20） エルサレムが陣営を張った軍隊に囲まれるのを見たなら，その時，荒廃が近づいたことを知りなさい。



^  （ヘブ 10:25） 仲間と集まることを怠ってはなりません。よく欠席する人たちに倣わないようにし，いつも励まし合いましょう。定められた日が近づいているのですから*，ますますこうしたことを行っていきましょう。

または，「のを見て」。


^  （ヘブ 12:1， 2） それで，これほど大勢の*証人たちに囲まれているのですから，私たちもあらゆる重荷と，すぐに絡み付く罪を捨て，参加している競走を忍耐して走りましょう。 2 私たちの信仰を導き，完全にしてくださる方であるイエスを一心に見つめながら走るのです。イエスは，前途にある喜びのために，恥を物ともせず苦しみの杭*に耐え，神の座の右に座りました。

または，「大きな雲のような」。
用語集参照。


^  （マタ 24:21） その時，世界の始めから今まで起きたことがなく，いえ，二度と起きないような大患難があるからです。



^  （啓 16:14） それらは邪悪な天使たちの息*であって，奇跡*を行い，全世界の王たちのもとに向かう。全能の神の大いなる日の戦争に王たちを招集するためである。

または，「言葉」。ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
直訳，「しるし」。


^  （啓 16:16） それらの息*により，王たちはヘブライ語でハルマゲドン*と呼ばれる場所に集められた。

または，「言葉」。ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
または，「アルマゲドン」。「メギドの山」という意味。


^  （ヘブ 10:1） 律法は後に来る良いものの影にすぎず，実体ではありません。ですから，毎年同じ犠牲が捧げられても，神に近づく人が律法*によって完全になることは決してありません。

もしかすると，「人々」。祭司たちのことかもしれない。


^  （ヘブ 10:4） 雄牛やヤギの血は罪を取り去ることができないからです。



^  （ヘブ 10:10） この「望まれること」により，イエス･キリストの体が一度限り捧げられたので，私たちは神聖なものとされています。



^  （使徒 10:9-14） 次の日，3人が旅を続けてその町に近づいた頃，ペテロは祈りをするため昼の12時ごろ屋上に上がった。 10 しかし非常に空腹になり，何かを食べたくなった。食事が準備されている間に恍惚状態になり， 11 天が開いて，何か*が下ってくるのを見た。1枚の大きな亜麻布が四隅をつるされて地上に下ろされるかのようだった。 12 その中には，あらゆる四つ足の動物や爬虫類*や鳥が入っていた。 13 そして，「立ちなさい，ペテロ。これらをほふって*食べなさい！」という声がした。 14 しかしペテロは言った。「それはできません，主よ。汚れたものや清くないものはこれまで食べたことがありません」。

直訳，「器のようなもの」。
または，「地面を動く生き物」。
または，「犠牲にして」，「殺して」。


^  （ガラ 2:11-14） さて，ケファ*がアンティオキアに来た時，明らかに間違ったことをしたので，私は面と向かって指摘しました。 12 ケファ*は，ヤコブの所からある人たちが来るまでは異国の人々と一緒に食事をしていたのに，彼らが来ると，そうするのをやめて離れていきました。割礼を受けた人たちを恐れたからです。 13 残りのユダヤ人たちもケファ*と一緒にこの偽善的な行動を取り，バルナバさえも影響されてそうしました。 14 私は，彼らが良い知らせの真理に沿って歩んでいないのを見て，皆の前でケファ*にこう言いました。「ユダヤ人であるあなたが，異国の人のように生活し，ユダヤ人のようには生活していないのに，どうして異国の人々にユダヤ人の習慣に従って生活させようとするのですか」。

ペテロとも呼ばれる。
ペテロとも呼ばれる。
ペテロとも呼ばれる。
ペテロとも呼ばれる。


^  （ガラ 6:12） 皆さんに割礼を受けさせようとしているのは，人から良く見られよう*とする人たちです。彼らは，キリストの苦しみの杭*のために迫害されるのを避けたいだけです。

または，「体面を繕おう」。
用語集参照。


^ （ヘブ 5:14-6:1） 一方，固い食物*は，十分に成長した人*のためのものです。そのような人は，使うことによって識別力*を訓練したので，正しいことも悪いことも見分けることができます。 
6 それで，私たちはキリストに関する初歩の教理より先に進んだのですから，十分に成長するように努力しましょう。基礎的な教えに逆戻りしては*なりません。すなわち，むなしい*行いを悔い改めること，神への信仰，

または，「よくかんで食べる物」。
または，「大人」。
または，「知覚力」。
直訳，「再び土台を据えては」。
直訳，「死んでいる」。


^  （ヘブ 5:14-6:1） 一方，固い食物*は，十分に成長した人*のためのものです。そのような人は，使うことによって識別力*を訓練したので，正しいことも悪いことも見分けることができます。 
6 それで，私たちはキリストに関する初歩の教理より先に進んだのですから，十分に成長するように努力しましょう。基礎的な教えに逆戻りしては*なりません。すなわち，むなしい*行いを悔い改めること，神への信仰，

または，「よくかんで食べる物」。
または，「大人」。
または，「知覚力」。
直訳，「再び土台を据えては」。
直訳，「死んでいる」。


^  （格 17:15） 悪人を無罪とする人，正しい人を有罪とする人， どちらもエホバにとって忌まわしい。



^  （ヘブ 13:9） さまざまな怪しい教えに惑わされてはなりません。食べ物*によって心が強くされるより，惜しみない親切によって心が強くされる方がよいのです。食べ物に気を取られることは当人のためになりません。

食べ物に関する規則のこと。


^  （詩 1:2） その人はエホバの律法を喜び， 昼も夜も小声で読む*。

または，「思い巡らす」。


^  （ヘブ 11:1） 信仰とは，望んでいる事柄が実現するという確信*であり，目に見えないものが実在するというはっきりとした*証拠を持っていることです*。

または，「保証」。
または，「納得のいく」。
または，「証拠です」。


^  （ヘブ 11:6） 信仰がなければ，神に喜ばれることはありません。神に近づく人は，神が存在し，熱心に仕えようと努める人たちに報いてくださる，ということを信じなければなりません。



^  （ヘブ 10:37-39） あと「ほんのしばらく」すれば，「来ることになっている方は到着します。遅れることはありません」。 38 「私に仕える正しい人は信仰のゆえに生きる」，また，「おじけづくなら，私はその人のことを喜ばない」とあります。 39 私たちは，おじけづいて滅びに至る者ではなく，信仰を抱いて生き続ける者です。



^  （ルカ 21:20-24） エルサレムが陣営を張った軍隊に囲まれるのを見たなら，その時，荒廃が近づいたことを知りなさい。 21 その時，ユダヤにいる人は山に逃げ始めなさい。都の中にいる人はそこを出なさい。田舎にいる人は都に入ってはなりません。 22 なぜなら，これは処罰が下される期間であり，書かれていること全てが実現するのです。 23 その期間，妊娠している女性と赤ん坊に乳を飲ませている人にとっては悲惨なことになります！ その土地*はひどい貧困に見舞われ，この民に対する憤りが表されるからです。 24 人々は剣の刃に倒れ，捕らわれて全ての国の人々のもとへ引いていかれます。そしてエルサレムは，異国の人々の定められた時が満ちるまで異国の人々に踏みにじられます。

直訳，「地上」。


^ （ヘブ 13:17） 皆さんを教え導いている*人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません。

または，「皆さんの中で率先している」。


^  （ヘブ 13:17） 皆さんを教え導いている*人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません。

または，「皆さんの中で率先している」。


^  （ヘブ 13:17） 皆さんを教え導いている*人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません。

または，「皆さんの中で率先している」。


^  （ペテ二 3:3， 4） まずこのことを心に留めてください。終わりの時代には，あざける人たちがやって来てあざけり，欲望のままに行動し， 4 こう言うでしょう。「約束されていた彼の臨在*はどうなっているのか。私たちの父祖が死の眠りに就いた日から何も変わっていない。全てのものは創造の始めの時と全く同じではないか」。

用語集参照。


^  （ハバ 2:3） この幻は定められた時のためのもので， 終わり*に向かって急いでおり，偽りではない。 たとえ遅れるとしても*，待ち続けよ*。 必ずその通りになるからである。 遅くなることはない！

または，「実現」。
または，「遅れているように思えても」。
または，「心から待ち望め」。


^  （マタ 24:45） 主人が，召し使いたちに適切な時に食物を与えるため，彼らの上に任命した忠実で思慮深い奴隷はいったい誰でしょうか。



^ （ヘブ 13:5） お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう。神はこう言っています。「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。



^  （ヘブ 13:5） お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう。神はこう言っています。「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。



^  （ヘブ 10:32-34） 以前の日々をいつも思い出してください。皆さんは，啓発を受けた後，数々の苦しみに遭いながら大きな戦いに耐えました。 33 ある時には，人々の前で*非難にさらされて苦難に遭い，別の時には，そのような経験をしている人たちに寄り添いました。 34 捕らわれている人たちに同情し，持ち物が奪われても喜んで耐え忍びました。もっと良い，永続するものを持っていることを知っているからです。

または，「劇場の見せ物のように」。


^  （ヤコ 5:3） 皆さんの金や銀はすっかりさびてしまいました。そのさびは皆さんに不利な証拠となり，皆さんの肉体を食い尽くすでしょう。皆さんが蓄えた物は，終わりの時代に火のようになります。



^  （エゼ 7:19） 人々は自分たちの銀を通りに投げ捨て，自分たちの金を憎む。その銀も金も，エホバの激怒の日に彼らを救うことはできない。彼らは満足できず，自分たちの腹を満たすこともできない。それ*は彼らにとって過ちのもととなったからである。

彼らの銀や金のこと。


^  （マタ 6:19） 自分のために地上に宝を蓄えるのをやめなさい。そこでは蛾やさびがむしばみ，泥棒が入って盗みます。



^  （マタ 6:24） 誰も2人の主人の奴隷にはなれません。一方を憎んで他方を愛するか，一方に尽くして他方を軽く見るかです。神と富との奴隷にはなれません。



^  （ヘブ 10:36） 皆さんには忍耐が必要です。神の望むことを行った後，約束されたものを受けるためです。



^  （ヘブ 12:4） 皆さんは罪と闘っていますが，まだ血を流すまで抵抗したことはありません。



^  （使徒 22:22） 人々はここまでずっと聞いていたが，声を上げて言った。「こんな男は地上から消してしまえ。生きている値打ちなどない！」



^  （使徒 23:12-14） 夜が明けると，ユダヤ人たちは皆で陰謀をたくらみ，パウロを殺すまでは食べたり飲んだりしないと誓った。 13 40人以上がそう誓って陰謀に加わっていた。 14 この人たちは祭司長と長老たちの所に行ってこう言った。「私たちは，パウロを殺すまでは何も食べないと厳粛に誓いました。



^ （ヘブ 12:7） 皆さんは矯正*の一環として忍耐する必要があります。神は皆さんを子として扱っています。父親から矯正を受けない子がいるでしょうか。

または，「訓練」。


^  （ヘブ 12:7） 皆さんは矯正*の一環として忍耐する必要があります。神は皆さんを子として扱っています。父親から矯正を受けない子がいるでしょうか。

または，「訓練」。


^  （ヘブ 12:11） 確かに，どんな矯正も，その時は喜ばしいものに思えず，痛みを伴います*。しかし後に，それによって訓練された人は平和を味わい*ます。正しく生きられるようになるのです。

または，「耐え難いものです」。
直訳，「平和な実を結び」。


^  （コリ二 11:23-25） 彼らはキリストの奉仕者ですか。私は狂人のように言いますが，私の方がはるかに優れた奉仕者です。私の方がたくさん働き，多く拘禁されました。数え切れないほど殴打され，何度も死にかけました。 24 ユダヤ人たちからむちで39回打たれたことが5度， 25 棒で打ちたたかれたことが3度，石を投げ付けられたことが1度，難船したことが3度あり，一昼夜海上を漂ったこともあります。



^  （ヘブ 13:6） それで，私たちは勇気を持ってこう言えます。「エホバ*は私を助けてくださる。私は恐れない。人が私に何を行えるだろう」。

付録A5参照。


^  （ヘブ 10:33） ある時には，人々の前で*非難にさらされて苦難に遭い，別の時には，そのような経験をしている人たちに寄り添いました。

または，「劇場の見せ物のように」。


^  （テモ二 3:12） 神への専心を貫き，キリスト･イエスに従って生きようとする人は皆，同じように迫害を受けます。



^  （テサ二 1:7， 8） 一方，苦難に遭っている皆さんは，主イエスが明らかにされる時に私たちと一緒に安らぎを得ます。その際イエスは，強力な天使たちと共に天から現れ， 8 燃え盛る火を伴って，神を認めない人々と，私たちの主イエスについての良い知らせに従わない人々に報復します。



^  （ヘブ 3:14） 初めに抱いた確信を終わりまでしっかり持ち続けるなら，私たちは本当にキリストと共になる*ことができるのです。

または，「分け合う」。


^ （ヘブ 1:5-13） 例えば，神は天使の誰かにこう言ったことがあるでしょうか。「あなたは私の子。今日，私はあなたの父となった」。「私は彼の父となり，彼は私の子となる」。 6 神はご自分の初子を再び世界に遣わす際，こう言います。「神の天使たちは皆，彼に敬意を表し*なさい」。 7 天使たちについてはこう言います。「神はご自分の天使たちを風とし*，ご自分の奉仕者*たちを炎とする」。 8 しかし，ご自分の子についてはこう言います。「神はいつまでも永遠にあなたの王座であり，あなたの王国の王笏は公正の王笏である。 9 あなたは正しいことを愛し，不法を憎んだ。それで，あなたの神はあなたを任命し，あなたの仲間を喜ばせる以上にあなたを喜ばせた*」。 10 さらにこうあります。「主よ，初めに，あなたは地の土台を据え，天をご自分の手で造りました。 11 天と地は滅びます。しかしあなたは存在し続けます。天と地は，衣服のように擦り切れます。 12 あなたによってマントのように，衣服のように丸められ，変わります。しかしあなたは変わりません。あなたの年月に終わりはありません」。 13 神は天使の誰かにこう言ったことがあるでしょうか。「私の右に座っていなさい。私があなたの敵たちをあなたの足台として置くまで」。

または，「ひざまずき」。
または，「強くし」。
または，「公僕」。
または，「神は歓喜の油をあなたの仲間よりもあなたに多く注いだ」。用語集の「油を注ぐ」参照。









[image: アンドレ･ラムセイヤー]



ライフ･ストーリー

エホバに仕えて最高に幸せな人生を歩んできました

アンドレ･ラムセイヤー


1951年，私はカナダのケベック州のルーインという小さな町に行きました。着いてすぐ，教えられていた住所の家のドアをノックしました。するとマーセル･フィルトー*というギレアデ卒業生の宣教者の兄弟が出てきました。兄弟は23歳で背の高い人でしたが，私は16歳でそれほど背が高くありませんでした。開拓者の割り当ての手紙を見せると，兄弟はそれを読み，私を見て言いました。「ここに来るって，お母さんにちゃんと言ってきた？」





私の育った家庭


私の両親はスイスからの移民で，カナダのオンタリオ州にあるティミンズという鉱山の町に住んでいました。私はそこで1934年に生まれました。1939年ごろ，母は「ものみの塔」誌を読むようになり，エホバの証人の集会に行き始めました。私を含む7人の子供たちも連れていきました。程なくして母はエホバの証人になりました。

父はそのことにいい顔をしませんでしたが，母は真理を愛していて，真理に従って生きようと決意していました。1940年代前半にカナダでエホバの証人の活動が禁止されていた間も，母の決意は変わりませんでした。父は母にひどいことを言っていましたが，母はいつも父に優しくし，敬意を込めて接していました。そんな姿を見て，私たち子供も真理を受け入れました。うれしいことに，やがて父は態度を和らげ，家族に優しく接してくれるようになりました。






全時間奉仕を始める


1950年の夏，私はニューヨーク市で開かれた「拡大する神権政治大会」に出席しました。そこで世界中から来た兄弟姉妹と会い，ギレアデ学校の卒業生へのインタビューを聞いて，エホバにもっと奉仕したいという気持ちが強まりました。そして，自分も全時間奉仕をしようと心に決めました。家に帰ってすぐ，正規開拓奉仕の申込書を出しました。でも，カナダの支部事務所からの返事には，まずバプテスマを受けるようにとありました。私は同じ年の10月1日にバプテスマを受け，その1カ月後に正規開拓者になりました。最初に割り当てられたのは，実家からだいぶ離れた所にあった，カプスケーシングという町でした。



[image: アンドレが「ものみの塔」誌を持って立っている。]

ケベック州での奉仕





1951年の春，支部事務所からフランス語を話せる兄弟姉妹に，フランス語が使われているケベック州への移動を考えるよう呼び掛けがありました。ケベック州ではもっと大勢の伝道者が必要とされていたからです。私はフランス語も英語も話せたので，呼び掛けに応じ，ルーインに行くことになりました。ルーインに知り合いは誰もおらず，先ほども触れたように，ある家の住所を知らされていただけでしたが，物事は順調に進みました。マーセルといい友達になれましたし，その後の4年間，後半は特別開拓者として，ケベックでの奉仕を楽しむことができました。






ギレアデの後，待たされた私


ケベックにいた頃，驚いたことに，ニューヨーク州サウスランシングで開かれるギレアデ学校の第26期に招待されました。卒業式は1956年2月12日でした。私は，西アフリカの，今ではガーナと呼ばれている地域*に行くことになりました。でも，ガーナに向かう前にまずカナダに戻って，旅行に必要な書類が整うまで数週間待つことになりました。

書類が準備できるまで，結局7カ月かかりました。その間，私はトロントでクリップス家に泊めてもらっていました。私はそこの娘のシーラと親しくなり，恋に落ちました。結婚を申し込もうと思っていた矢先に，私のビザが下りました。私たちはよく祈り，私1人で割り当てられた場所に行くことに決めました。でも，結婚を視野に入れて，やりとりは続けることにしました。苦渋の決断でしたが，後になって考えてみると正しい決定でした。



[image: アンドレが暮らしたり奉仕したりした場所を示した地図。カナダのオンタリオ州，ケベック州，マニトバ州。アフリカのガーナ，カメルーン，コートジボワール，トーゴ，ナイジェリア。]



私は電車や貨物船や飛行機を乗り継いで，1カ月かけてガーナのアクラに行きました。そこでの割り当ては地域監督としての奉仕でした。ガーナ全体，そして近隣の象牙海岸（現在のコートジボワール）やトーゴランド（現在のトーゴ）を回る奉仕です。私は大抵，支部から支給された四輪駆動車に乗って1人で移動しました。本当に充実した楽しい奉仕でした。

週末は巡回大会のために働きました。大会ホールがなかったので，兄弟たちは竹を組み，ヤシの葉を載せて屋根を作り，強い日差しをしのげるようにしました。冷蔵庫もなかったので，出席者のために調理する時まで，動物を生かしておきました。

大会では面白いハプニングもありました。ある時，宣教者仲間のハーバート･ジェニングズ兄弟が話をしていた間に，食事スペースから肉牛が逃げ出してしまいました。* その牛がステージと聴衆の間に飛び出してきたので，ジェニングズ兄弟は話をやめました。牛は混乱している様子でしたが，4人のたくましい兄弟たちがその牛を取り押さえ，聴衆の喝采を浴びながら連れ戻しました。

大会の前後，私は近くの村に行って「躍進する新しい世の社会」の映画を上映しました。2本の柱や木の間に厚手の白い布を張ってスクリーンにしました。多くの人にとって映画を見るのが初めてだったということもあり，村の人たちは大喜びしました。バプテスマのシーンでは大きな拍手が湧き起こりました。その映画を通して，エホバの証人が世界中にいて，強い絆で結ばれているということを知ってもらうことができました。



[image: 結婚式の日のアンドレとシーラ]

1959年にガーナで結婚した。





アフリカに行って2年ほどがたった頃，私はニューヨーク市で開かれた1958年の国際大会に出席することができました。その大会でシーラと再会できて本当にうれしかったです。シーラは特別開拓者として奉仕していたケベックから来ていました。私たちは手紙でやりとりしていましたが，じかに会えたその時，私はシーラに結婚を申し込み，シーラは受け入れてくれました。ノア兄弟に手紙で，シーラがギレアデに行って私と一緒にアフリカで奉仕できるか尋ねたところ，兄弟は承諾してくださいました。* その後，シーラはやっとガーナに来ることができました。私たちは1959年10月3日にアクラで結婚しました。エホバを第一にしてきた私たちを，エホバが豊かに祝福してくださっていると感じました。






カメルーンで一緒に奉仕する




[image: アンドレがカメルーン支部でデスクに座っている。]

カメルーン支部で奉仕している。





1961年から，私たちはカメルーンという国で奉仕することになりました。そこで新しい支部事務所の設立を援助する仕事を頂き，忙しく働きました。私は支部の僕になったので，学ばなければならないことがたくさんありました。その後1965年に，シーラが妊娠していることが分かりました。親になるという実感が湧くまで，正直なところ，いくらか時間がかかりました。でも，その新たな責任が楽しみになり，カナダに戻る計画を立てていた矢先に，非常につらい経験をすることになりました。

残念なことに流産だったのです。医師からは，生まれるはずだったのは男の子だったと知らされました。それから50年以上がたちますが，その時のことは決して忘れられません。本当に悲しい出来事でしたが，私たちはカメルーンでの奉仕を続けました。その奉仕を心から愛していたからです。



[image: ]

カメルーンでシーラと一緒に，1965年





カメルーンの兄弟たちは，政治において中立の立場を取っているためにひどい目に遭うことがよくありました。大統領選挙の時期は特に大変でした。1970年5月13日，心配していたことが起きました。エホバの証人の活動が禁止されたのです。5カ月前に使い始めたばかりの美しい支部施設は，政府に差し押さえられてしまいました。それから1週間のうちに，宣教者が全員国外退去になりました。私とシーラもです。カメルーンの兄弟姉妹を本当に大切に思っていましたし，兄弟姉妹がこれからどんな目に遭うか心配だったので，後ろ髪を引かれる思いでした。

その後の6カ月間，私たちはフランスの支部事務所にいました。私はそこで，カメルーンの兄弟たちをサポートする仕事を続け，できることは何でもしました。その年の12月，私たちは，カメルーンでの活動を見守ることになったナイジェリア支部に遣わされました。ナイジェリアの兄弟姉妹に温かく迎えていただき，私たちはそこでの奉仕を数年間楽しみました。






難しい決定


1973年，難しい決定を迫られました。シーラはしばらく深刻な健康上の問題と闘っていて，大会のためニューヨークに滞在していた時，泣き崩れてこう言いました。「もう無理。ずっと具合が悪くて，力が出ない」。シーラはそれまで14年以上，西アフリカで私と一緒に頑張ってきてくれました。本当によくやっていました。でも，いくらか調整が必要でした。そのことについて話し合い，長い熱烈な祈りを捧げた後，シーラが体調を整えられるようにカナダに戻ることに決めました。宣教者奉仕をやめて全時間奉仕も中断するというのは，それまでで一番難しい決定で，胸が締め付けられるような思いをしました。

カナダに戻ってから，私はトロントの北にある町でカーディーラーを営んでいた昔からの友達の所で働かせてもらいました。私たちはアパートを借り，家具は中古でそろえ，負債を抱えることなく新生活を始めることができました。いつかまた全時間奉仕をしたいと思っていたので，シンプルな生活を心掛けました。驚いたことに，思っていたより早く全時間奉仕を再開することができました。

私は土曜日にオンタリオ州ノーバルで新しい大会ホールの建設に参加するようになりました。その後，大会ホール監督として奉仕する割り当てを頂きました。シーラの体調が回復してきていたので，私たちはその新しい割り当てを受け入れても大丈夫だと思いました。それで1974年6月に大会ホールの宿舎に引っ越しました。全時間奉仕を再開できて本当にうれしかったです。

ありがたいことに，シーラの体調はその後も良くなっていきました。2年後には巡回奉仕の割り当てを受け入れられるほどになりました。私たちはマニトバ州の巡回区を回ることになりました。カナダの中でも，冬の寒さが特に厳しいことで知られる地域です。でも，そこの兄弟姉妹はみんな温かく，一緒にとても良い時間を過ごすことができました。私たちは，どこで奉仕するかはそれほど重要ではないということを学びました。大切なのは，どこであろうとエホバに仕え続けることなのです。






大切な教訓を学ぶ


巡回奉仕を何年かした後の1978年，私たちはカナダのベテルで奉仕するよう招待されました。それからあまりたたないうちに，私は苦い経験を通して大切な教訓を学びました。モントリオールで開かれた特別な集まりで，1時間半の話をフランス語でしたのですが，残念ながら聴衆を引き付けておくことができず，奉仕部門の兄弟からアドバイスされました。その時はまだ，自分は話があまり上手ではないということを自覚できていませんでした。それで助言を素直に受け止めることができませんでした。兄弟とは考え方が合わないように感じ，兄弟は批判的過ぎて全然褒めてくれないと思いました。その兄弟自身や助言の仕方に対する感情が邪魔をして，助言を軽く見るという間違いを犯してしまったのです。



[image: アンドレが話をしている。]

フランス語で話をした後，大切な教訓を学んだ。





数日後，支部委員の兄弟からその件について話がありました。私は，助言に対する反応が良くなかったことを認め，後悔していることを伝えました。それから，助言してくれた兄弟と話し，自分の態度が悪かったことを謝りました。兄弟は快く許してくれました。この出来事から謙遜であることの大切さを学び，それは忘れられない教訓になりました。（格 16:18）その時のことについてエホバに何度も祈ってきましたし，もう決して助言に反発したりしないと心に決めています。

これまで40年以上カナダのベテルにいて，1985年以降は支部委員会で奉仕しています。2021年の2月，愛するシーラが死の眠りに就きました。その悲しみは大きいものですし，今では自分自身も健康上の問題を抱えています。でもエホバへの奉仕で忙しくしていられるので，「日々が過ぎていくことをあまり気に留め」ずにいられて幸せです。（伝 5:20）自分の人生を振り返ると，大変なこともありましたが，それ以上に多くの喜びを味わってきました。エホバを第一にし，全時間奉仕を70年行い，本当に幸せな人生を送ることができています。若い兄弟姉妹が同じようにエホバを第一にしていけるよう祈っています。エホバに仕えることこそ，最高に幸せで充実した生き方だからです。







^  マーセル･フィルトーのライフ･ストーリーは，「ものみの塔」2000年2月1日号に「エホバは私の避難所であり力です」という題で載せられています。


^  1957年まで，アフリカのその地域はイギリスの植民地で，黄金海岸と呼ばれていました。


^  ハーバート･ジェニングズのライフ･ストーリーは，「ものみの塔」2000年12月1日号に「あなた方は，あす自分の命がどうなるかも知らないのです」という題で載せられています。


^  ネイサン･H･ノアは当時エホバの証人の活動を監督していました。






^ （格 16:18） 誇りは崩壊につながり， 傲慢な精神は転落につながる。



^ （伝 5:20） 人は自分の命の日々が過ぎていくことをあまり気に留めない*。真の神が人の心を喜びで満たしているからである。

または，「思い返さない」。









[image: イエスが忠実な使徒たちと一緒にいて，主の晩餐を制定しているところ。]



読者からの質問




イエスが主の晩餐を制定した時，以前伝道に遣わされた70人の弟子たちはどこにいましたか。それらの弟子たちはイエスに従うのをやめてしまったのでしょうか。


イエスが主の晩餐を制定した時に70人の弟子たちがいなかったからといって，彼らがイエスから見限られたとか，イエスに従うのをやめてしまったなどと考える必要はありません。イエスはその晩を，自分と使徒たちだけで過ごしたかったのです。

イエスは，その場にいた12人のことも，いなかった70人のことも，弟子として愛していました。12人はイエスが弟子たちの中から最初に選んだ人たちで，イエスは彼らを使徒と呼びました。（ルカ 6:12-16）「12人を呼び集め」，「神の王国について伝え，また病気を癒やすために遣わし」たのはガリラヤでのことでした。（ルカ 9:1-6）後にユダヤに下ってから，イエスは「ほかの70人を指名し，……2人ずつ遣わし」ました。（ルカ 9:51; 10:1）さまざまな地域にイエスの弟子たちがいて，イエスが伝えた良い知らせを広めていたことが分かります。

ユダヤ人はイエスの弟子になった後も，大抵は家族と一緒に，毎年の過ぎ越しを祝いました。（出 12:6-11，17-20）イエスは死が近づいた時に，使徒たちと一緒にエルサレムに行きました。でもそこで，ユダヤ，ガリラヤ，ペレアの弟子たち全てを集めて大規模に過ぎ越しを祝うことはしませんでした。使徒たちと一緒に過ごしたいと思っていたのです。使徒たちに対して，「私は苦しみを受ける前にぜひあなたたちと一緒にこの過ぎ越しの食事をしたい，と思っていました」と言った通りです。（ルカ 22:15）

イエスがそう思ったのはどうしてでしょうか。イエスは間もなく，「人類の罪を取り去る，神の子羊」として死ぬことになっていました。（ヨハ 1:29）長いこと神への犠牲が捧げられてきたエルサレムで死ぬのです。古代エジプトにいたイスラエル人の家族は，子羊を犠牲にして食べ，奴隷状態から解放されましたが，イエスの死はそれよりもはるかに素晴らしい解放をもたらすことになっていました。（コリ一 5:7，8）イエスの犠牲により，12使徒がクリスチャン会衆の土台の一部になることが可能になります。（エフェ 2:20-22）興味深いことに，聖なる都市エルサレムの「12の土台石」には，「子羊の12使徒の12の名前」が刻まれています。（啓 21:10-14）それらの忠実な人たちは，神の目的を実現させる上で大切な役割を果たすことになっていたのです。イエスが，最後の過ぎ越しとそれに続く主の晩餐の時，使徒たちと一緒にいたいと思ったのもうなずけます。

70人を含むほかの弟子たちは主の晩餐の時，イエスと一緒にはいませんでしたが，イエスは忠実に仕えていた弟子たち全てのために主の晩餐を制定しました。後に聖なる力によって選ばれたクリスチャンは皆，イエスがその晩使徒たちに話した，王国のための契約に入ることになりました。（ルカ 22:29，30）









^  （ルカ 6:12-16） こうしたある日のこと，イエスは祈りをするため山に出ていき，夜通し神に祈った。 13 夜が明けると，弟子たちを自分の所に呼び，その中から12人を選び，使徒と呼んだ。 14 イエスがペテロとも呼んだシモン，その兄弟アンデレ，ヤコブ，ヨハネ，フィリポ，バルトロマイ， 15 マタイ，トマス，アルパヨの子ヤコブ，熱心な人と呼ばれるシモン， 16 ヤコブの子ユダ，そしてユダ･イスカリオテであり，この人は後に反逆者となった。



^  （ルカ 9:1-6） それから，イエスは12人を呼び集め，全ての邪悪な天使を制したり病気を治したりする力と権威を与えた。 2 そして，神の王国について伝え，また病気を癒やすために遣わして， 3 こう言った。「旅のために何も，つえも食物袋もパンもお金も，持っていってはなりません。また，替えの*衣服を持ってもなりません。 4 どこでも，ある家に入ったなら，そこに滞在し，そしてその町から去りなさい。 5 どこでも，人々があなたたちを迎えない所では，その町を出る時に，後はその人たちの責任であることを示すために足の土を振り払いなさい」。 6 そこで12人は出掛けていき，村から村へと回り，至る所で良い知らせを広め，病気を治した。

直訳，「2枚の」。


^  （ルカ 9:51） イエスは，天に上げられる時が近づいて*おり，エルサレムへ行く決意を固めた*。

直訳，「満ちようとして」，「実現しようとして」。
直訳，「ことにきっぱりと顔を向けた」。


^  （ルカ 10:1） これらのことの後，主イエスはほかの70人を指名し，行こうとしている全ての町と場所へ，先に2人ずつ遣わした。



^  （出 12:6-11） この月の14日までその羊を世話し，イスラエルの会衆*全体は夕暮れ時*にそれをほふら*なければならない。 7 そしてその血をいくらか取り，羊を食べる家の戸口の2本の柱と上部の横木に，血を付けなければならない。 8 彼らはその夜にその肉を食べなければならない。火で焼いて，無酵母パンと苦菜と一緒に食べる。 9 どの部分も，生で，あるいは煮て食べてはならない。火で焼きなさい。頭やすねや内臓も一緒にである。 10 どの部分も朝まで取っておいてはならない。朝まで残る物は火で燃やすべきである。 11 食べる時には，帯を締め，サンダルを履き，つえを持ち，急いで食べる。これはエホバの過ぎ越しである。

用語集参照。
直訳，「2つの夕方の間」。
または，「殺さ」。


^  （出 12:17-20） あなたたちは無酵母パンの祭りを行わなければならない。この日に，私はあなたたちの部隊をエジプトから連れ出すからである。あなたたちはこの日を代々祝わなければならない。この法令をずっと守るように。 18 あなたたちは第1の月，14日の夕方に無酵母パンを食べ，21日の夕方までそうする。 19 7日間，酸味のあるパン生地が家にあってはならない。パン種が入った物を食べる人がいれば，外国人でも生来のイスラエル人でも，その人はイスラエルの民の中から除かれなければならないからである。 20 パン種が入った物は食べてはならない。どの家でも無酵母パンを食べる』」。



^  （ルカ 22:15） イエスは言った。「私は苦しみを受ける前にぜひあなたたちと一緒にこの過ぎ越しの食事をしたい，と思っていました。



^  （ヨハ 1:29） 次の日，ヨハネはイエスがやって来るのを見て，言った。「見なさい，人類の罪を取り去る，神の子羊です！



^  （コリ一 5:7， 8） 古いパン種を取り除き，新しいパン生地であってください。皆さんの中に酵母はないはずです。私たちの過ぎ越しの子羊であるキリストが犠牲にされたからです。 8 それで，古いパン種や，悪意と邪悪のパン種を用いるのではなく，誠実と真実の無酵母パンを用いて祭りを行いましょう。



^  （エフェ 2:20-22） 皆さんは使徒や預言者たちという土台の上に建てられており，キリスト･イエスは土台の隅石です。 21 キリストと結ばれることによって建物全体はしっかりと組み合わされ，エホバ*の聖なる神殿になります。 22 皆さんもキリストと結ばれることによって共に建てられ，神が聖なる力によって住む場所になります。

付録A5参照。


^  （啓 21:10-14） その天使は，聖なる力によって私を大きな高い山に連れていき，聖なる都市エルサレムを見せてくれた。その都市は天から，神のもとから下ってきて， 11 神の栄光によって輝いていた。その輝きは極めて貴重な宝石のようであり，澄み切った水晶のように輝く碧玉に似ていた。 12 都市には大きくて高い城壁があり，12の門があった。門には12人の天使がおり，イスラエルの子孫の12部族の名前が刻まれていた。 13 東に3つの門，北に3つの門，南に3つの門，西に3つの門があった。 14 都市の城壁には12の土台石もあり，それには子羊の12使徒の12の名前が刻まれていた。



^  （ルカ 22:29， 30） それで私は，天の父が私と契約を結んだように，あなたたちと王国のための契約を結び， 30 あなたたちが私の王国で私と一緒に食卓に着いて食べたり飲んだりし，王座に座ってイスラエルの12部族を裁くようにします。









研究記事 38




25番の歌 特別な所有物



警告に注意を払っていますか



「一方は連れていかれ，他方は捨てられます」。マタイ 24:40




ポイント

イエスの3つの例え話を調べ，今の体制の終わりに行われる裁きとどんな関係があるかを考えます。




 1. 間もなくどんな裁きが行われますか。


あなたの答え



私たちはとても重要な時代に生きています。間もなくイエスは地球にいる一人一人を裁きます。イエスは自分の臨在と「体制の終結のしるし」について預言し，裁きが近づく時期にどんなことが起きるかを教えました。（マタ 24:3）この預言は，マタイ 24章と25章，そしてその並行記述であるマルコ 13章とルカ 21章に書かれています。

 2. この記事ではどんなことを考えますか。そうすることはどのように私たちのためになりますか。


あなたの答え



2 イエスは警告を与えるため，3つの例え話をしました。羊とヤギ，思慮深い乙女と愚かな乙女，タラントの例え話です。こうした例え話を調べていくと，イエスが一人一人の行いに基づいて裁きを行うことが分かります。学べる教訓を振り返り，どのように実践できるか考えましょう。まずは羊とヤギの例え話です。

羊とヤギ

 3. イエスが裁きを行うのはいつですか。


あなたの答え



3 イエスは人を羊とヤギに分ける時，良い知らせに応じ，天に行くよう選ばれた兄弟たちをサポートしたかどうかに基づいて裁きます。（マタ 25:31-46）イエスは「大患難」の期間中，ハルマゲドンの少し前にこの裁きを行います。（マタ 24:21）天に行くよう選ばれた兄弟姉妹を忠実にサポートした人たちを，そうしなかった人たちから分けます。ちょうど羊飼いが羊をヤギから分けるかのようにです。

 4. イエスが公平に裁くことは，イザヤ 11章3，4節からどのように分かりますか。（写真と挿絵も参照。）


あなたの答え



4 聖書の預言によると，イエスはエホバから裁きを行うよう任命され，正しい裁きを行います。（イザヤ 11:3，4を読む。）人の言葉や態度や行動を観察します。天に行くよう選ばれた兄弟たちにどう接したかにも注目します。（マタ 12:36，37; 25:40）イエスは誰が選ばれた兄弟たちとその活動をサポートしたかを知っています。* 選ばれたキリストの兄弟たちをサポートする上で特に大切なのは，伝道活動を行うことです。そのようにする人たちは「正しい」人として裁かれ，地球での「永遠の命」を受けます。（マタ 25:46。啓 7:16，17）本当に素晴らしい報いです。大患難の間もその後もエホバに従い続ける人たちは，「命の書」に名前を残してもらえます。（啓 20:15）



[image: 地球の上に浮かぶ王座に座ったイエスが，2つのグループの人たちを観察している。エホバを崇拝している兄弟姉妹: 1. 姉妹がタブレットを持って，天の方を見上げている。2. 夫婦が聖書を読んでいる。3. 兄弟姉妹が建設プロジェクトに参加している。4. 刑務所にいる兄弟が祈っている。5. 年配の姉妹が集会でコメントしている。6. 病院のベッドで寝ている姉妹が医療スタッフにパンフレットを渡している。7. 父親が家族と一緒に聖書を学んでいる。聖書の教えに沿わないことをしている人たち: 1. 男性がカジノで祈っている。2. 男性が女性をたたいている。3. 怒った人々がデモ活動をしている。4. 駐車場で銃を持った男性が女性の後をつけている。5. 聖職者が兵士たちのために祈っている。6. 女性が薬物を乱用している。]

イエスは近い将来，それぞれの人が羊のような人かヤギのような人か判断する。（4節を参照。）







 5. 羊とヤギの例え話からどんな教訓を学べますか。それは誰にとってためになりますか。


あなたの答え



5 ずっと忠実でいる。羊とヤギの例え話は特に，地球でいつまでも生きる希望を持つ人たちのために語られました。その人たちは，伝道活動を行ってキリストの兄弟たちを助けます。それだけでなく，イエスによって選ばれた「忠実で思慮深い奴隷」の指導に忠実に従います。そのようにして信仰を表します。（マタ 24:45）とはいえ，天で生きる希望を持つ人たちも，この例え話から学べる警告に従う必要があります。イエスはその人たちの言葉や態度や行動にも注目しています。それで，天に行く希望を持つ人たちもずっと忠実でいることが大切です。これから，マタイ 25章にある別の2つの例え話を考えます。その中でイエスは特に，天に行くよう選ばれた人たちに警告を与えています。思慮深い乙女と愚かな乙女の例え話から何が学べるでしょうか。

思慮深い乙女と愚かな乙女

 6. 5人の乙女の思慮深さはどんなことから分かりますか。（マタイ 25:6-10）


あなたの答え



6 イエスは例え話の中で花婿を迎えに出た10人の乙女について話しました。（マタ 25:1-4）乙女たちはみんな，花婿の結婚の披露宴に参加したいと思っていました。イエスはそのうちの5人を「思慮深い」乙女，残りの5人を「愚かな」乙女と呼びました。思慮深い乙女たちは注意を怠らず，準備ができていました。花婿の到着が夜遅くになっても大丈夫なように用意をしていました。ランプを持っていくだけでなく，花婿が遅れたときに備えて予備の油も持っていきました。それで，ランプをともし続けることができました。（マタイ 25:6-10を読む。）花婿が到着すると，思慮深い乙女たちは披露宴のために花婿と一緒に中に入りました。同じように，天に行くよう選ばれたクリスチャンたちは，キリストが来るまでずっと注意を怠らず，準備ができている状態でいるなら，花婿であるイエスと一緒に天の王国に入ることができます。* （啓 7:1-3）一方で，愚かな乙女たちについてはどんなことがいえますか。

 7. 5人の愚かな乙女にはどんなことが起きましたか。どうしてですか。


あなたの答え



7 思慮深い乙女たちとは違い，5人の愚かな乙女たちは，花婿が到着した時に準備ができていませんでした。ランプが消えそうでしたが，予備の油を持っていませんでした。花婿の到着が近づいたことを知り，油を買いに行くことにします。でも花婿の到着に間に合いませんでした。その時，「用意ができていた乙女たちは結婚の披露宴のために花婿と一緒に中に入り，戸が閉められました」。（マタ 25:10）愚かな乙女たちが中に入ろうとすると，花婿は「あなたたちのことは知りません」と言います。（マタ 25:11，12）愚かな乙女たちは花婿の到着を待つための十分な準備ができていなかったのです。このことから，天に行くよう選ばれた兄弟姉妹はどんなことを学べますか。

8-9. 天に行くよう選ばれた兄弟姉妹は，乙女たちの例え話からどんなことが学べますか。（写真と挿絵も参照。）


あなたの答え



8 注意を怠らず，準備をしている。イエスは，天に行くよう選ばれた人たちの中に，今の体制の終わりが来るまで待ち続ける用意ができている人たちと，そうでない人たちの2つのグループが存在するようになる，と言っていたのではありません。選ばれた人たちが終わりまで忠実に忍耐する準備ができていないならどうなるかということを説明していました。準備ができていないなら，天に行くことができなくなってしまいます。（ヨハ 14:3，4）身の引き締まる警告です。天に行く希望を持っているとしても，地上で生き続ける希望を持っているとしても，私たちは皆，この例え話から学べる教訓を心に刻む必要があります。終わりまで耐え忍ぶための準備をして，ずっと見張っていましょう。（マタ 24:13）

9 イエスは乙女たちの例え話から，注意を怠らずに準備をしていることの大切さを教えた後，タラントの例え話をしました。そこから，一生懸命働くことの大切さが学べます。



[image: 兄弟が，聖書で読んだ内容とニュースで報道されていることを比べている。イエスが話した10人の乙女の例え話の絵が挿入されている。]

乙女の例え話の警告を真剣に受け止め，終わりまで耐え忍べるよう注意を怠らずに準備をしておきましょう。（8-9節を参照。）







タラント

10. 2人の奴隷が忠実だったことはどんなことから分かりますか。（マタイ 25:19-23）


あなたの答え



10 イエスはタラントの例え話で，主人に忠実だった2人の奴隷と，そうでなかった1人の奴隷について話しました。（マタ 25:14-18）2人の忠実な奴隷は主人のお金を増やすため懸命に働きました。2人は外国に旅行に出掛ける主人から大金であるタラントを託されました。そして，一生懸命働き，そのお金を賢く使いました。主人が帰ってきた時には，託されたお金を2倍に増やしていました。2人は褒め言葉をもらい，「主人……と共に喜び」ました。（マタイ 25:19-23を読む。）もう1人の奴隷はどうだったでしょうか。託されたお金をどうしましたか。

11. 「怠惰」な奴隷はどうなりましたか。どうしてですか。


あなたの答え



11 3人目の奴隷は1タラントを受け取りましたが，「怠惰」でした。タラントを賢く使うことが期待されていたのに，地面の中に隠してしまいました。主人が帰ってきた時，この奴隷は利益を上げていませんでした。さらに，態度も良くありませんでした。財産を増やせなかったことを謝るどころか，主人のことを不当にも「厳しい方」と呼びました。この奴隷は主人から良いと見てもらえず，タラントを取り去られ，主人のもとから追い出されました。（マタ 25:24，26-30）

12. 忠実な2人の奴隷は誰を表していますか。


あなたの答え



12 2人の忠実な奴隷は，天に行くよう選ばれた忠実なクリスチャンを表しています。その人たちはイエスから，「主人である私と共に喜びなさい」と言われます。そして第一の復活を経験し，天に行きます。（マタ 25:21，23。啓 20:5後半）一方で怠惰な奴隷は，天に行くよう選ばれたクリスチャンにとって警告となっています。どういうことでしょうか。

13-14. 天に行くよう選ばれた人たちは，タラントの例え話からどんなことを学べますか。（写真と挿絵も参照。）


あなたの答え



13 一生懸命働く。乙女たちのときと同じように，イエスはタラントの例え話の中でも，選ばれた人たちが怠惰になることを予告していたわけではありません。イエスが言いたかったのは，選ばれた人たちが熱意を失うならどうなってしまうかということです。「招かれ選ばれた者であり続け」ることができず，天の王国に入れなくなってしまうのです。（ペテ二 1:10）

14 乙女やタラントについてのイエスの例え話からはっきり分かるように，天に行くよう選ばれたクリスチャンは皆，注意を怠らず，準備をしていて，一生懸命働く必要があります。イエスはほかにも，選ばれたクリスチャンたちにとって警告となることを話しました。マタイ 24章40，41節に注目してみましょう。



[image: 天に行くよう選ばれた姉妹が女性と聖書レッスンをしている。イエスが話したタラントの例え話の絵が挿入されている。]

イエスは天に行くよう選ばれた人たちが一生懸命働くのを見て喜んでいる。（13-14節を参照。）*







誰が「連れていかれ」るか

15-16. マタイ 24章40，41節は，天に行くよう選ばれた人たちがずっと見張っていることの大切さをどのように強調していますか。


あなたの答え



15 イエスは3つの例え話の前に，畑で働く2人の男性と，引き臼を回す2人の女性の話をしました。どちらの場合も，2人の人が同じ仕事をしているように見えますが，イエスは，「一方は連れていかれ，他方は捨てられ[る]」と言いました。（マタイ 24:40，41を読む。）続けて弟子たちにこう勧めます。「それで，ずっと見張っていなさい。主がどの日に来るかを知らないからです」。（マタ 24:42）イエスは乙女たちの例え話の後にも同じような警告を与えました。（マタ 25:13）これらの警告にはつながりがあるのでしょうか。恐らくそうでしょう。イエスは，天に行くよう選ばれた人たちのうち誰が良いと認められているのかがやがて明らかになるということを言っていました。本当に選ばれ，最後まで忠実を貫いた人たちだけが「連れていかれ」，イエスによって天の王国に迎えられるのです。（ヨハ 14:3）

16 ずっと見張っている。天に行く希望を持つクリスチャンであっても，ずっと見張っていないなら，「選ばれた者たち」と一緒に集められることはありません。（マタ 24:31）地球で生きる希望を持つ人たちも，イエスのこの言葉を警告として受け止め，忠実に見張り続ける必要があります。

17. エホバが天に行く人たちをいつ選ぶかについて心配する必要がないのはどうしてですか。


あなたの答え



17 私たちはエホバをよく知るようになったので，エホバが行うことは正しいと信じています。それで私たちは，最近になって誰かが天に行くよう選ばれるとしても心配しません。* イエスがブドウ園の例え話の中で，午後5時に働き始めた人たちについて言ったことを思い出しましょう。（マタ 20:1-16）その日の遅い時間にブドウ園で働くよう招かれた人たちも，朝早くから働いていた人たちと同じ賃金を受け取りました。同じように，天に行く希望を持つ人たちは，いつ選ばれるかに関わりなく，最後まで忠実でいるなら報いを受けます。

警告に注意を払う

18-19. この記事で考えた例え話からどんなことが学べましたか。


あなたの答え



18 復習してみましょう。羊とヤギの例え話から，地球で永遠に生きる希望を持つ人たちは，今も，そして大患難の間もエホバにずっと忠実でいる必要があるということを学びました。ずっと忠実でいるなら，将来「永遠の命」を受けるのにふさわしいとイエスに判断してもらえるでしょう。（マタ 25:46）

19 さらに，天に行くよう選ばれた人たちにとって警告となる2つの例え話を考えました。思慮深い乙女と愚かな乙女の例え話で，5人の乙女は賢く行動しました。その5人の乙女は注意を怠らず，準備をしていたので，花婿の到着を待ち続けることができました。でも，愚かな乙女たちは準備ができていませんでした。そのため，花婿は愚かな乙女たちが結婚の披露宴に参加することを許しませんでした。私たちも，イエスが今の体制を終わらせる時までずっと待てるように準備している必要があります。そして，タラントの例え話では，一生懸命働いた2人の忠実な奴隷について考えました。2人は主人のために頑張って働いたので良いと認められました。でも，怠惰な奴隷は主人のもとから追い出されました。ここから，私たちは終わりが来るその時までエホバへの奉仕を精いっぱい行う必要があることが学べます。最後に，選ばれたクリスチャンたちは，天での報いを受けるようイエスに「連れてい」ってもらうため，ずっと見張っている必要があるということも考えました。その人たちは，天にいる「イエスのもとに集められる」ことをとても楽しみにしています。そして，ハルマゲドンの戦いの後，子羊であるイエスの花嫁となります。（テサ二 2:1。啓 19:7，9）

20. エホバは警告に注意を払っている人たちのためにどんなことをしてくださいますか。


あなたの答え



20 裁きの時が近づいていますが，心配する必要はありません。ずっと忠実でいるなら，優しい天のお父さんエホバは「普通を超えた力」を与え，私たちが「人の子の前に立つことができるよう」にしてくださいます。（コリ二 4:7。ルカ 21:36）天で生きる希望を持っている人も，地上で生きる希望を持っている人も，イエスの例え話から学べる警告に注意を払っているなら，エホバの心を喜ばせることができます。エホバは惜しみない親切を示してくださり，私たちの名前はずっと命の「書に記され」ることでしょう。（ダニ 12:1。啓 3:5）



次の例え話からどんなことを学べますか


	  羊とヤギ


あなたの答え





	  思慮深い乙女と愚かな乙女


あなたの答え





	  タラント


あなたの答え












26番の歌 私にしたのです



^  「ものみの塔」2024年5月号の「エホバがこれからどのように裁くかについて分かっていること」という記事を参照。


^  詳しくは，「ものみの塔」2015年3月15日号の「あなたは『ずっと見張って』いますか」という記事を参照。


^  「ものみの塔」2020年1月号29-30ページ11-14節を参照。




^  写真や挿絵: 天に行くよう選ばれた姉妹が，伝道で出会った女性と聖書レッスンをしている。






^ （マタ 24:40） その時，2人の男性が畑にいて，一方は連れていかれ，他方は捨てられます。



^  （マタ 24:3） イエスがオリーブ山の上で座っていると，弟子たちが自分たちだけで近づいてきて，言った。「教えてください。そのようなことはいつあるのでしょうか。あなたの臨在と体制の終結のしるしは何ですか」。



^  （マタ 24:1-51） さて，イエスが神殿から去っていく時に，弟子たちが近づいてきて神殿の建物を指し示した。 2 それでイエスは言った。「この全てを見ているのですか。はっきり言いますが，石がこのまま石の上に残って崩されないでいることは決してありません」。 3 イエスがオリーブ山の上で座っていると，弟子たちが自分たちだけで近づいてきて，言った。「教えてください。そのようなことはいつあるのでしょうか。あなたの臨在と体制の終結のしるしは何ですか」。 4 そこでイエスは言った。「誰にも惑わされないように気を付けなさい。 5 私の名を使う人が多く現れ，『私がキリストだ』と言って多くの人を惑わすからです。 6 あなたたちは戦争の音や戦争の知らせを聞きます。動揺しないようにしなさい。これらのことは必ず起きますが，終わりはまだなのです。 7 国民は国民に，王国は王国に敵対して立ち上がり，あちらこちらで食糧不足や地震があります。 8 これら全ては苦しみの激痛の始まりです。 9 その時，あなたたちは苦難を味わい，殺されます。私の名のために全ての国の人々から憎まれます。 10 またその時，多くの人が信仰を捨て，互いに裏切り，憎み合います。 11 多くの偽預言者が現れ，多くの人を惑わします。 12 不法なことが増えるために，大半の人の愛が冷えます。 13 しかし，終わりまで耐え忍んだ人が救われます。 14 そして，王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます。 15 ですから，荒廃をもたらす極めて不快なものが，預言者ダニエルが語った通り，聖なる場所に立っているのを見掛けるなら（読者は識別力を働かせなさい）， 16 その時，ユダヤにいる人は山に逃げ始めなさい。 17 屋上にいる人は，家から物を持ち出そうとして下りてはならず， 18 畑にいる人は，外衣を取りに帰ってはなりません。 19 その期間，妊娠している女性と赤ん坊に乳を飲ませている人にとっては悲惨なことになります！ 20 逃げるのが冬や安息日にならないように祈っていなさい。 21 その時，世界の始めから今まで起きたことがなく，いえ，二度と起きないような大患難があるからです。 22 実際，その期間が短くされないとすれば，誰も救われないでしょう。しかし，選ばれた者たちのために，その期間は短くされます。 23 その時，『見なさい，ここにキリストがいる』とか，『そこに！』とか言う人がいても，信じてはなりません。 24 偽キリストや偽預言者が現れ，できれば選ばれた者たちをさえ惑わそうとして，大きな奇跡*や不思議なことを行うからです。 25 私はあらかじめ警告しているのです。 26 ですから，人々が，『見なさい，彼は荒野にいる』と言っても，出ていってはなりません。『見なさい，奥の部屋にいる』と言っても，信じてはなりません。 27 人の子の臨在は，東から出て西に輝き渡る稲妻のようだからです。 28 どこでも死骸のある所にはワシが集まります。 29 その期間の患難のすぐ後に，太陽は暗くなり，月は光らず，星は天から落ち，天の力は揺り動かされます。 30 その時，人の子のしるしが天に現れます。そして，地上の全ての民族は胸をたたいて悲しみ，人の子が力と大きな栄光*を帯びて天の雲に乗って来るのを見ます。 31 そして人の子は，大きなラッパの音と共に天使たちを遣わし，天使たちは，四方から，天の果てから果てまで，選ばれた者たちを集めます。 32 イチジクの木の例えから学びなさい。若枝が柔らかくなって葉を出すと，すぐに，夏が近いことが分かります。 33 同じように，これら全てを見たら，人の子が近づいて戸口にいることを知りなさい。 34 はっきり言いますが，これら全てが起きるまで，この世代は決して過ぎ去りません。 35 天と地は過ぎ去りますが，私の言葉は決して過ぎ去りません。 36 その日と時刻については誰も知りません。天使たちも子も知らず，父だけが知っています。 37 人の子の臨在の時はちょうどノアの時代のようになります。 38 洪水前のその時代，ノアが箱船に入る日まで，人々は食べたり飲んだり，結婚したりしていました。 39 そして，洪水が来て全ての人を流し去るまで注意しませんでした。人の子の臨在の時もそのようになります。 40 その時，2人の男性が畑にいて，一方は連れていかれ，他方は捨てられます。 41 2人の女性がひき臼を回していて，一方は連れていかれ，他方は捨てられます。 42 それで，ずっと見張っていなさい。主がどの日に来るかを知らないからです。 43 しかし，1つのことを知っておきなさい。家の主人は，泥棒がどの夜警時*に来るかを知っていたなら，目を覚ましていて，家に押し入らせはしなかったでしょう。 44 ですから，あなたたちも，用意ができていることを示しなさい。人の子は予期しない時刻に来るからです。 45 主人が，召し使いたちに適切な時に食物を与えるため，彼らの上に任命した忠実で思慮深い奴隷はいったい誰でしょうか。 46 主人が来て，そうしているところを見るなら，その奴隷は幸せです！ 47 はっきり言いますが，主人は自分の全ての持ち物を管理させるためにその奴隷を任命します。 48 しかし，もしその奴隷が邪悪で，『主人は遅れている』と心の中で言い， 49 仲間の奴隷たちをたたいて，酔っぱらいたちと共に食べたり飲んだりし始めるなら， 50 その奴隷の主人は，奴隷が予期していない日，思ってもいない時刻に来て， 51 最も厳しく彼を罰し，偽善者たちと一緒にならせます。奴隷はそこで泣き悲しんだり歯ぎしりしたりします。

直訳，「しるし」。
もしかすると，「大きな力と栄光」。
または，「夜の何時」。


^  （マタ 25:1-46） その時，天の王国は，ランプを持って花婿を迎えに出た10人の乙女のようです。 2 そのうち5人は愚かで，5人は思慮深い人でした。 3 愚かな乙女たちはランプを持ちましたが，油を携えていかず， 4 一方，思慮深い乙女たちは，ランプと共に，油を瓶に入れて持っていきました。 5 花婿が遅れている間に，皆，眠くなって眠り込んでしまいました。 6 真夜中に，『さあ，花婿だ！ 迎えに出なさい』と叫ぶ声がしました。 7 そこで，乙女は皆起きて，ランプを確認しました。 8 愚かな乙女たちは思慮深い乙女たちに言いました。『油を分けてください。今にもランプが消えそうです』。 9 思慮深い乙女たちは答えました。『みんなの分はなさそうです。それより，油を売る人たちの所に行って自分の分を買ってください』。 10 その5人が買いに行っている間に花婿が来て，用意ができていた乙女たちは結婚の披露宴のために花婿と一緒に中に入り，戸が閉められました。 11 その後，残りの乙女たちも来て，『旦那さま，旦那さま，開けてください』と言いました。 12 花婿は答えました。『はっきり言いますが，あなたたちのことは知りません』。 13 ですから，ずっと見張っていなさい。あなたたちは，その日も時刻も知らないからです。 14 それはちょうど，外国へ旅行に出る際に，奴隷たちを呼び寄せて，自分の持ち物を委ねた男性のようです。 15 その男性は，ある人には5タラント，別の人には2タラント，さらに別の人には1タラントと，各自の能力に応じて与えてから，外国へ行きました。 16 5タラントを受け取った人はすぐに出掛け，それで商売をして，さらに5タラントを手に入れました。 17 2タラントを受け取った人も同じように，さらに2タラントを手に入れました。 18 しかし，ただ1タラントを受け取った奴隷は，出掛けていって地面を掘り，主人のお金を隠しておきました。 19 長い時がたち，主人が来て，預けたお金について奴隷たちに確認しました。 20 5タラントを受け取った人が進み出て，稼いだ5タラントを差し出し，言いました。『ご主人さま，5タラントを委ねてくださいましたが，ご覧ください，さらに5タラントを手に入れました』。 21 主人は言いました。『よく頑張りました！ あなたは忠実な良い奴隷です。わずかなものに忠実でした。多くのものを管理させるためにあなたを任命しましょう。主人である私と共に喜びなさい*』。 22 次に，2タラントを受け取った人が進み出て，言いました。『ご主人さま，2タラントを委ねてくださいましたが，ご覧ください，さらに2タラントを手に入れました』。 23 主人は言いました。『よく頑張りました！ あなたは忠実な良い奴隷です。わずかなものに忠実でした。多くのものを管理させるためにあなたを任命しましょう。主人である私と共に喜びなさい』。 24 最後に，1タラントを受け取った奴隷が進み出て，言いました。『ご主人さま，あなたが厳しい*方で，まかなかった所で刈り取り，脱穀しなかった所で集めることを知っていました。 25 それで怖くなり，行って，あなたの1タラントを地中に隠しておきました。さあ，お返しいたします』。 26 主人は答えました。『怠惰な*悪い奴隷よ，私がまかなかった所で刈り取り，脱穀しなかった所で集めることを知っていたというのですね。 27 それならあなたは，私のお金を銀行家に預けておくべきでした。そうすれば，私は来てすぐ，利息と一緒に受け取れたでしょう。 28 さあ，この男からその1タラントを取り上げて，10タラントを持っている人に与えなさい。 29 持っている人は皆，さらに与えられて満ちあふれます。しかし，持っていない人は，持っているものまで取り上げられます。 30 役に立たないこの奴隷を外の闇に放り出しなさい。彼はそこで泣き悲しんだり歯ぎしりしたりします』。 31 人の子は栄光を帯びて，全ての天使と共に来ると，その時，栄光の座に座ります。 32 全ての国の人々が彼の前に集められ，人の子は，羊飼いが羊をヤギから分けるように，人々を分けます。 33 そして羊を自分の右に，ヤギを自分の左に置きます。 34 それから王は，右にいる人たちに言います。『さあ，私の父に祝福された人たち，世が始まって以来あなたたちのために用意されている王国を受けなさい。 35 私が飢えると食べ物を与え，喉が渇くと飲み物を与えてくれたからです。よそから来ると温かく迎え， 36 裸でいると服を与えてくれました。病気になると世話をし，牢屋にいると訪問してくれました』。 37 その時，正しい人たちはこう答えます。『主よ，いつ，あなたが飢えているのを見て食べ物を差し上げ，喉が渇いているのを見て飲み物を差し上げたでしょうか。 38 いつ，よそから来たのを見て温かく迎え，裸なのを見て服を差し上げたでしょうか。 39 いつ，病気であったり牢屋にいたりするのを知って訪問しましたか』。 40 王は答えます。『実のところ，これら私の兄弟のうち最も目立たない人の1人にしたのは，それだけ私にしたのです』。 41 それから王は，左にいる人たちに言います。『災いを宣告された人たち，私から離れ，悪魔と邪悪な天使たちのために用意された永遠の火に入りなさい。 42 私が飢えても食べ物を与えず，喉が渇いても飲み物を与えてくれなかったからです。 43 よそから来ても温かく迎えず，裸でいても服を与えず，病気であったり牢屋にいたりしても世話をしてくれませんでした』。 44 その時，その人たちもこう答えます。『主よ，いつ，あなたが飢え，喉が渇き，よそから来ており，裸であり，病気であり，牢屋にいるのを見て，仕えませんでしたか』。 45 その時，王は答えます。『実のところ，これら最も目立たない人の1人にしなかったのは，それだけ私にしなかったのです』。 46 この人たちは永遠の死を迎え，正しい人たちは永遠の命を受けます」。

または，「来てあなたの主人と喜びを共にしなさい」，「あなたの主人の喜びに入りなさい」。
または，「過酷な要求をする」，「無情な」。
または，「怠慢な」，「やる気のない」，「無精な」。


^  （マル 13:1-37） イエスが神殿から出ていく時に，弟子の1人が言った。「先生，見てください。何と見事な石と建物なのでしょう」。 2 しかしイエスは言った。「この立派な建物を見ているのですか。石がこのまま石の上に残って崩されないでいることは決してありません」。 3 イエスがオリーブ山の上で神殿が見える所に座っていた時，ペテロ，ヤコブ，ヨハネ，アンデレだけが来て尋ねた。 4 「教えてください。そのようなことはいつあるのでしょうか。それら全ての終結が近いことを示すしるしは何ですか」。 5 イエスはこう言い始めた。「誰にも惑わされないように気を付けなさい。 6 多くの人が私の名を使って現れ，『私がその者だ』と言って多くの人を惑わします。 7 また，戦争の音や戦争の知らせを聞いても，動揺してはなりません。これらのことは必ず起きますが，終わりはまだなのです。 8 国民は国民に，王国は王国に敵対して立ち上がり，あちらこちらで地震があり，食糧不足もあります。これらは苦しみの激痛の始まりです。 9 気を付けていなさい。あなたたちは地方法廷に引き渡され，会堂で打ちたたかれ，私のために総督や王の前に立たされます。その人たちに証言するためです。 10 また，全ての国の人々の間で，良い知らせがまず伝えられなければなりません。 11 人々があなたたちを引き渡すために連れていくとき，何を言おうかと心配してはなりません。何でもその時に与えられること，それを言いなさい。話すのは，あなたたちではなく，聖なる力だからです。 12 さらに，兄弟が兄弟を，父が子供を引き渡して死なせ，子供が親に歯向かい，死に至らせます。 13 そしてあなたたちは，私の名のために全ての人から憎まれます。しかし，終わりまで耐え忍んだ人が救われます。 14 荒廃をもたらす極めて不快なものが，立ってはならない所に立っているのを見掛けるなら（読者は識別力を働かせなさい），その時，ユダヤにいる人は山に逃げ始めなさい。 15 屋上にいる人は，下りてはならず，家から何かを持ち出そうとして中に入ってもなりません。 16 畑にいる人は，外衣などの物を取りに帰ってはなりません。 17 その期間，妊娠している女性と赤ん坊に乳を飲ませている人にとっては悲惨なことになります！ 18 それが冬に起きないように祈っていなさい。 19 その期間は，神による創造の始めからその時*まで起きたことがなく，また二度と起きないような患難の期間となるからです。 20 実際，エホバがその期間を短くしないとすれば，誰も救われないでしょう。しかし神は，選んだ者たちのために，その期間を短くします。 21 またその時，『見なさい，ここにキリストがいる』とか，『見なさい，そこにいる』とか言う人がいても，信じてはなりません。 22 偽キリストや偽預言者が現れ，できれば選ばれた者たちをも迷わそうとして，奇跡*や不思議なことを行うからです。 23 ですから，気を付けなさい。私はあなたたちに全てのことを前もって告げました。 24 しかしその期間，その患難の後に，太陽は暗くなり，月は光らず， 25 星は天から落ちていき，天にある力は揺り動かされます。 26 またその時，人々は，人の子が大きな力と栄光を帯びて雲と共に来るのを見ます。 27 そしてその時，人の子は天使たちを遣わし，四方から，地の果てから天の果てまで，選ばれた者たちを集めます。 28 イチジクの木の例えから学びなさい。若枝が柔らかくなって葉を出すと，すぐに，夏が近いことが分かります。 29 同じように，これらのことが起きているのを見たら，人の子が近づいて戸口にいることを知りなさい。 30 はっきり言いますが，これら全てが起きるまで，この世代は決して過ぎ去りません。 31 天と地は過ぎ去りますが，私の言葉は決して過ぎ去りません。 32 その日や時刻については誰も知りません。天使たちも子も知らず，父だけが知っています。 33 ずっと見ていて，目を覚ましていなさい。あなたたちは，定められた時がいつかを知らないからです。 34 それは，家を離れて外国へ旅行に行く人が，奴隷たちに権威を与え，それぞれに仕事を委ね，戸口番にはずっと見張っているようにと命令するのに似ています。 35 それで，家の主人がいつ帰って来るか，夜の初めか，夜遅くか，夜明け前か，あるいは早朝かを知らないのですから，ずっと見張っていなさい。 36 主人が突然に来てあなたたちが眠っているところを見つけるということのないためです。 37 私があなたたちに言っていることは，全ての人に言っているのです。ずっと見張っていなさい」。

直訳，「現在」，「今」。
直訳，「しるし」。


^  （ルカ 21:1-38） さて，イエスが目を上げると，裕福な人たちが寄付箱に寄付を入れているのが見えた。 2 次いで，貧乏なやもめがごく小額の小さな硬貨2枚を入れるのを見て， 3 こう言った。「はっきり言いますが，この貧しいやもめは，彼ら全てよりたくさん入れました。 4 あの人たちは皆，余っている中から寄付を入れましたが，この女性は乏しい中から自分が持つ生活費全てを入れたからです」。 5 後に，神殿が立派な石や献納物で飾られていることについて何人かが話していた時， 6 イエスは言った。「あなたたちがいま見ているこれらの物についていえば，石が石の上に残らずに崩されてしまう時が来ます」。 7 それで彼らはこう質問した。「先生，そのようなことは実際いつあるのでしょうか。そのようなことが起きるのが近いことを示すしるしは何ですか」。 8 イエスは言った。「惑わされないように気を付けなさい。多くの人が私の名を使って現れ，『私がその者だ』とか『その時が近い』とか言うからです。その人たちに付いていってはなりません。 9 さらに，戦争や騒乱*について聞いても，おびえてはなりません。まずこれらのことが必ず起きますが，終わりはすぐには来ないのです」。 10 それからイエスは言った。「国民は国民に，王国は王国に敵対して立ち上がります。 11 大きな地震があり，あちらこちらで食糧不足や流行病があります。また，恐ろしい光景や天からの大きなしるしがあります。 12 しかし，これら全てが起きる前に，人々はあなたたちを捕らえて迫害し，会堂や牢屋に引き渡し，あなたたちは私の名のために王や総督の前に連れていかれます。 13 それは証言する機会となります。 14 それで，どのように弁明するかを前もって練習しない，と心に決めなさい。 15 私があなたたちに言葉と知恵を与えるからです。反対者は皆一緒になってもそれに抵抗も反論もできません。 16 さらに，あなたたちは，親，兄弟，親族，友人たちによってさえ引き渡され*，中には殺される人もいます。 17 また，私の名のために全ての人から憎まれます。 18 それでも，あなたたちの髪の毛1本も失われません。 19 あなたたちは忍耐によって命を受けます。 20 エルサレムが陣営を張った軍隊に囲まれるのを見たなら，その時，荒廃が近づいたことを知りなさい。 21 その時，ユダヤにいる人は山に逃げ始めなさい。都の中にいる人はそこを出なさい。田舎にいる人は都に入ってはなりません。 22 なぜなら，これは処罰が下される期間であり，書かれていること全てが実現するのです。 23 その期間，妊娠している女性と赤ん坊に乳を飲ませている人にとっては悲惨なことになります！ その土地*はひどい貧困に見舞われ，この民に対する憤りが表されるからです。 24 人々は剣の刃に倒れ，捕らわれて全ての国の人々のもとへ引いていかれます。そしてエルサレムは，異国の人々の定められた時が満ちるまで異国の人々に踏みにじられます。 25 また，太陽と月と星にしるしがあり，地上では，海のとどろきと動揺のために，逃げ道を知らないさまざまな国の人々が苦悩します。 26 人々は，世界を襲う事柄に対する恐れと予想から気を失います。天の力が揺り動かされるからです。 27 またその時，人々は，人の子が力と大きな栄光を帯びて雲と共に来るのを見ます。 28 しかし，これらのことが起き始めたら，真っすぐに立ち，頭を上げなさい。あなたたちの救出が近づいているからです」。 29 イエスは1つの例えを話した。「イチジクの木やほかの全ての木を見なさい。 30 木が芽を出していれば，あなたたちは自分でそれを見て，もう夏が近いことを知ります。 31 同じように，これらのことが起きているのを見たら，神の王国が近いことを知りなさい。 32 はっきり言いますが，全てが起きるまで，この世代は決して過ぎ去りません。 33 天と地は過ぎ去りますが，私の言葉は決して過ぎ去りません。 34 とはいえ，食べ過ぎや飲み過ぎや生活上の心配事*で心が圧迫されないよう注意していなさい。そうでないと，その日が全く突然に訪れます。 35 わなのようにです。その日は地上の全ての人に訪れます。 36 それで，必ず起きるこの全てのことを逃れて人の子の前に立つことができるよう，常に祈願をしつつ，ずっと目を覚ましていなさい」。 37 こうしてイエスは，昼は神殿で教え，夜は出ていってオリーブ山で泊まるのだった。 38 民は皆，神殿でイエスの話を聞こうとして朝早く来た。

または，「無秩序」，「暴動」。
または，「裏切られ」。
直訳，「地上」。
または，「暮らしのための心配事」，「日常生活の心配」。


^  （マタ 25:31-46） 人の子は栄光を帯びて，全ての天使と共に来ると，その時，栄光の座に座ります。 32 全ての国の人々が彼の前に集められ，人の子は，羊飼いが羊をヤギから分けるように，人々を分けます。 33 そして羊を自分の右に，ヤギを自分の左に置きます。 34 それから王は，右にいる人たちに言います。『さあ，私の父に祝福された人たち，世が始まって以来あなたたちのために用意されている王国を受けなさい。 35 私が飢えると食べ物を与え，喉が渇くと飲み物を与えてくれたからです。よそから来ると温かく迎え， 36 裸でいると服を与えてくれました。病気になると世話をし，牢屋にいると訪問してくれました』。 37 その時，正しい人たちはこう答えます。『主よ，いつ，あなたが飢えているのを見て食べ物を差し上げ，喉が渇いているのを見て飲み物を差し上げたでしょうか。 38 いつ，よそから来たのを見て温かく迎え，裸なのを見て服を差し上げたでしょうか。 39 いつ，病気であったり牢屋にいたりするのを知って訪問しましたか』。 40 王は答えます。『実のところ，これら私の兄弟のうち最も目立たない人の1人にしたのは，それだけ私にしたのです』。 41 それから王は，左にいる人たちに言います。『災いを宣告された人たち，私から離れ，悪魔と邪悪な天使たちのために用意された永遠の火に入りなさい。 42 私が飢えても食べ物を与えず，喉が渇いても飲み物を与えてくれなかったからです。 43 よそから来ても温かく迎えず，裸でいても服を与えず，病気であったり牢屋にいたりしても世話をしてくれませんでした』。 44 その時，その人たちもこう答えます。『主よ，いつ，あなたが飢え，喉が渇き，よそから来ており，裸であり，病気であり，牢屋にいるのを見て，仕えませんでしたか』。 45 その時，王は答えます。『実のところ，これら最も目立たない人の1人にしなかったのは，それだけ私にしなかったのです』。 46 この人たちは永遠の死を迎え，正しい人たちは永遠の命を受けます」。



^  （マタ 24:21） その時，世界の始めから今まで起きたことがなく，いえ，二度と起きないような大患難があるからです。



^ （イザ 11:3， 4） 彼は喜んでエホバを畏れる。 見える事柄だけに基づいて裁くことをせず， 聞いた事柄だけに基づいて戒めることもしない。  4 立場が低い人たちを公平に*裁き， 地上の温厚な人たちのために公正に戒めを与える。 口から出る棒で地上を打ち， 唇から出る息で邪悪な人々を死に至らせる。

または，「正しく」。


^  （イザ 11:3， 4） 彼は喜んでエホバを畏れる。 見える事柄だけに基づいて裁くことをせず， 聞いた事柄だけに基づいて戒めることもしない。  4 立場が低い人たちを公平に*裁き， 地上の温厚な人たちのために公正に戒めを与える。 口から出る棒で地上を打ち， 唇から出る息で邪悪な人々を死に至らせる。

または，「正しく」。


^  （マタ 12:36， 37） あなた方に言いますが，人は，自分が語る無益な*言葉全てについて裁きの日に責任を問われます。 37 あなたは，自分の言葉によって正しいと認められ，自分の言葉によって有罪とされます」。

または，「無価値な」。


^  （マタ 25:40） 王は答えます。『実のところ，これら私の兄弟のうち最も目立たない人の1人にしたのは，それだけ私にしたのです』。



^  （マタ 25:46） この人たちは永遠の死を迎え，正しい人たちは永遠の命を受けます」。



^  （啓 7:16， 17） この人たちはもはや飢えることも喉が渇くこともなく，照り付ける太陽の熱や焼け付くような暑さに襲われることもありません。 17 王座の前*にいる子羊が，この人たちを世話し*，命の水の泉に導くからです。また，神はこの人たちの目から全ての涙を拭い去られます」。

または，「真ん中」。
または，「の牧者となり」。


^  （啓 20:15） 命の書に名前が書かれていない者は皆，火の湖に投げ込まれた。



^  （マタ 24:45） 主人が，召し使いたちに適切な時に食物を与えるため，彼らの上に任命した忠実で思慮深い奴隷はいったい誰でしょうか。



^  （マタ 25:1-46） その時，天の王国は，ランプを持って花婿を迎えに出た10人の乙女のようです。 2 そのうち5人は愚かで，5人は思慮深い人でした。 3 愚かな乙女たちはランプを持ちましたが，油を携えていかず， 4 一方，思慮深い乙女たちは，ランプと共に，油を瓶に入れて持っていきました。 5 花婿が遅れている間に，皆，眠くなって眠り込んでしまいました。 6 真夜中に，『さあ，花婿だ！ 迎えに出なさい』と叫ぶ声がしました。 7 そこで，乙女は皆起きて，ランプを確認しました。 8 愚かな乙女たちは思慮深い乙女たちに言いました。『油を分けてください。今にもランプが消えそうです』。 9 思慮深い乙女たちは答えました。『みんなの分はなさそうです。それより，油を売る人たちの所に行って自分の分を買ってください』。 10 その5人が買いに行っている間に花婿が来て，用意ができていた乙女たちは結婚の披露宴のために花婿と一緒に中に入り，戸が閉められました。 11 その後，残りの乙女たちも来て，『旦那さま，旦那さま，開けてください』と言いました。 12 花婿は答えました。『はっきり言いますが，あなたたちのことは知りません』。 13 ですから，ずっと見張っていなさい。あなたたちは，その日も時刻も知らないからです。 14 それはちょうど，外国へ旅行に出る際に，奴隷たちを呼び寄せて，自分の持ち物を委ねた男性のようです。 15 その男性は，ある人には5タラント，別の人には2タラント，さらに別の人には1タラントと，各自の能力に応じて与えてから，外国へ行きました。 16 5タラントを受け取った人はすぐに出掛け，それで商売をして，さらに5タラントを手に入れました。 17 2タラントを受け取った人も同じように，さらに2タラントを手に入れました。 18 しかし，ただ1タラントを受け取った奴隷は，出掛けていって地面を掘り，主人のお金を隠しておきました。 19 長い時がたち，主人が来て，預けたお金について奴隷たちに確認しました。 20 5タラントを受け取った人が進み出て，稼いだ5タラントを差し出し，言いました。『ご主人さま，5タラントを委ねてくださいましたが，ご覧ください，さらに5タラントを手に入れました』。 21 主人は言いました。『よく頑張りました！ あなたは忠実な良い奴隷です。わずかなものに忠実でした。多くのものを管理させるためにあなたを任命しましょう。主人である私と共に喜びなさい*』。 22 次に，2タラントを受け取った人が進み出て，言いました。『ご主人さま，2タラントを委ねてくださいましたが，ご覧ください，さらに2タラントを手に入れました』。 23 主人は言いました。『よく頑張りました！ あなたは忠実な良い奴隷です。わずかなものに忠実でした。多くのものを管理させるためにあなたを任命しましょう。主人である私と共に喜びなさい』。 24 最後に，1タラントを受け取った奴隷が進み出て，言いました。『ご主人さま，あなたが厳しい*方で，まかなかった所で刈り取り，脱穀しなかった所で集めることを知っていました。 25 それで怖くなり，行って，あなたの1タラントを地中に隠しておきました。さあ，お返しいたします』。 26 主人は答えました。『怠惰な*悪い奴隷よ，私がまかなかった所で刈り取り，脱穀しなかった所で集めることを知っていたというのですね。 27 それならあなたは，私のお金を銀行家に預けておくべきでした。そうすれば，私は来てすぐ，利息と一緒に受け取れたでしょう。 28 さあ，この男からその1タラントを取り上げて，10タラントを持っている人に与えなさい。 29 持っている人は皆，さらに与えられて満ちあふれます。しかし，持っていない人は，持っているものまで取り上げられます。 30 役に立たないこの奴隷を外の闇に放り出しなさい。彼はそこで泣き悲しんだり歯ぎしりしたりします』。 31 人の子は栄光を帯びて，全ての天使と共に来ると，その時，栄光の座に座ります。 32 全ての国の人々が彼の前に集められ，人の子は，羊飼いが羊をヤギから分けるように，人々を分けます。 33 そして羊を自分の右に，ヤギを自分の左に置きます。 34 それから王は，右にいる人たちに言います。『さあ，私の父に祝福された人たち，世が始まって以来あなたたちのために用意されている王国を受けなさい。 35 私が飢えると食べ物を与え，喉が渇くと飲み物を与えてくれたからです。よそから来ると温かく迎え， 36 裸でいると服を与えてくれました。病気になると世話をし，牢屋にいると訪問してくれました』。 37 その時，正しい人たちはこう答えます。『主よ，いつ，あなたが飢えているのを見て食べ物を差し上げ，喉が渇いているのを見て飲み物を差し上げたでしょうか。 38 いつ，よそから来たのを見て温かく迎え，裸なのを見て服を差し上げたでしょうか。 39 いつ，病気であったり牢屋にいたりするのを知って訪問しましたか』。 40 王は答えます。『実のところ，これら私の兄弟のうち最も目立たない人の1人にしたのは，それだけ私にしたのです』。 41 それから王は，左にいる人たちに言います。『災いを宣告された人たち，私から離れ，悪魔と邪悪な天使たちのために用意された永遠の火に入りなさい。 42 私が飢えても食べ物を与えず，喉が渇いても飲み物を与えてくれなかったからです。 43 よそから来ても温かく迎えず，裸でいても服を与えず，病気であったり牢屋にいたりしても世話をしてくれませんでした』。 44 その時，その人たちもこう答えます。『主よ，いつ，あなたが飢え，喉が渇き，よそから来ており，裸であり，病気であり，牢屋にいるのを見て，仕えませんでしたか』。 45 その時，王は答えます。『実のところ，これら最も目立たない人の1人にしなかったのは，それだけ私にしなかったのです』。 46 この人たちは永遠の死を迎え，正しい人たちは永遠の命を受けます」。

または，「来てあなたの主人と喜びを共にしなさい」，「あなたの主人の喜びに入りなさい」。
または，「過酷な要求をする」，「無情な」。
または，「怠慢な」，「やる気のない」，「無精な」。


^ （マタ 25:6-10） 真夜中に，『さあ，花婿だ！ 迎えに出なさい』と叫ぶ声がしました。 7 そこで，乙女は皆起きて，ランプを確認しました。 8 愚かな乙女たちは思慮深い乙女たちに言いました。『油を分けてください。今にもランプが消えそうです』。 9 思慮深い乙女たちは答えました。『みんなの分はなさそうです。それより，油を売る人たちの所に行って自分の分を買ってください』。 10 その5人が買いに行っている間に花婿が来て，用意ができていた乙女たちは結婚の披露宴のために花婿と一緒に中に入り，戸が閉められました。



^  （マタ 25:1-4） その時，天の王国は，ランプを持って花婿を迎えに出た10人の乙女のようです。 2 そのうち5人は愚かで，5人は思慮深い人でした。 3 愚かな乙女たちはランプを持ちましたが，油を携えていかず， 4 一方，思慮深い乙女たちは，ランプと共に，油を瓶に入れて持っていきました。



^  （マタ 25:6-10） 真夜中に，『さあ，花婿だ！ 迎えに出なさい』と叫ぶ声がしました。 7 そこで，乙女は皆起きて，ランプを確認しました。 8 愚かな乙女たちは思慮深い乙女たちに言いました。『油を分けてください。今にもランプが消えそうです』。 9 思慮深い乙女たちは答えました。『みんなの分はなさそうです。それより，油を売る人たちの所に行って自分の分を買ってください』。 10 その5人が買いに行っている間に花婿が来て，用意ができていた乙女たちは結婚の披露宴のために花婿と一緒に中に入り，戸が閉められました。



^  （啓 7:1-3） その後，私は4人の天使を見た。天使たちは地の四隅に立ち，地の四方の風をしっかり押さえて，陸地にも海にもどの木にも風が吹き付けないようにしていた。 2 さらに見ていると，別の天使が，生きている神の証印を持って，日の出の方角*から上ってきた。その天使は，陸地と海を損なうことを許された4人の天使に大声で呼び掛けて， 3 こう言った。「私たちが，私たちの神の奴隷たちの額に証印を押すまでは，陸地も海も木も損なってはなりません」。

または，「東」。


^  （マタ 25:10） その5人が買いに行っている間に花婿が来て，用意ができていた乙女たちは結婚の披露宴のために花婿と一緒に中に入り，戸が閉められました。



^  （マタ 25:11， 12） その後，残りの乙女たちも来て，『旦那さま，旦那さま，開けてください』と言いました。 12 花婿は答えました。『はっきり言いますが，あなたたちのことは知りません』。



^  （ヨハ 14:3， 4） 行って場所を整えたら，再び来てあなたたちを私の所に迎えます。私がいる所にあなたたちもいるようにするのです。 4 私の行こうとしている所，そこへの道をあなたたちは知っています」。



^  （マタ 24:13） しかし，終わりまで耐え忍んだ人が救われます。



^ （マタ 25:19-23） 長い時がたち，主人が来て，預けたお金について奴隷たちに確認しました。 20 5タラントを受け取った人が進み出て，稼いだ5タラントを差し出し，言いました。『ご主人さま，5タラントを委ねてくださいましたが，ご覧ください，さらに5タラントを手に入れました』。 21 主人は言いました。『よく頑張りました！ あなたは忠実な良い奴隷です。わずかなものに忠実でした。多くのものを管理させるためにあなたを任命しましょう。主人である私と共に喜びなさい*』。 22 次に，2タラントを受け取った人が進み出て，言いました。『ご主人さま，2タラントを委ねてくださいましたが，ご覧ください，さらに2タラントを手に入れました』。 23 主人は言いました。『よく頑張りました！ あなたは忠実な良い奴隷です。わずかなものに忠実でした。多くのものを管理させるためにあなたを任命しましょう。主人である私と共に喜びなさい』。

または，「来てあなたの主人と喜びを共にしなさい」，「あなたの主人の喜びに入りなさい」。


^  （マタ 25:14-18） それはちょうど，外国へ旅行に出る際に，奴隷たちを呼び寄せて，自分の持ち物を委ねた男性のようです。 15 その男性は，ある人には5タラント，別の人には2タラント，さらに別の人には1タラントと，各自の能力に応じて与えてから，外国へ行きました。 16 5タラントを受け取った人はすぐに出掛け，それで商売をして，さらに5タラントを手に入れました。 17 2タラントを受け取った人も同じように，さらに2タラントを手に入れました。 18 しかし，ただ1タラントを受け取った奴隷は，出掛けていって地面を掘り，主人のお金を隠しておきました。



^  （マタ 25:19-23） 長い時がたち，主人が来て，預けたお金について奴隷たちに確認しました。 20 5タラントを受け取った人が進み出て，稼いだ5タラントを差し出し，言いました。『ご主人さま，5タラントを委ねてくださいましたが，ご覧ください，さらに5タラントを手に入れました』。 21 主人は言いました。『よく頑張りました！ あなたは忠実な良い奴隷です。わずかなものに忠実でした。多くのものを管理させるためにあなたを任命しましょう。主人である私と共に喜びなさい*』。 22 次に，2タラントを受け取った人が進み出て，言いました。『ご主人さま，2タラントを委ねてくださいましたが，ご覧ください，さらに2タラントを手に入れました』。 23 主人は言いました。『よく頑張りました！ あなたは忠実な良い奴隷です。わずかなものに忠実でした。多くのものを管理させるためにあなたを任命しましょう。主人である私と共に喜びなさい』。

または，「来てあなたの主人と喜びを共にしなさい」，「あなたの主人の喜びに入りなさい」。


^  （マタ 25:24） 最後に，1タラントを受け取った奴隷が進み出て，言いました。『ご主人さま，あなたが厳しい*方で，まかなかった所で刈り取り，脱穀しなかった所で集めることを知っていました。

または，「過酷な要求をする」，「無情な」。


^  （マタ 25:26-30） 主人は答えました。『怠惰な*悪い奴隷よ，私がまかなかった所で刈り取り，脱穀しなかった所で集めることを知っていたというのですね。 27 それならあなたは，私のお金を銀行家に預けておくべきでした。そうすれば，私は来てすぐ，利息と一緒に受け取れたでしょう。 28 さあ，この男からその1タラントを取り上げて，10タラントを持っている人に与えなさい。 29 持っている人は皆，さらに与えられて満ちあふれます。しかし，持っていない人は，持っているものまで取り上げられます。 30 役に立たないこの奴隷を外の闇に放り出しなさい。彼はそこで泣き悲しんだり歯ぎしりしたりします』。

または，「怠慢な」，「やる気のない」，「無精な」。


^  （マタ 25:21） 主人は言いました。『よく頑張りました！ あなたは忠実な良い奴隷です。わずかなものに忠実でした。多くのものを管理させるためにあなたを任命しましょう。主人である私と共に喜びなさい*』。

または，「来てあなたの主人と喜びを共にしなさい」，「あなたの主人の喜びに入りなさい」。


^  （マタ 25:23） 主人は言いました。『よく頑張りました！ あなたは忠実な良い奴隷です。わずかなものに忠実でした。多くのものを管理させるためにあなたを任命しましょう。主人である私と共に喜びなさい』。



^  （啓 20:5） （残りの死者は1000年が終わるまで生き返らなかった。）これは第一の復活である。



^  （ペテ二 1:10） それで，兄弟たち，招かれ選ばれた者であり続けられるように，いっそう努力してください。これらのことを行い続けるなら，決して失敗には至りません。



^  （マタ 24:40， 41） その時，2人の男性が畑にいて，一方は連れていかれ，他方は捨てられます。 41 2人の女性がひき臼を回していて，一方は連れていかれ，他方は捨てられます。



^ （マタ 24:40， 41） その時，2人の男性が畑にいて，一方は連れていかれ，他方は捨てられます。 41 2人の女性がひき臼を回していて，一方は連れていかれ，他方は捨てられます。



^  （マタ 24:40， 41） その時，2人の男性が畑にいて，一方は連れていかれ，他方は捨てられます。 41 2人の女性がひき臼を回していて，一方は連れていかれ，他方は捨てられます。



^  （マタ 24:42） それで，ずっと見張っていなさい。主がどの日に来るかを知らないからです。



^  （マタ 25:13） ですから，ずっと見張っていなさい。あなたたちは，その日も時刻も知らないからです。



^  （ヨハ 14:3） 行って場所を整えたら，再び来てあなたたちを私の所に迎えます。私がいる所にあなたたちもいるようにするのです。



^  （マタ 24:31） そして人の子は，大きなラッパの音と共に天使たちを遣わし，天使たちは，四方から，天の果てから果てまで，選ばれた者たちを集めます。



^  （マタ 20:1-16） というのは，天の王国は，ある家の主人のようだからです。主人は，ブドウ園の労働者を雇うために朝早く出掛けました。 2 労働者たちと1日1デナリで合意し，ブドウ園に行かせました。 3 午前9時ごろにも出掛けると，仕事がなくて広場に立っている人たちがいました。 4 そこで，『あなたたちもブドウ園に行きなさい。相応の賃金を払います』と言いました。 5 それでその人たちは行きました。主人は昼の12時ごろと午後3時ごろにも出掛けて，同じようにしました。 6 最後に，午後5時ごろに出掛けて，ほかにも立っている人たちを見つけ，言いました。『なぜ仕事をしないで一日中ここに立っていたのですか』。 7 その人たちは言いました。『誰も雇ってくれなかったからです』。主人は言いました。『あなたたちもブドウ園に行きなさい』。 8 夕方になって，ブドウ園の主人は責任者に言いました。『労働者たちを呼んで，賃金を払いなさい。最後の人から順に最初の人までです』。 9 午後5時の人たちが来て，それぞれ1デナリを受け取りました。 10 それで，最初の人たちは来た時，もっと受け取れると考えましたが，やはり1デナリずつでした。 11 それを受け取ると，家の主人に文句を言い始め， 12 『この最後の人たちは1時間働いただけです。それなのに，焼け付く暑さの中で一日中働いた私たちと同じ扱いなのですか！』と言いました。 13 しかし主人はその1人に言いました。『あなたに不当なことは何もしていません。1デナリで合意したではありませんか。 14 自分の分を受け取って，行きなさい。この最後の人にもあなたと同じように与えたいのです。 15 私は自分の物で望むことをしてもいいのではありませんか。それとも，私が惜しみなく与える*ので，あなたはねたむのですか』。 16 このように，最後の人たちが最初に，最初の人たちが最後になります」。

または，「善い」。


^  （マタ 25:46） この人たちは永遠の死を迎え，正しい人たちは永遠の命を受けます」。



^  （テサ二 2:1） ところで，兄弟たち，私たちの主イエス･キリストの臨在*と，私たちがイエスのもとに集められることに関連して，皆さんにお願いします。

用語集参照。


^  （啓 19:7） 喜んで，歓喜し，神をたたえましょう。子羊が結婚する時が来て，花嫁の支度ができたからです。



^  （啓 19:9） 天使は私に，「こう書きなさい。子羊の結婚の晩餐に招かれた者たちは幸福です」と言い，さらにこう言った。「これらは神の真実な言葉です」。



^  （コリ二 4:7） しかし，私たちはこの宝を土の器に入れて持っています。そのため，普通を超えた力が私たちから出るのではなく，神から来るということが明らかです。



^  （ルカ 21:36） それで，必ず起きるこの全てのことを逃れて人の子の前に立つことができるよう，常に祈願をしつつ，ずっと目を覚ましていなさい」。



^  （ダニ 12:1） その時，あなたの民のために立っている偉大な長ミカエル*が行動を起こし*ます。そして，国が始まってからその時まで生じたことがない苦難の時が来ます。その時，あなたの民，書に記されている人は皆，逃れます。

意味，「誰が神のようだろうか」。
直訳，「立ち上がり」。


^  （啓 3:5） 征服する人は，そのようにして白い衣服を着ることになります。私はその人の名前を命の書から決して消さず*，私の父と天使たちの前でその人の名を認めます。

または，「拭い去らず」。








研究記事 39




125番の歌 「憐れみ深い人たちは幸福」



与えるならもっと幸せになれます



「受けるより与える方が幸福である」。使徒 20:35




ポイント

どうすれば与えることによってもっと幸せになれるかを考えます。




1-2. エホバは，私たちが与えることによって幸せになれるように造ってくれました。それが私たちのためになっているといえるのはどうしてですか。


あなたの答え



エホバは人間を受けるよりも与えることによって幸せになれるよう創造しました。（使徒 20:35）もちろん，私たちは何かをしてもらった時に幸せを感じないというわけではありません。プレゼントをもらうと，うれしい気持ちになるものです。でも，人のために何かをしてあげられると，もっとうれしくなります。エホバがそのように造ってくれたことは私たちのためになっているといえます。どうしてそういえますか。

2 エホバは私たちが自分でも幸せな気持ちを大きくすることができるように造ってくださいました。私たちは誰かのために何ができるかを考える時，さらに喜びを感じることができます。エホバは本当に素晴らしく私たちを造ってくださっていると思いませんか。（詩 139:14）

 3. エホバが「幸福な神」と呼ばれているのはどうしてですか。


あなたの答え



3 聖書に与えることが幸せにつながると書かれていることを考えると，エホバがなぜ「幸福な神」と呼ばれているかがよく分かります。（テモ一 1:11）与えることを始めたのはエホバで，誰よりも与えてきたのもエホバです。使徒パウロが言っているように，私たちはエホバのおかげで「命を持ち，動き，存在しています」。（使徒 17:28）「良い贈り物，完全な贈り物は全て」エホバから来ています。（ヤコ 1:17）

 4. もっと幸せになるためにどんなことができますか。


あなたの答え



4 人のためになることをして，もっと幸せになりたいと思いますか。気前よく与えるエホバに倣うことによってそうできます。この記事ではエホバの手本について学びます。そして，人のために何かをしても感謝されていないと感じるときにどんなことができるかも考えます。（エフェ 5:1）こうした点について調べると，これからも人のためになることをしたいという気持ちが強まり，もっと幸せになれるでしょう。

気前よく与えるエホバに倣う

 5. エホバは生活に必要などんな物を与えてくださっていますか。


あなたの答え



5 エホバがどんなものを気前よく与えてくださっているか，幾つか考えましょう。エホバは生活に必要な物を与えてくださっています。私たちはぜいたくな生活をしているわけではないかもしれません。でも，エホバのおかげで衣食住など生きていくのに必要な物は与えられています。（詩 4:8。マタ 6:31-33。テモ一 6:6-8）エホバはこうしたことをただの義務感から行っているわけではありません。では，どうしてそうしてくださっているのでしょうか。

 6. マタイ 6章25，26節からどんなことを学べますか。


あなたの答え



6 エホバは私たちのことを愛しているので必要な物を与えてくれています。マタイ 6章25，26節のイエスの言葉を考えてみましょう。（読む。）イエスは鳥を例に挙げて次のように言いました。「[鳥は]種をまいたり，刈り取ったり，倉に集めたりはしません。それでも天の父は鳥を養っています」。そしてイエスは，「あなたたちはそれよりも価値があるのではありませんか」と問い掛けました。何を教えたかったのでしょうか。エホバにとって，ご自分に仕える人たちは動物よりはるかに大切だということです。エホバは動物を養っているのですから，私たちにも必要な物を必ず与えてくれると確信できます。エホバは優しいお父さんとして，愛の気持ちから家族みんなを養ってくれています。（詩 145:16。マタ 6:32）

 7. 気前よく与えるエホバに倣うどんな方法がありますか。（写真も参照。）


あなたの答え



7 私たちもエホバに倣って，必要な物を愛の気持ちから仲間と分け合うことができます。例えば，食べる物や着る物を必要としている兄弟姉妹が身近にいますか。エホバはあなたを通してその人を助けたいと思っているかもしれません。エホバの証人は，特に災害が起きた時に進んで他の人を助けることで知られています。コロナのパンデミックの間にも，兄弟姉妹は食べ物や着る物など必要としている物を仲間と分け合いました。世界的な活動のために惜しみなく寄付した人も大勢います。それは世界中で救援活動を行う上でとても助けになりました。兄弟姉妹はヘブライ 13章16節の言葉を心に留めて行動しました。「善を行うことや，持っている物を分け合うことを忘れてはなりません。神はそのような犠牲をとても喜んでくださいます」。



[image: 喜んで与えている兄弟姉妹。1. 姉妹が寄付箱に寄付を入れている。2. 姉妹が果物や野菜が入った籠を持っている。3. 兄弟が水のボトルを配っている。]

私たちはみんな，気前よく与えるエホバに倣うことができる。（7節を参照。）







 8. エホバはどんなことをする力を与えてくださいますか。（フィリピ 2:13）


あなたの答え



8 エホバは力を与えてくださいます。エホバはご自分の持っている無限の力を喜んで私たちに与えてくださいます。（フィリピ 2:13を読む。）誘惑に抵抗するための強さや難しい試練を忍耐するための力を祈り求めたことがありますか。一日なんとか頑張れるように力を与えてください，と祈ることもあったかもしれません。エホバが祈りを聞いて力を与えてくださった時，パウロの言葉の通りだと感じたことでしょう。パウロはこう書きました。「力を与えてくださる方のおかげで，私は強くなり，どんなことも乗り越えられます」。（フィリ 4:13）

 9. エホバに倣って，自分の力をどのように仲間のために使うことができますか。（写真も参照。）


あなたの答え



9 私たちはエホバのように無限の力を持っているわけでも，エホバのような仕方でほかの人に力を与えられるわけでもありません。でも，自分の持っている力をほかの人を助けるために使うなら，エホバに倣うことができます。例えば，高齢や病気の兄弟姉妹のために用事をしたり家事を手伝ったりすることができるかもしれません。また状況が許すなら，王国会館の清掃やメンテナンスを手伝うこともできます。このような仕方で自分の力を使い，兄弟姉妹を助けられます。



[image: 家族が集会に行く途中，年配の兄弟を迎えに行っている。兄弟が車に乗るのを10代の息子が助けている。]

自分の持っている力を兄弟姉妹のために使うことができる。（9節を参照。）







10. どんな言葉を掛けるなら，他の人の助けになれますか。


あなたの答え



10 言葉によっても人を力づけることができるということを忘れないでください。心からの褒め言葉を掛けたい人が誰かいますか。慰めの言葉を必要としている人がいるでしょうか。もしそうなら，自分から行動しましょう。その人の家を訪問したり，電話をかけたり，手紙やメールやメッセージを送ったりすることもできるかもしれません。あまり気の利いたことが言えないとしても大丈夫です。たとえ多くを語らなくても，心から気遣う言葉には大きな力があります。それは兄弟姉妹にとって，一日頑張ってエホバに仕える力になり，前向きな気持ちを保つための助けになることでしょう。（格 12:25。エフェ 4:29）

11. エホバはどのように知恵を与えてくれますか。


あなたの答え



11 エホバは知恵を与えてくださいます。ヤコブはこう書いています。「皆さんの中に知恵の欠けた人がいるなら，その人は神に求め続けてください。神はあら探しをしたりせず，全ての人に惜しみなく与えてくださるからです」。（ヤコ 1:5，脚注）この言葉から分かるように，エホバは知恵を与える時，出し惜しみしたりせず，気前よく与えてくださいます。また，「とがめたり」，「あら探しをしたり」せず，知恵を与えてくださいます。エホバに知恵を求めることを気後れする必要はありません。それどころか，エホバは知恵を求めるようにと勧めています。（格 2:1-6）

12. 学んだことを共有するどんな機会がありますか。


あなたの答え



12 私たちも，知恵を与えるエホバに倣うことができますか。（詩 32:8）エホバの証人には学んだことを共有する機会がたくさんあります。例えば，伝道を始めて間もない人を訓練することがあります。長老たちは，援助奉仕者やバプテスマを受けた兄弟たちが会衆内で割り当てられたことを上手に果たせるように辛抱強く助けます。また，建設やメンテナンスの分野で技術を持っている人たちは，経験の少ない人たちが支部や王国会館の建設プロジェクトで働けるようトレーニングしています。

13. 誰かを訓練するとき，エホバが知恵を与える仕方にどのように倣えますか。


あなたの答え



13 誰かを訓練するとき，エホバが知恵を与える仕方に倣うことは大切です。エホバが知恵を惜しみなく与えてくださることを思い出しましょう。私たちも自分が持っている知識や経験を喜んで共有することができます。自分の仕事がなくなることを恐れて教えるのを控えるようなことがないようにしましょう。「自分の時は誰も教えてくれなかった。だから見て学べばいい。教える必要はない」などと考えてはいけません。エホバに仕える人たちは全く違う考え方をしています。誰かを訓練するとき，知識だけでなく「自分たち自身を与え」ることを心から願っています。（テサ一 2:8）そして，今度はその人たちが「十分に資格を得て，他の人を教えることができるように」なってほしいと思っています。（テモ二 2:1，2）このように惜しみなく与えるなら，周りの人もそうしようと思うようになるかもしれません。そのようにして，与えることから来る幸せをみんなが味わえます。

与えても感謝されていないように思えるとき

14. ほかの人のために何かをすると，たいていどんな反応が返ってきますか。


あなたの答え



14 誰かのために何かをすると，たいてい感謝されます。相手が兄弟姉妹の場合は特にそうでしょう。お礼のカードをくれたり，ほかの仕方で感謝を表してくれたりするかもしれません。（コロ 3:15）そのように感謝されると，もっとうれしくなります。

15. 相手が感謝してくれないとき，どんなことを思い出すといいですか。


あなたの答え



15 でも，いつも感謝してもらえるというわけではないでしょう。誰かのために何かをしても，時間やエネルギーやお金をどれくらい使ったかを相手が全然気にしていないように感じるときがあるかもしれません。そういう場合でも，がっかりしたりいらいらしたりしないためにどんなことができるでしょうか。この記事の主題聖句の使徒 20章35節の言葉を思い出しましょう。与えることから来る幸せは，相手がどんな反応をするかに懸かってはいません。それで，感謝されていないように思えるときでも喜んで与えることができます。どうすればそうできるか，幾つかの方法を考えてみましょう。

16. 喜んで与えるために，何に目を向けることができますか。


あなたの答え



16 エホバの手本に目を向けましょう。エホバは感謝されるかどうかに関わりなく，みんなに良いものを与えています。（マタ 5:43-48）私たちも同じようにできます。エホバは，「返してもらうことを期待せずに」与える人の「報いは大き[い]」と教えています。（ルカ 6:35）それで，感謝の言葉を「返して」もらえなくても，がっかりしないでください。エホバはあなたが他の人を助けるために「快く与える」様子を見て，必ず報いてくださいます。（コリ二 9:7。格 19:17）

17. 正しい見方を保つのに，どんなことが役立ちますか。（ルカ 14:12-14）


あなたの答え



17 与えることについて正しい見方を保つ上で，ルカ 14章12-14節でイエスが教えたことは役に立ちます。（読む。）自分に親切にしてくれる人に対して親切にすることは間違っていません。でも，心のどこかでお返しを期待して与えていることに気付いたならどうでしょうか。イエスが言われたことを思い出してください。もてなしたり人に何かを与えたりするのが難しい状況にある人に親切にするようにしましょう。そうするなら，エホバに倣うことができ，幸せな気持ちになれます。正しい見方をしているなら，相手が感謝してくれないときにも喜びを失わずに済みます。

18. どうすれば相手の反応を広い心で受け止めることができますか。


あなたの答え



18 相手の反応を悪く解釈しないようにしましょう。（コリ一 13:7）感謝していないように見えても，そう決め付けないでください。ただ伝え忘れているだけかもしれないと考えることができます。思ったような反応が返ってこない理由はほかにもあるかもしれません。感謝していても，それを表現するのが苦手な人もいるでしょう。以前は自分が助ける側だったので，助けてもらうのを気まずく感じているのかもしれません。兄弟姉妹を本当に愛しているなら，相手の反応を広い心で受け止め，これからも喜んで与えることができるでしょう。（エフェ 4:2）

19-20. すぐに反応があることを期待しないことはどうして大切ですか。（写真も参照。）


あなたの答え



19 すぐに反応があることを期待しないようにしましょう。与えることについてソロモン王はこう書きました。「あなたのパンを水の上に投げなさい。月日がたてば，あなたはそれを再び得ることになる」。（伝 11:1）この言葉の通り，何かをしてかなり「月日がた[って]」から感謝されるということがあります。例えばこんなエピソードがあります。

20 何十年か前，ある巡回監督の妻は，バプテスマを受けて間もない姉妹に手紙を送り，エホバに仕え続けるよう励ましました。それから8年たって次のような返事を受け取りました。「姉妹は全くご存じないと思いますが，姉妹が何年もの間，私の助けになってくださったことについて，ぜひ手紙を書いてお知らせしたいと思いました。[カードを受け取って]心温まる思いがしましたが，特に私の心を動かしたのは聖句でした。私は決してその聖句を忘れませんでした」。* そして大変な時期があったことに触れて，こう書いています。「時々，真理からも種々の責任からも，あらゆることから逃げ出してしまいたいと思いました。けれども姉妹の書いてくださった聖句がいつも私の心の中にあったので，……歩み続けることができました。この8年間でこんなに自分に影響を与えた事柄はありませんでした」。巡回監督の妻は「月日がた[って]」からこの手紙を受け取り，本当にうれしかったことでしょう。私たちも，誰かに親切にして随分時間がたってから感謝を伝えてもらうことがあるかもしれません。



[image: 1. 巡回監督の妻がカードを書いている。2. カードを受け取った姉妹が感謝しながら読んでいる。3. 姉妹が大変そうに家事をしている。4. 姉妹が料理をしながら電話している。2人の幼い娘たちがキッチンのテーブルに座っている。5. 数年後，カードを書いた巡回監督の妻がその姉妹からの感謝の手紙をうれしそうに読んでいる。]

誰かに親切にして随分時間がたってから感謝を伝えてもらうことがあるかもしれない。（20節を参照。）*







21. どんなことを考えると，気前よく与えるエホバに倣いたいと思いますか。


あなたの答え



21 ここまで考えてきたように，エホバは人間が何かをしてもらったときだけでなく，人のために何かをするときにもっと幸せになるように造ってくださいました。仲間の助けになれると幸せを感じるものです。感謝されるとうれしくなります。でも，感謝してもらえるかどうかに関わりなく，正しいことができたことを喜べます。私たちが人のために何を与えるとしても，「エホバはそれ以上のものを[私たち]に与えることができます」。（代二 25:9）払った犠牲をはるかに超える良いものを与えてくださいます。エホバに喜んでいただける以上にうれしいことはありません。では，気前よく与えてくださる天のお父さんエホバにこれからも倣っていきましょう。



どんなことを学びましたか


	  人のためになることをしたいと思うのはどうしてですか。


あなたの答え





	  気前よく与えるエホバにどのように倣えますか。


あなたの答え





	  相手の反応に関係なく喜んで与えられるのはどうしてですか。


あなたの答え












17番の歌 「そう望みます」



^  巡回監督の妻がカードに書いたのは，ヨハネ第二 8節の「よく気を付けて，私たちが働いて生み出したものを失わないようにし，十分な報いを得られるようにしなさい」という聖句でした。




^  写真や挿絵: 再現。巡回監督の妻が，励みとなる言葉をカードに書いている。数年後，感謝の手紙を受け取っている。






^ （使徒 20:35） 私は，このように真面目に働いて，弱い人たちを援助しなければならないこと，また，主イエス自身が述べた『受けるより与える方が幸福である』という言葉を覚えておかなければならないことを，あらゆる点で皆さんに示しました」。



^  （使徒 20:35） 私は，このように真面目に働いて，弱い人たちを援助しなければならないこと，また，主イエス自身が述べた『受けるより与える方が幸福である』という言葉を覚えておかなければならないことを，あらゆる点で皆さんに示しました」。



^  （詩 139:14） 私はあなたを賛美します。 私は，驚くほどに素晴らしく造られているからです。 あなたが行ったことの素晴らしさを， 私はよく知っています。



^  （テモ一 1:11） その教えは幸福な神の素晴らしい良い知らせと一致しており，私はその良い知らせを託されました。



^  （使徒 17:28） 私たちは神によって*命を持ち，動き，存在しています。皆さんの詩人の中にも，『われわれもその子供*である』と言っている人たちがいます。

直訳，「の内に」。
または，「子孫」。


^  （ヤコ 1:17） 良い贈り物，完全な贈り物は全て，天から，光*の父から来ます。父は移り変わる影のように変化したりはしません*。

または，「天体の光」。
または，「父には影の移動による変化もありません」。


^  （エフェ 5:1） 皆さんは子供として神に愛されているのですから，神に倣ってください。



^  （詩 4:8） 私は横になって穏やかに眠ります。 エホバ，あなただけが私を安心して暮らせるようにしてくださいます。



^  （マタ 6:31-33） それで，心配して，『何を食べるのか』，『何を飲むのか』，『何を着るのか』などと言ってはなりません。 32 これら全ては異国の人々が必死に求めているものです。天の父は，あなたたちがこうしたもの全てを必要としていることを知っています。 33 ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。



^  （テモ一 6:6-8） もちろん，持っている物で満足しつつ神への専心を示すことには，大きな利益があります。 7 私たちは何も持たずに世に生まれ，何も持たずに世を去ります。 8 ですから，食物*と衣服*があれば，それで満足します。

または，「命を支える物」。
もしかすると，「住まい」。直訳，「覆い」。


^ （マタ 6:25， 26） それで，何を食べ何を飲むのだろうかと自分の命のことで，また何を着るのだろうかと自分の体のことで，心配するのをやめなさい。命は食物より，体は服より大切ではありませんか。 26 鳥をよく観察しなさい。種をまいたり，刈り取ったり，倉に集めたりはしません。それでも天の父は鳥を養っています。あなたたちはそれよりも価値があるのではありませんか。



^  （マタ 6:25， 26） それで，何を食べ何を飲むのだろうかと自分の命のことで，また何を着るのだろうかと自分の体のことで，心配するのをやめなさい。命は食物より，体は服より大切ではありませんか。 26 鳥をよく観察しなさい。種をまいたり，刈り取ったり，倉に集めたりはしません。それでも天の父は鳥を養っています。あなたたちはそれよりも価値があるのではありませんか。



^  （詩 145:16） あなたは手を開いて， 生きている全てのものの願いをかなえる。



^  （マタ 6:32） これら全ては異国の人々が必死に求めているものです。天の父は，あなたたちがこうしたもの全てを必要としていることを知っています。



^  （ヘブ 13:16） さらに，善を行うことや，持っている物を分け合うことを忘れてはなりません。神はそのような犠牲をとても喜んでくださいます。



^ （フィリ 2:13） 神はご自分の望みを実現させるために皆さんを力づけてくださいます。行動するための意欲と力の両方を与えてくださるのです。



^  （フィリ 2:13） 神はご自分の望みを実現させるために皆さんを力づけてくださいます。行動するための意欲と力の両方を与えてくださるのです。



^  （フィリ 4:13） 力を与えてくださる方のおかげで，私は強くなり，どんなことも乗り越えられます*。

または，「行えます」。


^  （格 12:25） 心配事があると心が沈み*， 良い言葉によって心が晴れる。

または，「憂鬱になり」。


^  （エフェ 4:29） 不快な*言葉を口から出してはなりません。その場に合った励ましの言葉を述べて，聞く人のためになるようにしましょう。

直訳，「腐った」。


^  （ヤコ 1:5） 皆さんの中に知恵の欠けた人がいるなら，その人は神に求め続けてください。神はとがめたり*せず，全ての人に惜しみなく与えてくださるからです。求め続ければ与えられます。

または，「あら探しをしたり」。


^  （格 2:1-6） わが子よ，あなたが私の言葉を受け入れ， 私のおきてを大切にする*なら，  2 知恵に耳を傾け， 識別力に心を向けるなら，  3 さらに，理解力を叫び求め， 識別力を求めて声を上げるなら，  4 銀を求めるようにそれを求め続け， 隠された宝を探すように探し続けるなら，  5 その時，あなたはエホバへの畏れを理解し， 神についての知識を見つける。  6 エホバご自身が知恵を与えてくださるからである。 神の口から知識と識別力が出る。

または，「蓄える」。


^  （詩 32:8） 「私はあなたに洞察力を与え，進むべき道を教える。 あなたに目を留めて助言を与える。



^  （テサ一 2:8） 私たちは優しい愛情を抱き，皆さんに神の良い知らせを伝えるだけでなく自分たち自身を与えたいと思いました。皆さんを深く愛するようになったからです。



^  （テモ二 2:1， 2） あなた*に言います。キリスト･イエスの惜しみない親切により，絶えず力を得なさい。 2 また，私から聞き，多くの証人によって確かめられた事柄を，忠実な人たちに託しなさい。そうすればその人たちは十分に資格を得て，他の人を教えることができるようになります。

直訳，「私の子であるあなた」。


^  （コロ 3:15） また，キリストによる平和が心に満ちる*ようにしましょう。皆さんは1つの体となって平和を得るために招かれたからです。感謝を表しましょう。

または，「心を制御する」。


^  （使徒 20:35） 私は，このように真面目に働いて，弱い人たちを援助しなければならないこと，また，主イエス自身が述べた『受けるより与える方が幸福である』という言葉を覚えておかなければならないことを，あらゆる点で皆さんに示しました」。



^  （マタ 5:43-48） あなたたちは，こう命じられたのを知っています。『隣人を愛し，敵を憎まなければならない』。 44 しかし私は言います。敵を愛し続け，迫害する人のために祈り続けなさい。 45 自分が天にいる父の子であることを示すためです。父は悪人にも善人にも太陽を昇らせ，正しい人にも正しくない人にも雨を降らせてくださるのです。 46 愛してくれる人を愛したからといって，どんな報いがあるでしょうか。徴税人も同じことをしていませんか。 47 兄弟たちにだけあいさつしたからといって，特別なことをしているのでしょうか。異国の人々も同じことをしていませんか。 48 ですから，あなたたちは，天の父が完全であるように完全でなければなりません。



^  （ルカ 6:35） かえって，敵を愛し続け，善を行い続け，返してもらうことを期待せずに貸すことを続けなさい。そうすれば，報いは大きく，あなたたちは至高者の子となります。神は感謝しない悪人にも親切なのです。



^  （コリ二 9:7） 一人一人が，嫌々ながらでも強いられてでもなく，心に決めた通りに行ってください。神は快く与える人を愛されます。



^  （格 19:17） 立場が低い人に親切にする人はエホバに貸しており， 神はその行いに報いて*くださる。

または，「返して」。


^ （ルカ 14:12-14） 次にイエスは自分を招いた人にも言った。「昼食会や夕食会を設けるときには，友人や兄弟，親族や裕福な隣人などを呼んではなりません。その人たちを呼ぶと，お返しに招かれて報われるでしょう。 13 むしろ，宴会を設けるときには，貧しい人，体が不自由な人，足が不自由な人，目が見えない人などを招きなさい。 14 そうするなら幸せです。その人たちにはあなたに報いるものが何もないからです。あなたは，正しい人たちが復活する時に報われます」。



^  （ルカ 14:12-14） 次にイエスは自分を招いた人にも言った。「昼食会や夕食会を設けるときには，友人や兄弟，親族や裕福な隣人などを呼んではなりません。その人たちを呼ぶと，お返しに招かれて報われるでしょう。 13 むしろ，宴会を設けるときには，貧しい人，体が不自由な人，足が不自由な人，目が見えない人などを招きなさい。 14 そうするなら幸せです。その人たちにはあなたに報いるものが何もないからです。あなたは，正しい人たちが復活する時に報われます」。



^  （コリ一 13:7） 愛は全てのことに耐え，全てのことを信じ，全てのことを希望し，全てのことを忍耐します。



^  （エフェ 4:2） いつも謙遜で*温和であり，辛抱し，愛を抱いて互いに寛容であってください。

または，「自分を低く見て」。


^  （伝 11:1） あなたのパンを水の上に投げ*なさい。月日がたてば，あなたはそれを再び得ることになる。

または，「水面に流し」。


^  （代二 25:9） アマジヤは真の神に仕える人に言った。「ですが，私がイスラエルの部隊に渡した3.4トンの銀はどうしましょうか」。真の神に仕える人は答えた。「エホバはそれ以上のものをあなたに与えることができます」。



^ （ヨハ二 8） よく気を付けて，私たちが働いて生み出したものを失わないようにし，十分な報いを得られるようにしなさい。








やってみよう

柔らかい心で学びましょう





聖書を学ぶ時，最初に「この部分からどんなことを学べるだろう」と考えるかもしれません。でも初めから決めてかかって，エホバが教えようとしてくれていることが見えなくなってしまう，ということは避けたいものです。どうしたら柔らかい心で聖書を学べるでしょうか。

知恵を求めて祈る。今の自分に何を教えようとしてくれているかが分かるように助けてください，とエホバに祈ってください。（ヤコ 1:5）自分はもう十分に分かっている，などと考えないようにしましょう。（格 3:5，6）

聖書に力を発揮させる。「神の言葉は生きて」います。（ヘブ 4:12）私たちが聖書を読むたびに，神の生きている言葉が心に響きます。でも聖書から良い感化を受けるには，読んだ内容から学んでそれを生かそうとする気持ちが必要です。

エホバの食卓で出される全てのものをいただく。エホバが私たちの信仰を強めるために用意してくれているものは，「豪華な料理の宴」のようです。（イザ 25:6）好き嫌いをせず，全ての「料理」を味わうようにしましょう。そうすればクリスチャンとして成長できますし，エホバが与えてくれているものをもっと楽しめるようになります。











^ （ヤコ 1:5） 皆さんの中に知恵の欠けた人がいるなら，その人は神に求め続けてください。神はとがめたり*せず，全ての人に惜しみなく与えてくださるからです。求め続ければ与えられます。

または，「あら探しをしたり」。


^ （格 3:5， 6） 心を尽くしてエホバに頼れ。 自分の考え*に頼ってはならない。  6 どんな道を行く時にも神のことを考えよ。 そうすれば神が真っすぐに進ませてくださる。

直訳，「理解」。


^ （ヘブ 4:12） 神の言葉は生きていて，力を及ぼし，どんな両刃の剣よりも鋭く，人の外面*と内面*，骨*と骨髄を分けるほど深く刺し通して，心の中にある考えや願いを明らかにすることができます。

ギリシャ語，プシュケー。用語集参照。
ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
直訳，「関節」。


^ （イザ 25:6） 大軍を率いるエホバはこの山で全ての人々のために， 豪華な料理の宴を， 上等の*ぶどう酒の宴を催す。 骨髄をふんだんに使った豪華な料理の宴， こされた上等のぶどう酒の宴である。

または，「おりの上に寝かせられた」。
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^ ***喜歌 89番 聞いて従い，神の祝福を得る***
89番
聞いて従い，神の祝福を得る
（ルカ 11:28）
1. イエスの教えは示す 人の行くべき道を
聞いてそれに従えば 神の祝福受ける
（※ 繰り返し）
聞いて従い祝福得よう
神に従う人は幸せになる
2. 真理の言葉に根差す生き方を続ければ
嵐のような日来ても負けない強さを得る
（※ 繰り返し）
聞いて従い祝福得よう
神に従う人は幸せになる
3. エホバのそばにとどまり 真理の水を飲めば
たくさんの良い実生まれ 将来の命得る
（※ 繰り返し）
聞いて従い祝福得よう
神に従う人は幸せになる
（申 28:2; 詩 1:3; 格 10:22; マタ 7:24-27; ルカ 6:47-49も参照。）



^ ***喜歌 94番 神の言葉に感謝する***
94番
神の言葉に感謝する
（フィリピ 2:16）
1. 感謝します 父エホバ
あなたからのこの言葉
ページ開けば光放つ
真理学び愛します
2. 心の奥深くまで
届いていく その言葉
真の自分に気付かされて
正しい道 求めます
3. 思い出そう 預言者を
その涙と信仰を
心重ねて励みを得る
強い信仰持つために
（詩 19:9; 119:16，162; テモ二 3:16; ヤコ 5:17; ペテ二 1:21も参照。）









^ ***喜歌 118番 「さらに信仰を与えてください」***
118番
「さらに信仰を与えてください」
（ルカ 17:5）
1. 受け継いだ罪のゆえに人の心は弱く
信仰が欠けてしまう
神のことを忘れて
（※ 繰り返し）
エホバよ どうか私に
もっと強い信仰 いつも与えてください
あなたをたたえるため
2. 強い信仰があればエホバに喜ばれる
どんな試練が来ようと
恐れず立ち向かえる
（※ 繰り返し）
エホバよ どうか私に
もっと強い信仰 いつも与えてください
あなたをたたえるため
（創 8:21; ヘブ 11:6; 12:1も参照。）



^ ***喜歌 126番 目を覚ましていて，しっかり立ち，強い人になる***
126番
目を覚ましていて，しっかり立ち，強い人になる
（コリント第一 16:13）
1. 目を覚まし耐える どんな試練も
勇敢に進む 勝利の道を
王として導くイエスの声を聞き
（※ 繰り返し）
深く根ざして立つ
最後の日まで
2. 目を覚まし保つ 平常心を
進んで従う イエスの指示に
キリストに仕える牧者の声を聞き
（※ 繰り返し）
深く根ざして立つ
最後の日まで
3. 目を覚まし運ぶ 真理の種を
逆風吹いても一致の下に
全ての兄弟と賛美の声を上げ
（※ 繰り返し）
深く根ざして立つ
最後の日まで
（マタ 24:13; ヘブ 13:7，17; ペテ一 5:8も参照。）









^ ***塔00 2/1 25–29ページ エホバは私の避難所であり力です***
ライフ･ストーリー
エホバは私の避難所であり力です
マーセル･フィルトー
「あの男と結婚すれば，あんたも刑務所行きだよ」。私が結婚するつもりでいた女性に，人々はそのように言っていました。なぜそんなことを言われたのか，ご説明しましょう。
私が生まれたのは1927年ですが，そのころのカナダのケベック州はカトリックの牙城でした。私が生まれて4年ほどたったとき，セシル･デュフールというエホバの証人の全時間奉仕者が，モントリオール市の我が家を訪問するようになりました。そのためそのエホバの証人は，近所の人からよく脅されました。それどころか，聖書の音信を宣べ伝えているということで何度も逮捕され，ひどい扱いを受けました。それで私たちはすぐに，「あなた方は，わたしの名のゆえにあらゆる国民の憎しみの的となるでしょう」というイエスの言葉が真実であることを悟りました。―マタイ 24:9。
その当時，多くの人は，フランス系カナダ人の家族がカトリックの信仰から離れるなど言語道断だと考えていました。両親はバプテスマを受けたエホバの証人にはならなかったものの，やがて，カトリック教会の教えは聖書の教えと調和していないということに気づきました。それで，8人の子どもたちには，証人たちの書籍を読むように勧め，聖書の真理を擁護する立場を取った子供たちを支援してくれました。
困難な時期に立場を定める
1942年，私はまだ学校に通っていましたが，聖書研究に本当に関心を持つようになりました。当時，カナダではエホバの証人の活動は禁止されていました。エホバの証人は初期クリスチャンの手本に倣って，国家間の戦争に関与しなかったからです。（イザヤ 2:4。マタイ 26:52）一番上の兄のローランは，武器を取ることを拒否したために，世界大戦が猛威を振るっていた間，強制労働収容所に入れられていました。
そのころ，父があるフランス語の本を渡してくれました。その本には，アドルフ･ヒトラーの軍事行動を支持しないために苦しんでいたドイツの証人たちのことが記されていました。 私はその勇気ある忠誠の手本に共鳴していることを示したいと思うようになり，個人の家で開かれていたエホバの証人の集会に出席しはじめました。その後間もなく，宣べ伝える業に参加するよう勧められました。それで，逮捕され投獄される恐れのあることを十分承知の上で，その勧めに応じました。
力を与えてくださるよう祈ってから，最初の家のドアをノックしました。優しそうな女性が応対に出ました。私は自己紹介をしてから，テモテ第二 3章16節の「聖書全体は神の霊感を受けたもの」という言葉を読みました。
「聖書をもっと学びたいと思われませんか」と尋ねました。
「ええ，学んでみたいですね」と，その女性は答えました。
それで私は，聖書を私よりよく知っている友人を連れて来ます，と言っておいて，次の週にその友人を連れて行きました。この最初の経験で少し自信がつきましたが，それと同時に，私たちは自分の力で宣教を続けるのではないということも学びました。使徒パウロが述べたとおり，エホバの助けを得てそうするのです。『普通を超えた力は神のものであり，わたしたち自身から出たものではない』ということを認めるのは，確かに大切なことです。―コリント第二 4:7。
しかし，宣べ伝える業が私の生活の一部になると，逮捕や投獄も日常のことになりました。私の花嫁になる人が，「あの男と結婚すれば，あんたも刑務所行きだよ」と言われたのも無理はありません。しかし，こうした経験はそれほどつらいものではありませんでした。たいていの場合，刑務所で一晩過ごすと，仲間の証人が保釈金を払って刑務所から出してくれました。
重要な決定
1943年4月，私はエホバに献身し，その象徴として水のバプテスマを受けました。その後，1944年8月に，初めて大きな大会に出席しました。その大会は，カナダの国境に近いニューヨーク州バッファローで開かれ，2万5,000人が出席しました。その大会のプログラムは，私の内に開拓者になりたいという願いをかきたてました。エホバの証人の全時間奉仕者は開拓者と呼ばれているのです。1945年5月，カナダにおけるエホバの証人の活動に対する禁令は解除され，私は翌月から開拓奉仕を始めました。
しかし，宣教奉仕への参加が増えるにつれ，刑務所に行く回数も増えました。ある時，私は長年忠実にエホバに仕えてきたマイク･ミラーと一緒に監房に入れられました。私たちはコンクリートの床に座って会話を交わしました。励みの多い霊的な会話によって私は非常に強められました。しかしその後，『もしも互いの間に何か誤解が存在していたなら，こうして一緒に話すことなどなかったのではないだろうか』という疑問が私の脳裏をかすめました。この愛する兄弟と共に刑務所で過ごした時間を通して，私は人生で最もすばらしい教訓の一つを学びました。つまり，私たちには兄弟たちが必要であること，だからこそ互いに許し合い，親切を示し合わなければならないという教訓です。そうしないとすれば，「もしあなた方がかみ合ったり食い合ったりすることを続けているのであれば，互いによって滅ぼし尽くされてしまうことのないよう気をつけなさい」と，使徒パウロが書いているとおりになってしまいます。―ガラテア 5:15。
1945年9月に，カナダのトロントにある，ものみの塔協会の支部で奉仕するよう招かれました。そこはベテルと呼ばれています。ベテルで提供された霊的プログラムは，本当に励みの多い，信仰を強めるものでした。翌年，支部から北に40㌔ほど離れたところにある，ベテルの農場の仕事を割り当てられました。私は若いアンネ･ウォリーネクと一緒にいちごを摘みながら，彼女の美しさだけでなく，エホバに対する愛や熱心さに引かれました。私たちの関係は深まり，1947年1月に結婚しました。
次の2年半は，オンタリオ州ロンドンで共に開拓奉仕を行ない，その後ケープ･ブレトン島に行って会衆の設立を助けました。そして1949年に，私たちはものみの塔ギレアデ聖書学校の第14期のクラスに招待され，宣教者になるための訓練を受けました。
ケベック州での宣教者奉仕
カナダ人で，ギレアデの前期のクラスを卒業した生徒は，ケベック州で伝道を開始するよう任命されていました。1950年には，第14期のクラスを卒業した私たちと他の25人がその隊伍に加わりました。宣教者の活動が活発になったため，ローマ･カトリック教会の指導者たちの扇動による激しい迫害と集団暴行が生じました。
最初の任命地ルーイン市に到着しましたがその二日後，アンネが逮捕され，パトカーの後部座席に乗せられました。これはアンネにとって初めての経験でした。彼女の出身地はカナダのマニトバ州にある小さな村でしたから，警察官を見ることさえめったになかったのです。ですから，アンネがおびえて，「あの男と結婚すれば，あんたも刑務所行きだよ」と言われたことを思い出したのも無理からぬことでした。ところが，警察は走り出さないうちに私をも見つけ，アンネと一緒にパトカーに乗せました。アンネは，「会えてよかった！」と，大きな声で言いました。それでも，彼女は驚くほど落ち着いていて，「考えてみれば，イエスについて宣べ伝えた使徒たちにも同じことが起きたのね」と言いました。（使徒 4:1-3; 5:17，18）その日の後刻，私たちは保釈されました。
その出来事があってからおよそ1年後，モントリオールの新しい任命地で家から家に宣教を行なっていた時，私は通りで起きている騒ぎを耳にし，怒り狂った暴徒が石を投げているのを見ました。私がアンネとその仲間を助けに行ったとき，警察が現場に到着しました。ところが，警察は暴徒を逮捕する代わりに，アンネとその仲間を逮捕したのです。刑務所にいる間，アンネはこの新しい証人に，私たちはイエスの語った，「あなた方は，わたしの名のゆえにすべての人の憎しみの的となるでしょう」という言葉の真実さを経験しているんですよ，と話しました。―マタイ 10:22。
一時は，エホバの証人に関する裁判がケベック州だけで1,700件余り行なわれていました。たいていの場合私たちは，扇動的な文書を配布したとか，許可なくして文書を配布したという理由で告訴されました。そのため，ものみの塔協会の法律部門はケベック州政府を相手に訴訟を起こしました。何年も法廷で争った末，エホバはカナダの最高裁判所において二つの大勝利を与えてくださいました。1950年12月には，私たちの文書が扇動的であるという容疑が晴らされ，1953年10月には，許可なしで聖書文書を配布する私たちの権利が守られたのです。こうして，エホバが確かに「避難所，力であり，苦難のときに容易に見いだされる助けである」ことを，如実に見ることができました。―詩編 46:1。
すばらしいことに，ケベック州のエホバの証人の数は増加し，私が開拓奉仕を始めた1945年には356人でしたが，現在では2万4,000人を超える数になっています。聖書が預言していたとおりになったのです。「あなたを攻めるために形造られる武器はどれも功を奏さず，裁きのときにあなたに敵して立ち上がるどんな舌に対しても，あなたは有罪の宣告を下すであろう」。―イザヤ 54:17。
フランスでの奉仕
1959年9月，アンネと私は，フランスのパリにあるベテルで奉仕するよう招かれ，印刷作業を監督する仕事を割り当てられました。1960年1月に私たちが到着するまで，印刷は業者が行なっていました。フランスでは「ものみの塔」誌が発行禁止になっていたため，雑誌を64ページの小冊子にして月ごとに印刷しました。その小冊子は「エホバの証人向け会報」と呼ばれ，その月に会衆で学ぶ研究記事が収められていました。1960年から1967年の間に，フランスで宣べ伝える業に参加した人の数は，1万5,439人から2万6,250人へと増加しました。
やがて，ほとんどの宣教者の任命地が変わり，アフリカのフランス語圏の国々へ派遣された人たちもいれば，ケベック州に戻った人たちもいました。アンネが体調を崩して手術を受ける必要があったため，私たちはケベック州に戻りました。3年間治療を受けた結果，アンネは再び元気になりました。その後，私は巡回奉仕を行なうよう任命され，毎週違う会衆を訪問して霊的な励ましを与えました。
アフリカでの宣教者奉仕
数年後の1981年，私たちはザイール，つまり現在のコンゴ民主共和国で宣教者として奉仕するよう任命され，大喜びしました。その国の人々は貧しく，多くの苦難を経験していました。私たちがそこに到着した時，証人の数は2万5,753人でしたが，今では11万3,000人を上回るまでに増加しており，1999年のキリストの死の記念式には，44万6,362人が出席しました。
1984年には，新しい支部を建設するために約200㌶の土地を政府から購入しました。さらに，1985年12月には，国際大会が首都のキンシャサで開かれ，世界の多くの場所から3万2,000人の代表者が出席しました。こうした事の後，僧職者たちのけしかけた反対によって，ザイールにおける業は中断させられてしまいました。1986年3月12日，責任ある兄弟たちは，ザイールのエホバの証人協会は違法であると宣言した書状を渡されました。私たちの活動を全面的に禁じるこの禁令には，当時の大統領，故モブツ･セセ･セコの署名がありました。
このように事態が急変したため，「災いを見て身を隠す者は明敏である」という聖書の助言に従う必要が生じました。（箴言 22:3）私たちはキンシャサで出版物を印刷するため，紙やインク，フィルム，印刷版，化学薬品などを国外から入手する方法を見つけました。さらに，独自の配達網も作り上げました。いったん結束すると，それは国の郵便業務よりも能率的に機能しました。
非常に多くの証人たちが逮捕され，残忍な拷問を受けた人も少なくありませんでした。それでも，わずかな例外を除いて，証人たちはそうした仕打ちに耐え，忠実を保ちました。私も逮捕され，兄弟たちが刑務所の中でひどい状況に置かれているのを目にしました。秘密警察や当局者は，あの手この手でたびたび私たちに圧力を加えましたが，エホバはいつでも逃れ道を設けてくださいました。―コリント第二 4:8。
私たちは，約3,000カートンの文書をある実業家の倉庫に隠していました。ところが，従業員の一人が秘密警察に密告したため，その実業家は逮捕されてしまいました。刑務所に向かう途中，彼らは偶然，車の中にいた私を見つけました。その実業家は秘密警察に，文書の保管を依頼したのはあの人だ，と言いました。警察は車を止め，そのことについて私に質問し，違法な文書をこの人の倉庫に置いたことで私を責めました。
「その本をお持ちですか」と，私は尋ねました。
「ああ，もちろんだ」と，警察は答えました。
「ちょっと見せてもらえますか」。
彼らは本を一冊私のところへ持って来ました。私は，「ものみの塔聖書冊子協会により米国にて印刷」と書かれているページを開いて見せました。
「あなたが手に持っているのはアメリカのもので，ザイールのものではありません」と，私は注意を促しました。「政府が禁止したのは，ザイールのエホバの証人協会の法人であって，米国のものみの塔聖書冊子協会ではありません。ですから，この本をどうするかにはよく注意したほうがいいですよ」。
私はそのまま行くことを許されました。裁判所から私を逮捕するようにという命令が出ていなかったからです。その晩，私たちは2台のトラックで倉庫に向かい，そこにあった文書をすべて運び去りました。翌日，当局者がそこに来ましたが，倉庫が空になっていることを知ってひどく狼狽しました。そのころには，当局は私を捜索していました。今度は裁判所の逮捕命令を取り付けていたからです。当局は私を見つけましたが，車がなかったので，私は自分の車で刑務所に行くことになりました。別の証人が一緒に付いて来てくれたので，当局が私の車を差し押さえる前に車を持ち帰ることができました。
8時間に及ぶ尋問の末，当局は私を国外追放にすることにしました。しかし私は，当時禁令下にあったザイールのエホバの証人協会の財産を整理する仕事を任されていることを証明する政府からの手紙のコピーを見せました。それで，引き続きベテルで働くことを許されました。
私は，ザイールでの業に対する禁令の圧力のもとで4年間奉仕した後，出血性の胃潰瘍を患い，命が危険な状態になりました。それで，治療を受けるために南アフリカへ行くことにしました。しかし，支部の手厚い世話のおかげでそれも回復しました。ザイールで8年間奉仕し，本当に忘れがたい，喜びに満ちた経験をした後，私たちは1989年に南アフリカ支部に移動しました。そして1998年には母国に戻り，それ以来再びカナダ支部で奉仕しています。
感謝にあふれた奉仕
54年にわたる全時間宣教を振り返る時，若い活力をエホバへの貴重な奉仕に用いることができたことに対する感謝の念が込み上げてきます。アンネは数多くの苦しい状況を耐え忍ばなければなりませんでしたが，不平を言うことなく，すべての活動において大きな支えとなってくれました。私たちは共に，エホバについて知るよう大勢の人を助けるという特権にあずかってきました。そうした人たちの多くは現在，全時間宣教を行なっています。さらに，その人たちの子どもや孫たちまでが偉大な神エホバに仕えているのを見るのは本当に大きな喜びです。
私は，この世が提供するものの中で，エホバが与えてくださる特権や祝福と比較できるものなど何もないと確信しています。確かに，私たちは多くの試練に耐えねばなりませんでした。しかし，それらはすべてエホバに対する私たちの信仰や確信を築く上で役立ちました。エホバはまさに力の塔，避難所，苦難の時に容易に見いだせる助けとなってくださったのです。
[脚注]
その本は最初，「クロイツツーク･ゲーゲン･ダス･クリステンツーム」（キリスト教撲滅運動）という題で，ドイツ語で出版されました。フランス語とポーランド語に翻訳されましたが，英語には翻訳されませんでした。
[26ページの図版]
1947年，一緒に開拓奉仕をしていたころ。現在，アンネと共に
[29ページの図版]
ザイールの人々は聖書の真理を愛していた



^ ***塔00 12/1 24–28ページ 「あなた方は，あす自分の命がどうなるかも知らないのです」***
ライフ･ストーリー
「あなた方は，あす自分の命がどうなるかも知らないのです」
ハーバート･ジェニングズ
「ガーナのテーマという港湾都市から，ものみの塔協会の支部事務所に帰る途中でのこと，街まで便乗させてほしいという，ある若者を乗せるため，私は車を止めました。車の中で機会をとらえて若者に証言した私は，実によく話ができると思っていました。ところが，目的地に着くと，若者はトラックから飛び降りるなり，一目散に走り去って行きました」。
前述の出来事は，ただならぬ事が私の人生の中で明らかになろうとしていたことを知る，一つの手がかりでした。何が起きたのかをお話しする前に，カナダ人の私がガーナに住むようになったいきさつを話しましょう。
1949年12月半ばごろ，カナダ，トロント北郊で，私たちはある新しい家の給水設備を整えるため，凍結した地面を1㍍ほど掘り終えたところでした。寒い上に疲れきっていた私たち作業班は，木切れをたいて火の周りに集まり，トラックが来て拾ってくれるのを待っていました。すると突然，従業員の一人アーノルド･ロートンが，「戦争と戦争のうわさ」，「世の終わり」などについて話しだしました。ほかにも私には全くなじみのない表現を使いました。たちまちみんなは口をつぐみ，きまり悪い思いをし，反感を示した人さえいました。『この人は何と勇気があるのだろう。だれも耳を傾けたがらないのに，話し続けているなんて』と思ったのを覚えています。とはいえ，私はその話に共感を覚えました。当時は第二次世界大戦後，ほんの数年しかたっていませんでしたし，私たちの家族が数代にわたって所属してきたキリスト･アデルフィアン派の教会では，そういうことを一度も聞いたことがありませんでした。私は一心に耳を傾け，その説明を夢中になって聞きました。
その後まもなく，アーノルドと会って，もっと詳しく教えてもらうことにしました。当時のことを振り返ると，アーノルドと奥さんのジーンが，経験の浅い19歳の私にどれほど寛容な態度で優しく接してくれたかがよく分かります。予告なしに，また招かれてもいないのにその夫婦の家を訪ねて，二人と話し合ったこともよくありました。二人は，私が物事を正しく考えられるようにし，若い私の頭の中で混乱していた種々の規準や道徳観念をきちんと整理するよう助けてくれました。道端のたき火のそばで初めてあの話を聞いてから10か月たった，1950年10月22日に，私はエホバの証人としてバプテスマを受け，現在トロントの一部となっているノースヨークのウイローデール会衆と交わるようになりました。
仲間の崇拝者と共に前進する
新たに見いだした信仰に従う決意を抱いていることに父が気づいてからは，家での生活はしだいに厳しいものになりました。少し前，父は酒酔い運転の車に正面衝突されて被害者になっていたため，とても気持ちの良い人とは言えない場合がしばしばありました。母や二人の弟と二人の妹にとって生活はつらいものでした。聖書の真理のことでいっそう緊張が高まりました。それで，両親と仲良くし，また自分自身が「真理の道」において確固とした者となるためには，家を出るのが賢明に思えました。―ペテロ第二 2:2。
1951年の夏の終わりごろには，アルバータ州コールマンの小さな会衆に落ち着きました。その会衆では，ロス･ハントとキース･ロビンズという二人の青年が，正規開拓奉仕として知られる，全時間の公の伝道活動に忙しく携わっていました。二人は，その同じ自発的な宣教活動を目指すよう私を助けてくれました。私は1952年3月1日付で正規開拓奉仕者の隊伍に加わりました。
いろいろ励ましていただいたことを懐かしく思い出します。学ぶべきことはたくさんありました。そこは私の実験の場でした。後日，アルバータ州のレスブリッジ会衆で開拓奉仕を1年ほど行なった後，意外なことに，旅行する監督として奉仕するよう招待されました。ニューブランズウィック州モンクトンから，ケベック州ガスペに至るまで，カナダ東海岸沿いのエホバの証人の諸会衆に奉仕することになりました。
私はわずか24歳でしたし，真理にも比較的新しかったので，とりわけ自分が奉仕する対象となった円熟した証人たちと比べて，自分はとても不適格だと思いました。それで次の数か月間，真剣に努力しました。するとまた，意外なことが起きました。
ギレアデ学校，そして黄金海岸へ
1955年9月，私はニューヨーク州サウスランシングの，ものみの塔ギレアデ聖書学校，第26期生として，ほかの100人ほどの学生に加わるよう招待されました。5か月間にわたる集中的な訓練と研究は，私にとってまさに必要な事柄でした。たいへん意欲的なそれら学生たちと共に過ごすことにより，私の熱意は強められました。その期間に，私の人生を今日まで豊かなものにした，もう一つの出来事がありました。
宣教者として活動する準備をしていた学生たちの中に，アイリーン･スタッブズという若い姉妹がいました。アイリーンはしっかりした性格の持ち主で，まじめな実際家でもあり，控え目ながら快活な気質の女性だと思いました。結婚したいという気持ちをぎごちない仕方で伝えたとき，彼女はびっくりしたと思います。でも，決して逃げ出したりしませんでした。そして互いに同意の上で，アイリーンは任命地のコスタリカへ，私は任命地の西アフリカ，黄金海岸（現在のガーナ）へ行くことになりました。
1956年5月のある朝，ニューヨーク市ブルックリンにある，ネイサン･ノア兄弟の10階の執務室を訪ねました。当時，同兄弟はものみの塔協会の会長でした。私は黄金海岸，トーゴランド（現在のトーゴ），象牙海岸（現在のコートジボワール），オートボルタ（現在のブルキナファソ），およびガンビアでの伝道活動を監督するため，支部の僕として任命されていました。
私はノア兄弟が次のように語った言葉をまるで昨日のことのように覚えています。「直ちに責任を引き継ぐには及びません。ゆっくり時間をかけて，そうした場所の経験のある兄弟たちから学んでください。それから，用意ができたと思ったら，支部の僕として奉仕できるはずです。……これがあなたの任命の手紙です。到着して7日たったら，責任を引き継ぐことができるはずです」。
『たった7日なら，「ゆっくり時間をかけるように」ということはどうなったのだろう』と考えさせられた私は面会を終え，ぼう然としてその場を去りました。
その後，あっという間に数日たって，私は早くも貨物船の手すりにもたれて立っていました。おりしも船はイースト川を下り，協会のブルックリンの事務所のそばを通過して，黄金海岸への21日間の遠洋航海が始まろうとしていました。
アイリーンと私は海外郵便で頻繁に文通し，1958年に再会して，同年8月23日に結婚しました。このような素晴らしい配偶者を与えてくださったエホバにいつも感謝しています。
私は協会の支部事務所で，仲間の宣教者やアフリカ人の兄弟姉妹と共に19年間奉仕する特権にあずかれたことを感謝しています。その間に，ほんの数人だったベテル家族は，25人ほどに増えました。私たちにとって，その日々は多事多難な，それでいて実り多い時期でした。しかし，率直に言わねばならないこともあります。私にとっては，高温多湿の気候に慣れるのは並々ならぬ挑戦でした。私はいつもじっとりと汗をかいており，いらいらした気分になることもありました。それでも，1956年にほんの6,000人余りだったガーナの王国伝道者の数が，1975年には2万1,000人に増えていたので，そこで奉仕できたことは本当に大きな喜びでした。しかも今，ガーナには6万人余りのエホバの証人がいるのですから，なお一層うれしく思います。
「あす」のことは予想していなかった
1970年ごろ，私は健康上の問題を抱えていることに気づきましたが，どこが悪いのかを突き止めるのは非常に困難でした。徹底的な健康診断を受けましたが，結局，「別に悪いところはありません」と言われただけでした。では，どうしていつもそんなに気分が悪く，疲れを感じ，不安な気持ちに悩まされていたのでしょうか。二つの事柄の中にその答えがありましたが，私はショックを受けました。本当に，ヤコブが書いている通りです。「あなた方は，あす自分の命がどうなるかも知らないのです」。―ヤコブ 4:14。
第一の手がかりは，街まで車に同乗させた例の青年に証言した時の経験でした。その時，私がずっとしゃべり続け，時間を追ってだんだん早口になり，語調もだんだん激しくなっていたことなど，知る由もありませんでした。車がその青年の目的地に着いたところ，青年はトラックから飛び降りて走り去って行ったので，私はあっけに取られてしまいました。普通，ガーナ人は生まれつき落ち着いた穏やかな性格の持ち主で，大抵のことを冷静に処理できる人たちです。その青年の取った態度は全く意外でした。私はその場に腰を下ろして考え込んでしまいました。自分に問題があることには気づいたものの，それが一体何かは分かりませんでした。しかし，確かに問題がありました。
第二の手がかりとして，特に自己分析をするため二人で一度話し合った後，アイリーンが，「もしこれが身体的な問題でないなら，精神的な問題に違いないと思うわ」と言いました。そこで，私は自分の症状を全部丹念に書き留めて，ある精神科医を訪ねました。私がその一連の症状を全部述べたところ，医師はこう答えました。「これは典型的な症例です。そううつ病を患っておられるのです」。
私は本当にあ然としました。その後2年間，何とかしようと必死に努力しましたが，病状は徐々に悪化の一途をたどっていました。問題を解決する方法を探し求めましたが，どうすべきかを本当に知っている人は一人もいませんでした。必死の努力も何と惨めな徒労に終わったのでしょう。
私たちは，一生の仕事としての全時間奉仕の特権を保持していたいといつも考えていました。それに，しなければならないことは山ほどありました。私は心を込めて何度も熱烈に祈りました。『エホバ，もしご意志であれば，私は「生きていて，これをすることでしょう」』。（ヤコブ 4:15）しかし，それはご意志ではありませんでした。それで1975年6月に，現実を直視した私たちは，ガーナと数多くの親しい友を後にして，カナダに帰ることにしました。
エホバはご自分の民を通して援助してくださる
やがて，自分はかけがえのない人でもなければ，自分の問題は別に特異な事柄でもないことが分かりました。『苦しみを忍ぶ点での同じことが，世にいるあなた方の仲間の兄弟全体の中で成し遂げられているのを知りなさい』というペテロ第一 5章9節の言葉がいかに真実かを痛感しました。この言葉の意味を理解してからは，そうした喜ばしくない変化に直面していても，エホバが私たち二人を確かに支えてくださるということを本当に理解できるようになりました。「仲間の兄弟」たちの交わりを通して，数多くの点で何と見事な仕方で助けていただいたのでしょう。
物質の点ではあまり多くのものを持っていませんでしたが，エホバは私たちを見捨てたりはされませんでした。ガーナにいる友人たちを動かして，物質の面その他で私たちを助けてくださったのです。私たちはたいへん複雑な感慨をかみしめながら，こよなく愛するようになった人たちに別れを告げて，意外な「あす」の生活と取り組むことになりました。
私たちはアイリーンの姉レノラとその夫アルビン･フリーゼンの家に温かく迎えられ，同居させてもらいました。フリーゼン夫妻は何か月にもわたって私たちの必要なものを寛大に供給してくれました。ある著名な精神科医は自信をもって，「6か月で立ち直れますよ」と予測してくれました。恐らく自信を持たせようとして，そう言ってくれたのでしょうが，6年たっても，その予測は実現しませんでした。私は今に至るまで，現在，双極性気分障害という婉曲的な名称で呼ばれている病気と闘っています。確かにこのほうが柔らかい表現ですが，病名が以前よりも優しい響きを持つからといって，この病気のどうしようもない症状が多少とも緩和されるわけではありません。この病気を患っている人は，そのことをよく知っています。
そのころには，ノア兄弟もすでにある病気を患っており，そのためついに1977年6月に亡くなりました。同兄弟はそうした状況のもとでも時間と体力を費やして，慰めの言葉や助言を含めた長い激励の手紙を私に何通か書き送ってくれました。私は今もそれらの手紙を大切に保存しています。ノア兄弟の言葉は，絶えず込み上げてくる不合理なざ折感を抑えるのにたいへん役立ちました。
1975年の終わりごろ，私たちは貴重な全時間奉仕の特権を手離し，私の健康状態を安定させることに注意を集中しなければならなくなりました。普通の日光でも目が痛みました。突然，鋭い音がすると，ライフル銃の音のように鳴り響きました。大勢の人が動き回るときにも圧倒されました。クリスチャンの集会に出席するだけでも，実際，一種の戦いのようでした。それでも，私は霊的な交わりが絶対欠かせない貴重なものであることを確信していました。問題に対処するため，私は大抵，出席者が着席してから王国会館に入り，プログラムが終わって聴衆がざわめかないうちに会場を去りました。
公の宣教に参加することは，もう一つの大きな難題でした。1軒の家に着いた後，どうしても玄関の呼び鈴を鳴らす気になれないこともありました。しかし，やめたいなどとは思いませんでした。宣教に携わるなら，自分自身と，だれであれ好意的な態度でこたえ応じる人とを救うことになるのをよく知っていたからです。（テモテ第一 4:16）しばらくすると，自分の感情を抑えることができるようになり，次の戸口へ行って，もう一度やってみるようにしました。宣教に参加し続けることによって，相応の霊的な健康を維持し，その結果，問題に対処する能力を高めることができました。
この双極性気分障害は慢性疾患なので，現在の事物の体制が続く限り，どうやらこの病気とずっと付き合っていかなければならないことを悟るようになりました。1981年に，たいへん優れた一連の記事が「目ざめよ！」誌に掲載されました。 その記事を読んで，この病気の性質をもっとよく理解し，もっと効果的に対処する方法を知るようになりました。
対処の仕方を学ぶ
このすべては，妻の犠牲と協力なしには行なえませんでした。同様な状況のもとで介護をしておられる方には，妻の次のような感想をよく理解していただけるのではないかと思います。
「気分障害が起きると，突然，性格が変わるようです。画期的な計画やアイディアを持つ快活で心強い人だった患者が，二，三時間もたたないうちに，疲れきった，消極的な，怒った人に豹変することさえあるのです。病気だということが分からないと，ほかの人たちは激しいいらだちを覚えたり，途方に暮れたりするおそれがあります。当然，種々の計画は直ちに変更しなければなりませんし，失意の感情や疎外感との個人的な闘いが始まります」。
私は気分が非常に良い時，不安な気持ちに襲われます。ハイな気分になると，次は憂うつな沈んだ気分に落ち込むということが直感的に分かるのです。私の場合は，ハイな気分よりも沈んだ気分のほうがましです。普通，沈んだ気分の時には何日も身動きできなくなるので，見苦しいことをしないで済むからです。私が興奮しすぎると，アイリーンは警告してくれますし，暗い気持ちに沈んでいると，慰めて支えてくれるので，たいへん助かります。
この病気がひどくなると，他のことを一切締め出して，自分の事だけに夢中になってしまうという，極めて現実的な危険があります。気持ちが落ち込むと，他の人を一切寄せ付けようとしなくなったり，そう状態の時には，他の人の気持ちや反応を意に介さなくなったりすることがあります。かつては，自分が精神的，情緒的問題を抱えていることを示す証拠を受け入れにくく感じる時期がありました。何かの計画の失敗や，だれかほかの人のことなど，外部の事柄が問題だとする考えと闘わねばなりませんでした。『身の回りのことは何も変わっていない。問題は外部ではなく，内面のことなのだ』と何度も自分に言い聞かせなければなりませんでした。自分の考え方を徐々に調整することができました。
これまで長年にわたって，私たち二人はこの病状について互いに，また他の人にも包み隠さず，正直に話すべきであるということを学んできました。努めて楽観的な態度を保ち，自分たちの生活がこの病気に牛耳られることがないようにしてきました。
より良い「あす」
熱烈な祈りをささげ，様々な闘いを経験することにより，私たちはエホバの祝福と支えの益にあずかってきました。今は二人ともかなり年を取りました。私は医師の指示により，一定量の適切な投薬を定期的に受けて，かなり安定した健康状態を保っています。私たちは受けられるどんな奉仕の特権でも高く評価しており，私は引き続き会衆の一長老として仕えています。私たちはいつも信仰の面で他の人たちの支えになれるよう努力しています。
確かに，「あなた方は，あす自分の命がどうなるかも知らないのです」と，ヤコブ 4章14節にある通りです。現在の事物の体制が存続する限り，この言葉はその通り当てはまります。しかし，ヤコブ 1章12節にある，「試練に耐えてゆく人は幸いです。なぜなら，その人は是認されるとき，エホバがご自分を愛し続ける者たちに約束されたもの，すなわち命の冠を受けるからです」という言葉にも真実の響きがあります。私たちは皆，今日しっかりと立ち，明日エホバがお与えになる数々の祝福を受けることができますように。
[脚注]
「目ざめよ！」誌，1981年11月8日号の「あなたは人生の諸問題に対処できます」，1981年12月8日号の「うつ病と闘う方法」，そして1982年1月22日号の「重症うつ病に立ち向かう」などの記事をご覧ください。
[26ページの図版]
自分のアトリエで独り静かに過ごせるようにする
[26ページの図版]
妻，アイリーンと共に
[28ページの図版]
1963年，ガーナのテーマで開催された「永遠の福音」大会で












^ ***喜歌 25番 特別な所有物***
25番
特別な所有物
（ペテロ第一 2:9）
1. 天での報い約束された
聖なる民は恵み受ける
（※ 繰り返し）
エホバ神の特別な民
神を愛し神の名をたたえる
2. 光の中へ招き入れられ
真理の言葉 広く告げる
（※ 繰り返し）
エホバ神の特別な民
神を愛し神の名をたたえる
3. イエスの教え固く守って
羊を集め 務め果たす
（※ 繰り返し）
エホバ神の特別な民
神を愛し神の名をたたえる
（イザ 43:20後半，21; マラ 3:17; コロ 1:13も参照。）



^ ***喜歌 26番 私にしたのです***
26番
私にしたのです
（マタイ 25:34-40）
1. ほかの羊 主に仕える
小さな群れを支えて
イエスは見ている 全てを
そして報いを与える
（※ 繰り返し）
イエスは言う
「その助け 私にしたのと同じ
その労苦は私への
私への深い愛
私のため してくれた」
2. 「私が飢え 喉渇くと
あなたはすぐ来てくれた
困っているとそばに来て
助けの手を差し伸べた」
（※ 繰り返し）
イエスは言う
「その助け 私にしたのと同じ
その労苦は私への
私への深い愛
私のため してくれた」
3. 羊たちの忠実褒め
王イエスはこう語る
「さあ受けなさい 王国と
パラダイスでの命を」
（※ 繰り返し）
イエスは言う
「その助け 私にしたのと同じ
その労苦は私への
私への深い愛
私のため してくれた」
（格 19:17; マタ 10:40-42; テモ二 1:16，17も参照。）



^ ***塔研24 5月号 8–13ページ エホバがこれからどのように裁くかについて分かっていること***
研究記事19
22番の歌 王国は統治している 王国が来ますように！
エホバがこれからどのように裁くかについて分かっていること
「エホバは……一人も滅ぼされ[ない]ことを望んでいる」。ペテロ第二 3:9
ポイント
エホバが近い将来人々を裁く時，正しく公平にそうしてくださると確信できます。
私たちは特別な時代に生きています。聖書の預言が実現するのを毎日のように目撃しているからです。例えば，「北の王」と「南の王」が世界の主導権を巡って争っています。（ダニ 11:40，脚注）神の王国の良い知らせが今までにない規模で伝えられており，数百万人がエホバに仕えるようになっています。（イザ 60:22。マタ 24:14）そして私たちは，信仰を強める食物を「適切な時に」豊かに与えられています。（マタ 24:45-47）
2 エホバは，近い将来にどんな重要なことが起きるかについて私たちがはっきり理解できるように助けてくださっています。（格 4:18。ダニ 2:28）私たちは，大患難が始まる時までに，エホバとの絆を強めて忠実に仕え続けるのに必要な情報が全て与えられることを確信しています。とはいえ，近い将来について知らないことが幾つかあるという点を認める必要があります。この記事では，将来起きる出来事について理解が調整されたのはどうしてかを考えます。そして将来について，またエホバがどのように行動するかについて，私たちが知っていることを考えます。
知らないこと
3 私たちは以前，大患難が始まった後にエホバに信仰を持つようになってハルマゲドンを生き残る人はいないと考えていました。それは，ノアの時代の大洪水の際に起きたことが，将来に起きることと対応していると考えていたからです。例えば，エホバが箱船の扉を閉めた後に誰も箱船に入ることができなかったのと同じように，大患難が始まった後に信仰を持つようになって救われる人はいないと考えていました。（マタ 24:37-39）
4 では，大洪水の時に起きた出来事一つ一つが将来の出来事と対応しているのでしょうか。そうではありません。聖書にそれを裏付ける根拠がないからです。 確かに，イエスは自分の臨在の時と「ノアの時代」を関連付けて話しました。でも，エホバが箱船の扉を閉めたことなど，ノアの時代に起きた事柄全てが将来起きる事柄に対応しているとは言いませんでした。とはいえ，私たちにはノアや洪水についての記述から学べることがあります。
5 ノアは，エホバから警告を聞いた後，箱船を造ることによって信仰を表しました。（ヘブライ 11:7，ペテロ第一 3:20を読む。） 同じように，神の王国の良い知らせを聞いた人は，聞いたことに基づいて行動する必要があります。（使徒 3:17-20）ペテロはノアのことを「正しいことの伝道者」と言いました。（ペテ二 2:5）とはいえ，前の記事で考えた通り，ノアが洪水前に地球上の全ての人に警告を知らせることができたかどうかは分かりません。現在，私たちは世界中の人に伝道する活動を熱心に行っています。でもどんなに頑張っても，終わりが来る前に，地球上の全ての人に良い知らせを伝えることはできないでしょう。どうしてですか。
6 私たちの伝道活動の規模についてイエスは何と言っていたでしょうか。イエスは，良い知らせは「全ての国の人々が聞けるように世界中で」伝えられると予告しました。（マタ 24:14）この預言は今まさに実現しています。王国の良い知らせは，1000以上の言語で伝えられています。そしてjw.orgのウェブサイトは世界人口の大部分が利用できるようになっています。
7 しかしイエスは弟子たちに，「人の子が来るまでにあなたたちがイスラエルの町々を回り尽くすことは決してありません」と言いました。（マタ 10:23; 25:31-33）つまり，イエスが来るまでに全ての人に伝道することはできないということです。考えてみてください。伝道活動が厳しく制限されている地域に住んでいる人が大勢います。それに，毎分何百人もの赤ちゃんが生まれています。私たちは，「あらゆる国や民族や言語」の人たちに良い知らせを伝えるため，最善を尽くしています。（啓 14:6）でも実際のところ，終わりが来るまでに地球上の全ての人に良い知らせを伝えることはできないでしょう。
8 こうしたことを考えると，次のような疑問が湧くかもしれません。「大患難が始まる前に良い知らせを聞く機会がなかった人たちはどうなるんだろう。エホバとエホバから裁くことを委ねられているイエスは，そうした人たちのことをどのように判断するんだろう」。（ヨハ 5:19，22，27。使徒 17:31）この記事の主題聖句によると，エホバは「一人も滅ぼされることなく，全ての人が悔い改めることを望んで」います。（ペテ二 3:9。テモ一 2:4）とはいえ，良い知らせを聞く機会のなかった人たちをエホバがどう判断するかについては，私たちには分かりません。それに，エホバにはそのことを私たちに知らせる義務はありません。
9 エホバは聖書の中で，これから行うことをいくらか知らせてくれています。例えば，良い知らせを聞いて行動を改めるチャンスがなかった「正しくない人」たちを復活させると教えています。（使徒 24:15。ルカ 23:42，43）この点を考えると，別の疑問が浮かびます。
10 大患難の間に死んだ人は誰も復活しないのでしょうか。聖書には，エホバにあからさまに反抗しハルマゲドンで滅ぼされる人たちは復活しない，とはっきり書かれています。（テサ二 1:6-10）では大患難の間に，病気や老齢のために，または事故や事件に巻き込まれて亡くなる人はどうなるのでしょうか。（伝 9:11。ゼカ 14:13）中には，新しい世界で「正しくない人」として復活する人がいるのでしょうか。私たちには分かりません。
知っていること
11 将来起きることについて，私たちはどんなことを知っているでしょうか。例えば，キリストの兄弟たちにどう接したかを基準にして，キリストが人々を羊かヤギに分けるということを知っています。（マタ 25:40）キリストや天に行くよう選ばれた人たちに協力してきた人は，羊として分けられます。ほかにも私たちは，キリストの兄弟たちの一部が大患難が始まった後も地球にいて，ハルマゲドンが始まる直前に天に行くということを知っています。キリストの兄弟たちが地球にいる間は，そうした兄弟たちとその活動を支えることができるでしょう。（マタ 25:31，32。啓 12:17）これらはとても重要な点です。どうしてそういえますか。
12 大患難が始まった後であっても，「大いなるバビロン」が滅びる様子を見て，エホバの証人がずっと言ってきたことを思い出す人がいるかもしれません。その中に信仰を持つようになる人たちはいるでしょうか。（啓 17:5。エゼ 33:33）
13 モーセの時代にエジプトで起きたことについて考えることができます。イスラエル人がエジプトを出て行く時，「さまざまな人」が一緒にいました。（出 12:38）その中のある人たちは，モーセが言っていた10の災厄がその通りに起きるのを見て，エホバに信仰を持つようになったのかもしれません。同じように，大いなるバビロンが滅びた後，終わりが来る直前に私たちに加わる人がいるとしたら，面白くないと感じますか。もちろんそうなりたくはありません。エホバは「憐れみ深く，思いやりがある神，すぐに怒らず，揺るぎない愛に満ち，常に信頼できる」方です。（出 34:6）私たちはエホバに倣いたいと思います。
14 兄弟姉妹の中には，エホバの証人ではない家族が亡くなった場合にこう考える人がいるかもしれません。「亡くなったのが大患難の前でよかった。復活の希望があるから」。きっと家族を思う気持ちからそう考えるのでしょう。でも，いつ死ぬかによって永遠に生きられるかどうかが決まるわけではありません。エホバは完璧な裁きを行う方なので，どんな時も正しくて公平な判断をしてくださいます。（詩編 33:4，5を読む。） 私たちは「地上の人全てを裁く方」が必ず正しいことを行ってくださると確信できます。（創 18:25）
15 永遠に生きられるかどうかはどこに住んでいるかで決まるわけでもありません。王国のメッセージを聞くことができない地域に住んでいるからといって，エホバがそれらの人たちをみんなまとめて“ヤギ”と見なすとは考えられません。（マタ 25:46）地上の人全てを正しく裁くエホバは，誰よりも一人一人のことを大切に思っています。大患難の最中にエホバがどのように物事を動かすか，私たちには分かりません。もしかすると，その期間中にエホバについて学んで信仰を持ち，エホバがご自分の名前を神聖なものとする時にエホバの側に立つ人がいるかもしれません。（エゼ 38:16）
16 私たちは聖書を通して，エホバが人間の命をどれほど大切に思っておられるかを知ることができています。エホバは私たちが永遠に生きる見込みを持てるように，ご自分の独り子の命を与えてくださいました。（ヨハ 3:16）私たちはエホバの優しい愛情を感じています。（イザ 49:15）エホバは一人一人のことをよく知っているので，私たちがたとえ死んだとしても復活させることができます。私たちの記憶を含め，細かな点全てを復元できるほどによく知っているのです。（マタ 10:29-31）こうしたことを考えると，愛情深い父であるエホバは一人一人を正しく，憐れみ深く，完璧な仕方で裁いてくださると確信できます。（ヤコ 2:13）
17 このようにさらに理解が深まったことで，終わりが近いことをこれまで以上に意識して伝道したいという気持ちが強まります。どうしてでしょうか。諦めずに伝道し続ける上で，どんなことが役立つでしょうか。こうした質問について次の記事で考えます。
エホバが将来行う裁きについて･･･
■ どんなことを知りませんか。
__________
■ どんなことを知っていますか。
__________
■ どんなことを確信できますか。
__________
76番の歌 どんな気持ち？
[脚注]
この理解の調整について詳しくは「ものみの塔」2015年3月15日号7-11ページの「神が是認された教え方」という記事を参照。
大いなるバビロンが滅ぼされた後，エホバに仕える人たちは全員，マゴグのゴグの攻撃の際に信仰を試されます。大いなるバビロンが滅ぼされた後にエホバの側に付く人たちも試されます。
[研究用の質問]
 1. 今が特別な時代といえるのはどうしてですか。
__________
 2. どんなことを確信できますか。どんなことを認める必要がありますか。
__________
 3. 私たちは以前，大患難が始まった時点でエホバに仕えていない人たちについてどう考えていましたか。どうしてですか。
__________
 4. ノアの時代に起きた事柄全ては将来起きる事柄を表している，と考えなくなったのはどうしてですか。
__________
 5. （ア）ノアは大洪水の前にどう行動しましたか。（ヘブライ 11:7。ペテロ第一 3:20）（イ）ノアが行った伝道について考えると，現在の伝道活動についてもどのように考えられますか。
__________
6-7. 終わりが来るまでに地球上の全ての人に良い知らせを伝えることはできない，といえるのはどうしてですか。
__________
 8. どんな疑問が湧くかもしれませんか。（写真も参照。）
__________
 9. エホバは聖書を通してどんなことを教えていますか。
__________
10. ほかにもどんな疑問が湧きますか。
__________
11. イエスは何を基準にして人々を羊かヤギに分けますか。
__________
12-13. 「大いなるバビロン」が滅びるのを見て，どのように反応する人がいるかもしれませんか。（写真も参照。）
__________
14-15. 永遠に生きられるかどうかは，いつ死ぬか，またはどこに住んでいるかで決まりますか。（詩編 33:4，5）
__________
16. 私たちはエホバについてどんなことを知っていますか。（挿絵も参照。）
__________
17. 次の記事ではどんなことを考えますか。
__________
[13ページの拡大文]
大患難が始まった後……信仰を持つようになる人たちはいるでしょうか。
[9ページの図版]
大患難が始まるまでに良い知らせを聞く機会がなかった人たちのことをエホバはどう判断しますか。（8節を参照。）
[11ページの図版]
「大いなるバビロン」が滅びる様子を見て，エホバの証人がずっと言ってきたことを思い出す人がいるかもしれない。（12-13節を参照。）
[12ページの図版]
エホバが一人一人を，正しく，憐れみ深く，完璧な仕方で裁いてくださることを確信できる。（16節を参照。）
[脚注]
写真や挿絵: ある人たちにとって王国の良い知らせを聞くことが難しいと考えられる理由。（1）ある女性は，国の主な宗教の影響でエホバの証人が安全に伝道できない地域に住んでいる。（2）ある夫婦は政治体制によって伝道活動が禁止された地域に住んでいる。（3）ある男性は人の往来がないへき地に住んでいる。
写真や挿絵: エホバに仕えることをやめてしまった若い女性が「大いなるバビロン」が滅ぼされることについて昔学んだことを思い出している。その後，心を入れ替え，エホバの証人の両親のもとに帰っている。そういう時，エホバに倣って憐れみ深く思いやりを示し，その人が戻ってきたことを喜ぼう。
​​​​



^ ***塔15 3/15 12–16ページ あなたは「ずっと見張って」いますか***
あなたは「ずっと見張って」いますか
「ずっと見張っていなさい。あなた方は，その日もその時刻も知らないからです」。―マタ 25:13。
どのように答えますか
十人の処女のたとえ話の教訓は何ですか
油そそがれた者たちは，十人の処女のたとえ話の諭しをどのように適用してきましたか
「ほかの羊」の人たちは，十人の処女のたとえ話からどんな益を得ることができますか
エルサレムの神殿を見下ろすオリーブ山の上に座り，イエスから非常に興味深い預言を聞くのは，忘れがたい経験だったに違いありません。ペテロとアンデレとヤコブとヨハネは，イエスの話に一心に耳を傾けます。その時イエスは，この邪悪な世の終わりの日について，つまりご自分が神の王国で支配する時について，多くの事柄を語ります。その預言によれば，「忠実で思慮深い奴隷」が終わりの日に地上でイエスを代表し，追随者たちに必要な霊的滋養物を，時に応じて与えることになります。―マタ 24:45-47。
2 次いでイエスはその預言の中で，十人の処女のたとえ話をされます。（マタイ 25:1-13を読む。）では次の点について考えましょう。（1）そのたとえ話の主要な教訓は何か。（2）忠実な油そそがれた者たちはこのたとえ話の諭しをどのように適用してきたか。その結果，どうなっているか。（3）今日，わたしたち各自は，このたとえ話からどんな益が得られるか。
たとえ話の教訓は何か
3 前の記事で見たように，忠実な奴隷はここ数十年間，聖句を説明する際に象徴的で預言的な描写をあまり強調しなくなり，実際的な適用をいっそう強調するようになっています。以前，わたしたちの出版物は，十人の処女のたとえ話の細かな事柄，例えばともしびや油やその入れ物などにも象徴的な意味を付すことがありました。しかし，そのため，このたとえ話の簡潔で緊急な教訓から注意をそらしていた，ということがあるでしょうか。この記事で考えますが，そのことには重要な意味があります。
4 このたとえ話の主要な教訓を調べましょう。まず，登場人物を確認しましょう。花婿はだれですか。イエスです。イエスは別の時にご自分のことを花婿と呼んでおられるからです。（ルカ 5:34，35）では処女たちはだれですか。たとえ話によれば，処女たちには，花婿が到着する時にともしびに火をともして用意を整えておく責任があります。油そそがれた追随者たちの「小さな群れ」にイエスが与えた同様の指示に注目してください。こう言っておられます。「あなた方の腰に帯を締め，ともしびをたいていなさい。こうしてあなた方は，自分たちの主人が婚礼から帰って来るのを待（っ）ている人たちのようでありなさい」。（ルカ 12:32，35，36）使徒パウロと使徒ヨハネも霊感による記述の中で，キリストの油そそがれた追随者たちを貞潔な処女に例えています。（コリ二 11:2。啓 14:4）イエスは，マタイ 25章1-13節のたとえ話が，油そそがれた追随者たちに対する諭しと警告になることを意図されました。
5 次に，時間的要素を考えましょう。イエスの助言はどんな期間に当てはまるでしょうか。そのたとえ話の最後のほうにヒントがあります。「花婿が到着し（た）」という言葉です。（マタ 25:10）本誌の2013年7月15日号で説明されたように，マタイ 24章と25章の預言は，イエスが「来る」こと，すなわちイエスの到来つまり到着に8回言及しています。その各々に同じギリシャ語の変化形が用いられています。イエスはどの場合にも，大患難の時に来ることに言及しておられました。その時イエスは，裁きの業を行ない，世界的な事物の体制に滅びをもたらすのです。ですから，このたとえ話は，終わりの日に当てはまるとはいえ，大患難の時にその最高潮を迎える，と思われます。
6 このたとえ話の主要な教訓は何ですか。文脈を考えましょう。イエスはそのすぐ前で，「忠実で思慮深い奴隷」について述べました。その奴隷とは，終わりの日にキリストの追随者たちの間で指導の任に当たる，油そそがれた男子の少人数の一団です。イエスは彼らに，忠実を保つよう注意を促しました。次いで，終わりの日の油そそがれた者たちすべてに当てはまるこの話をされました。その目的は，貴重な報いを得損なわないために，「ずっと見張ってい（る）」よう訓戒することでした。（マタ 25:13）では，このたとえ話を詳しく調べ，油そそがれた者たちがたとえ話に含まれる諭しをどのように適用してきたかを考えましょう。
油そそがれた者たちはどのように諭しを適用してきたか
7 イエスのたとえ話は，思慮深い処女たちが愚かな処女たちとは違い，花婿の到着に備えて用意ができていたことを強調しています。なぜ用意ができていたと言えるでしょうか。それには，準備を整えており，注意を怠らないという，2つの特質が関係しています。花婿の到着を待って夜間も目覚めているよう求められた処女たちは，興奮を誘う到着までの長い時間，ともしびを燃やし続けてずっと注意を払っている必要がありました。思慮深い処女たちは愚かな処女たちとは違い，実際に準備を整えており，自分のともしびと共に，余分の油を入れ物に入れて持って行きました。同じように，忠実な油そそがれた者たちも，準備を整えていることを示してきたでしょうか。
8 確かに示してきました。油そそがれたクリスチャンは終わりの日の間ずっと，思慮深い処女たちのように，割り当てを終わりまで忠実に遂行する準備を整えてきました。彼らは，忠実な奉仕について熟考し，この割り当てを果たすには，サタンの世で得られる物質的な益の多くを断念しなければならないことを理解しています。特定の日付や最終期限を意識しているからではなく，エホバとみ子に対する愛と忠節ゆえに，エホバだけに自分をささげ，エホバに仕えます。忠誠を保ち，この邪悪な世の霊と，物質主義的で不道徳で利己的な態度を退けます。そのようにして，用意ができている状態を保ち，花婿の到着が遅れているように見えても，世を照らす者として輝き続けます。―フィリ 2:15。
9 処女たちに用意ができていたと言えるもう1つの理由は，注意を怠らなかったことです。個々の油そそがれたクリスチャンが，目覚めているべき夜の長い時間に眠くなることはあるのでしょうか。確かにあります。イエスは十人の処女について，遅れているように思える花婿を待つ間，「みな頭を垂れて眠り込んでしまいました」と述べています。霊がはやって意欲はあっても，肉体の弱さが妨げになることを，イエスはよくご存じでした。忠実な油そそがれた者たちは，警告となるその言葉に留意し，注意を怠らずにずっと見張っていられるよう，いよいよ熱心に努力してきました。たとえ話の中の処女は全員，「さあ，花婿だ！」という夜中の叫び声にこたえ応じました。しかし最後まで見張り続けたのは，注意を怠らなかった処女だけです。（マタ 25:5，6; 26:41）今日の忠実な油そそがれた者たちはどうですか。彼らは終わりの日の間，「さあ，花婿だ！」という叫び声にこたえ応じてきました。つまり，花婿がもうすぐ来ることを示す強力な証拠にこたえ応じてきました。そして，見張り続け，花婿の到着に備えてずっと用意を整えてきました。 しかし，このたとえ話の最高潮は，もっと限定的な期間に生じます。なぜそう言えるでしょうか。
思慮深い処女たちは報われ，愚かな処女たちは罰せられる
10 このたとえ話の終わり近くにある，愚かな処女たちと思慮深い処女たちの会話は，この話の最も難解な部分かもしれません。（マタイ 25:8，9を読む。）この会話を読むと，「忠実なクリスチャンが，助けを求められて断わるというのは，いつのことなのだろう」という疑問が生じます。その答えは，やはり時間的要素を考えると分かります。明快にされた理解によれば，花婿であるイエスは裁きを行なうため，大患難の終わり近くに来ます。ですから，例えのこの会話の部分は，その最終的な裁きの直前に生じる事柄を述べているものと思われます。その時までに，油そそがれた者たちは最終的な証印を押されています。
11 つまり，大患難が始まる前に，地上にいる忠実な油そそがれた者たちは皆，すでに最終的な証印を押されています。（啓 7:1-4）その時以降，彼らの天への召しは確実なものとなります。しかし，大患難が始まる前の期間について考えてみてください。ずっと見張っていることができず，忠誠を保たなかった油そそがれた者たちは，どうなるでしょうか。天的な報いは得られません。言うまでもなく，大患難の始まる前に最終的な証印を受けることはありません。その時までに，他の忠実な人たちが選ばれて油そそがれているはずです。大患難が始まる時，忠誠を保っていなかった愚かな者たちは，大いなるバビロンの滅びを見て衝撃を受けるでしょう。その時になって初めて，自分たちが花婿の到着のために用意ができていないことに気づくでしょう。その時に，必死に助けを求めるなら，助けが得られるでしょうか。イエスのたとえ話に示されている答えは冷淡です。思慮深い処女たちは，愚かな処女たちのために油を与えることを拒み，油を売る者たちのところに行くようにと言います。しかし，それは「真夜中」のことです。愚かな処女たちはそんな時間に油を売る者たちを見つけることができるのでしょうか。それは無理です。もう遅すぎるのです。
12 同様に，大患難の時，忠実な油そそがれた者たちは，不忠実になった人をだれも助けることはできません。どこにも助けはありません。もう遅すぎるのです。では，不忠実になった人はどんな終わりを迎えますか。イエスは，愚かな処女たちが油を買いに行っている間にどんなことがあったかを，こう説明しておられます。「花婿が到着し，用意のできていた処女たちは，婚宴のため彼と共に中に入りました。それから戸が閉められたのです」。キリストは大患難の終わり近くに栄光のうちに来る時，忠実な油そそがれた者たちを天に集めます。（マタ 24:31; 25:10。ヨハ 14:1-3。テサ一 4:17）そして，愚かな処女のようであることを示す不忠実な人たちに対して，戸は閉められます。その人たちはいわば，「だんな様，だんな様，開けてください」と叫ぶことでしょう。しかし，そう叫んでも返ってくるのは，「あなた方に真実を言いますが，わたしはあなた方を知りません」という答えです。それは，やぎのような非常に大勢の人たちが裁きの時に聞くのと同じ答えです。何と残念なことでしょう。―マタ 7:21-23; 25:11，12。
13 これまでの部分から，どんなことが言えますか。イエスは，油そそがれた僕たちの多くが不忠実になり，その補充が必要になる，と言っていたのでしょうか。そうではありません。イエスはその少し前に，「忠実で思慮深い奴隷」に対して，決してよこしまな奴隷になってはならない，と警告しておられました。それは，彼らがよこしまな奴隷になる，という予告ではありません。同様に，この十人の処女に関するたとえ話も，強力な警告です。愚かな処女が5人，思慮深い処女が5人いたように，油そそがれた者たち各自には，準備を整えて注意を怠らないという選択肢と，愚かで不忠実な者になるという選択肢がありました。どちらを選ぶこともできたのです。使徒パウロは霊感のもとに，同様の点を仲間の油そそがれたクリスチャンに強調しています。（ヘブライ 6:4-9を読む。申命記 30:19と比較。）パウロは非常に毅然とした警告を与えましたが，警告に続けて，兄弟姉妹の前途には「より良い事柄」が待ち受けているという確信を，愛をこめて言い表わしました。同様に，イエスのたとえ話の警告も，愛のこもった確信のうちに語られています。キリストは，油そそがれた僕たち各自が忠実を保つことができ，素晴らしい報いを得られる，ということを知っておられます。
キリストの「ほかの羊」はどのような益を得られるか
14 イエスは十人の処女のたとえ話を，油そそがれた追随者たちに対して語られました。では，キリストの「ほかの羊」にとって有益な点はないのでしょうか。（ヨハ 10:16）そのようなことは決してありません。このたとえ話の教訓は簡潔です。「ずっと見張っていなさい」ということです。その教訓は油そそがれた者たちだけに適用されますか。イエスは「わたしがあなた方に言うことは，すべての者に言うのです。ずっと見張っていなさい」と語ったことがあります。（マル 13:37）イエスは，追随者すべてが忠実な奉仕を行なう心の準備をし，見張っていることを求めておられます。ですから，クリスチャンは皆，この点で油そそがれた者たちの模範に倣い，生活の中で宣教を第一にします。愚かな処女たちが油を分けてくれるよう思慮深い処女たちに頼んだことを，忘れないようにしましょう。その頼みは聞き届けられませんでした。このことから何が分かりますか。忠実を保ったり，真理のうちにとどまったり，ずっと見張っていたりすることは，だれかほかの人に肩代わりしてもらえない，ということです。エホバによって任命された義なる裁き主に，一人一人が答えることになるのです。わたしたちは用意ができていなければなりません。キリストが来られる時は，間近に迫っているのです。
15 クリスチャンは皆，このたとえ話のクライマックスと言える花婿の結婚からも益を得られます。将来行なわれるその結婚に興奮を覚えない人がいるでしょうか。油そそがれた者たちは天におり，ハルマゲドンの戦いの後，キリストの花嫁となります。（啓 19:7-9）その時地上にいる人たちは皆，天でのその結婚から益を得るでしょう。その結婚は，すべての人を治める完全な政府の実現を保証するものとなるからです。天的な希望を抱く人も地的な希望を抱く人も，ぜひ十人の処女のたとえ話から重要な教訓を学びましょう。心の準備を整え，確固たる態度を保ち，いつも注意を怠らないことにより，用意ができていることを示しましょう。そうすれば，エホバがわたしたちのために備えておられる輝かしい将来を享受できるのです。
[脚注]
たとえ話の中で，「さあ，花婿だ！」という叫び声が上がる時（6節）と，花婿が実際に到着する時つまり来る時（10節）との間には，明確な時間的隔たりがあります。注意を怠らなかった油そそがれた者たちは終わりの日の間，イエスの臨在のしるしを識別してきました。ですから彼らは，イエスが神の王国の王として支配していることを理解しています。しかし彼らは，イエスが到着する時つまり来る時まで，見張り続けなければなりません。
[研究用の質問]
1，2. （イ）イエスは終わりの日についてどんなことを明らかにされましたか。（ロ）これからどんな点について考えますか。
 3. 以前，わたしたちの出版物は，十人の処女のたとえ話について，どんな説明をしてきましたか。そのため，どんなことが生じたかもしれませんか。
 4. このたとえ話の（イ）花婿，（ロ）処女たちは，それぞれだれを表わしますか。なぜそう言えますか。
 5. イエスは，このたとえ話がどんな期間に当てはまることを示唆しましたか。
 6. 文脈から考えると，このたとえ話の主要な教訓は何ですか。
7，8. （イ）思慮深い処女たちは，どんな2つの特質ゆえに，用意ができていたと言えますか。（ロ）油そそがれた者たちは，準備を整えていることをどのように示してきましたか。
 9. （イ）イエスは眠気を催すという自然な傾向について，どんな警告を与えましたか。（ロ）油そそがれた者たちは，「さあ，花婿だ！」という叫び声にどのようにこたえ応じてきましたか。（脚注も参照。）
10. 愚かな処女たちと思慮深い処女たちの会話から，どんな疑問が生じますか。
11. （イ）大患難が始まる直前，どんなことが生じますか。（ロ）思慮深い処女たちが愚かな処女たちに，油を売る者たちのところに行くようにと言ったことには，どんな意味がありますか。
12. （イ）最終的な証印を受ける前に不忠実になった油そそがれた者たちは，大患難の時にどうなりますか。（ロ）愚かな処女のようであることを示す人たちは，どんな終わりを迎えますか。
13. （イ）キリストの油そそがれた追随者たちの多くは不忠実になる，と考える必要がないのは，なぜですか。（ロ）イエスの警告の言葉には油そそがれたクリスチャンに対する確信が表われている，と言えるのは，なぜですか。（冒頭の挿絵を参照。）
14. 「ほかの羊」の人たちも十人の処女のたとえ話から益を得られるのは，なぜですか。
15. キリストの将来の結婚が，真のクリスチャンすべての興奮を誘うのは，なぜですか。
[16ページの拡大文]
油を分けてもらえなかったように，忠実を保ったりずっと見張っていたりすることは肩代わりしてもらえない
​​​​​​​



^ ***塔研20 1月号 29–31ページ 「あなたたちと一緒に行かせてほしい」***
11 多年にわたり，記念式でパンを食べぶどう酒を飲む人は減り続けてきました。しかしここ数年，その人数は毎年増えています。このことを心配する必要がありますか。ありません。そういえる理由を考えましょう。
12 「エホバはご自分のものである人たちを知っている」。（テモ二 2:19）パンを食べぶどう酒を飲む人の数を数える兄弟は，エホバとは違い，誰が本当に選ばれているかを知りません。集計には，選ばれていると思い込んでいる人の数も含まれています。実際，以前はパンを食べぶどう酒を飲んでいたものの，そうしなくなった人もいます。精神的または感情的な疾患のために，自分は天でキリストと治めることになると信じている人もいるでしょう。天に行く人のうち地上に残っている人の正確な数は，知りようがありません。
13 選ばれた人たちは，イエスによって天に集められる時，世界のいろいろな場所にいる。（マタ 24:31）聖書によれば，終わりの時代には少数の選ばれた人が地上に残っています。（啓 12:17）しかし，大患難が始まる時に残っている人の数は述べられていません。
14 天に行く人をいつ選ぶかはエホバが決める。（ロマ 8:28-30）イエスが復活した後，エホバは天に行く人を選び始めました。1世紀の本当のクリスチャンは全員，天に行くよう選ばれたと思われます。2世紀以降，クリスチャンととなえる人の大部分は，キリストの本当の弟子ではありませんでした。しかしその期間中ずっと，エホバは少数の本当のクリスチャンを天に行くよう選んできました。イエスが話した，雑草に交じって成長する小麦のような人たちです。（マタ 13:24-30）終わりの時代に入り，エホバは引き続き14万4000人の1人になる人たちを選んできました。 ですから，終わりが来る直前にエホバが天に行く人を選んだとしても，その判断に誰も異議を唱えることはできません。（ローマ 9:11，16を読む。） イエスの例えに出てくる労働者のようにならないよう，気を付けましょう。それらの労働者は，最後の1時間だけ働いた人に主人が与えた賃金は多過ぎると，文句を言いました。（マタ 20:8-15）









^ ***喜歌 125番 「憐れみ深い人たちは幸福」***
125番
「憐れみ深い人たちは幸福」
（マタイ 5:7）
1. 憐れみの神は親切を愛し
気遣いにあふれ 惜しまず与える
愛に基づいて人の願い聞き
憐れみ示して 許しを与える
2. 間違い犯して苦しいときには
憐れみと許し 祈りで求める
自分の弱さを忘れずにいれば
他の人を許し 平和生み出せる
3. 見返り求めず憐れみ示せば
喜び膨らみ 満足得られる
憐れみの人は真に美しい
神から報われ 幸せ味わう
（マタ 6:2-4，12-14も参照。）



^ ***喜歌 17番 「そう望みます」***
17番
「そう望みます」
（ルカ 5:13）
1. 親切 辛抱 イエスは示した
人を愛し慰めた 天から地に来て
関心示した 弱い人たちに
愛あるイエスは言った
「私はそう望む」
2. イエスの生き方 学ぶべき模範
心からの愛示す どんな人にでも
涙の友にはすぐに手を伸ばし
そばで寄り添い 言おう
「私はそう望む」
（ヨハ 18:37; エフェ 3:19; フィリ 2:7も参照。）
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